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愛の化⾝たちよ！
すべてのバーラタ⼈〔インド⼈〕のハートは清ら

かで安定しています。世界のすべてのものは神であ
るというバーラタ⼈の信⼼は、永遠の真理を提唱し
てきた「サルヴァム カルヴィダム ブランマー」
〔このすべてがブラフマンなり〕、「サルヴァム
ヴィシュヌマヤム ジャガト」〔全宇宙はヴィシュヌ
神で満ちている〕、「イーシャーヴァースヤム イダ
ム サルヴァム」〔すべてに⾄⾼神が浸透している〕
といった偉⼤な宣⾔に基づいています。バーラタ⽂
化はそのような教えにあふれています。

サイの御教え
2000年ダシャラー祭の

ババの御講話１

⼦供時代の出来事

そうした神聖な教えを実践する⼈が徐々に減ってき
ています。多くの⼈が神はすべてに浸透していると
⾔いますが、本⼈はそれを信じていませんし、悟っ
ていません。

バーラタの⽂化

バーラタ⽂化は永遠のものですが、そのような神
聖で輝かしい⽂化が、今、⼈々に軽視されています。
その理由は何でしょうか？ ⼈々は神性に注意を払わ
ず、⼈の内から発せられる⼈間的価値を忘れていま
す。⼈は、⼈間に由来する真理を実践しているで
しょうか？真理である神は、すべての⼈の中に存在
しています。⼈は、その真理を認識することなく、
間違った考えを深めています。
昔から、バーラタ⼈は、信仰⼼から⽊や蟻（あ

り）塚や⽯などを崇めてきました。このことを間
違って解釈した多くの⼈が、バーラタ⼈は愚かで迷
信深いと考えています。しかし、これは真実ではあ
りません。なぜなら、この世に神でないものは何も
ないからです。そうであれば、⽊や⽯を神として崇
めることの何が悪いのでしょうか？ このことは、神
は⼀つであることを⽰していますが、そうした⼀つ
であるという気持ちは、現代⼈には理解されていま
せん。
バガヴァッド ギーターも、この宇宙のすべてのも

のに神性が浸透していると明⾔しています。

ブラフマンの知識について説く⼈は
たくさんいるが

それを実際に悟っている⼈はいない
サイの⾔葉はまさに真理

〔ババの詩〕



「おお、ラーマ、あなたは蟻の中にもブラフマン
の中にも、シヴァの中にもケーシャヴァ〔クリシュ
ナ／ヴィシュヌ〕の中にもおわします！ おお、慈愛
に満ちたお⽅よ！ 慈悲深いお⽅よ、私に恩寵を注ぎ
給え」
ティヤーガラージャは、神性は蟻の中にも存在す

ると信じていました。⼩さな蟻にどれほどの⼒が与
えられているかというと、蟻に噛まれると⼈間でも
痛みを感じるほどです。神は蟻に⾃⼰防衛のために
そのような⼒を与えたのです。ですから、この世界
の誰も、バーラタ⽂化の本質やバーラタ⼈の純粋さ
や信仰⼼を理解することはできません。バーラタ⼈
⾃⾝でさえ、このことを本当の意味では理解してい
ません。
今⽇の⼣⽅、サンジャイ サハニが⼩さな⽝の話を

しました。その⽝は、私と⼀緒に下まで降りてきて、
私が階段を上ると、その⽝も上がってきました。現
代⼈には⽝ほどの賢さもありません！ ⽝は未来を理
解することができますが、⼈間はできません。例え
ば、あなたが道を歩いていて、20フィート〔約6
メートル〕先の溝に⽝が横たわっていたとします。
あなたが憎しみの感情を持たずにその前を通ると、
⽝は起き上がろうとさえしません。しかし、あなた
が⽯を投げようとすると、20フィート離れていても、
⽝は逃げていきます。⽝がいかに賢く、いかに⼈間
の考えを察知しているかがわかりますね！ このよう
に、⽣きとし⽣けるものにはすべて、神性が潜んで

います。宇宙の未来は、⽣きとし⽣けるものの未来
にかかっています。これは神であり、これは神でな
い、などと決めることはできません。すべてのバー
ラタ⼈はこのことをしっかりと信じているべきです。

調べてみれば、どんな⽯にも形があって、その重
さや価値や形をある程度は推定することができます。
それはエネルギーです。それはエネルギーであり、
すべての姿形に潜む神性です。⽯は誰かに怪我を負
わせることができます。科学者は、その能⼒を⾃然
の法則によるものであるとしています。しかし、そ
れは間違いです。それは創造の法則です。創造主の
エネルギーがその根源的な基盤です。どんなもので
でも分析してごらんなさい。その中に神のエネルギ
ーを⾒いだすことできます。このタオルは綿ででき
ています。綿は、そよ⾵でも⾶ばされてしまうよう
な軽いものです。それがこのような形になり、とて
も強いものになりました。⽷の団結がこの布に強さ
を与えているのです。あなたが神とそのような関係
を築けば、あなたも神になります。⽊を⽊として、
⽯を⽯として考えているかぎり、それはそのままで
す。その中に神性を感じとるべきであり、それはす
べての⼈にとって役⽴つことです。⽊は、斧で⽊を
倒そうとする⼈にさえ⽇陰を与えます。傷つけられ
たことを忘れて、⽊はその⼈に果実を与えさえしま
す！ それは、神は賞賛も⾮難も気にしないというこ
とを意味します。なぜなら、すべては神⾃⾝の姿で

バガヴァッド ギーターは、霊性の本質は唯⼀性で
あると宣⾔しています。それを認識する代わりに、
⼈々は他⼈を批判することにふけっています。神性
はすべてのものの中に隠れているのですから、他⼈
を批判することは神を批判することに等しいのです。
このことを踏まえて、バガヴァッドギーターは「ア
ドヴェーシター サルヴァ ブーターナーム」（すべ
てのものに敵意を抱かず）と説いています。

古代のバーラタの⽂化は⾮常に⾼潔です。バーラ
タ⼈の社会正義の基本理念は、他のどこにも⾒られ
ないものです。⼀体感をも超えたこれほどの純粋性
を、⼈はどうやって理解することができるでしょう
か？ ⼈間性の完全性を熟考すれば、すべてに浸透し
ている神性を⾒ることができます。バガヴァッド
ギーターは、⽯、蛙、⼩⼭、⽊、蟻塚に内在する神
の側⾯は同⼀であると称えています。今⽇でも⼈々
は⽊を崇めています。⼈々は家庭にトゥラスィー
〔聖バジル〕を植え、それを礼拝します。ビルヴァ
パートラ〔ベルノキの葉〕とトゥラスィーの葉は、
神への神聖な供物であると信じられています。バー
ラタ⼈にとっては、何を⾒ても、何を⾔っても、何
をしても、何を考えても、何を実践しても、それは
神性の表れなのです。多くの偉⼈が、このような唯
⼀性を実際に悟りました。

ティヤーガラージャは、この唯⼀性を教えました。



らです。神性には属性がありません。神性は、ニル
グナム、ニランジャナム、ニッティヤー、ブッダ、
シュッダ、ムクタ、ニルマラ スワルーピナム（無属
性、無形、純粋、古来、永遠、不滅、⽢露）と表現
されます。あなた⽅は体への執着を強めることで誤
りを犯します。不活性で腐りやすいものである体は、
あなたが⽣きている間だけのものです。なぜそれを
信じる必要がありますか？ 体は道具として利⽤すべ
きです。決してあなたのほうが体の道具であるなど
と考えてはいけません。

体への執着は、あなたの⾃信に悪影響を及ぼしま
す。ですから、唯⼀性の原則を理解して、決してい
かなる存在も傷つけないようにしなさい。どんな存
在であれ、傷つけることは、⾃分の神を傷つけてい
るのと同じです。あなた⽅は、不活性な物体を崇め
ているだけで、その物体の中に隠れている意識に気
づいていません。バガヴァッド ギーターは、「体は
ジーヴァ〔個々の魂〕が宿る神殿である」と述べて
います。ですから、あなたはその神殿に敬意を払い、
清潔に保つべきです。どうして体という神殿を傷つ
けるなどできますか？

教えと実践

皆さんは⼤変多くの神聖な⾔葉を聞いていますが、
そのうちの⼀つでも実践していますか？ 皆さんは、

⽬の前に⽴つブラフマー神に頭を下げながら、それ
と同時にあなたの背中を這（は）う蟻を殺していま
す。ある姿のものを崇拝し、他の姿のものを傷つけ
るなら、あなたの⾔葉と⾏動の間には相関関係があ
りません。それは必ずあなたを神性から遠ざけるこ
とになります。現代の欲望は限界を超えています。
神性を悟るには、それらを抑制する必要があります。
⾷べ物は⼗分な栄養のために⾷べ、服は寒さから⾝
を守るために着なさい。イエスが⼗字架に掛けられ
ていた間、マリアはとても悲しんでいました。どこ
からともなく声がして、「死は命の⾐である」と、
マリアを慰めました。⾐は絶えず変わりますが、
ジーヴァすなわち個々の魂は、同じままです。ジー
ヴァは死にません。ジーヴァは「⽣まれることも死
ぬこともなく、永遠である」と⾔われています。
ジーヴァには始まりも終わりもありません。ジー
ヴァは⽣まれず、死なず、殺されることもできませ
ん。ジーヴァはアートマン〔アートマ／真我〕とい
う姿ですべてに浸透しています。

霊性は、この神聖な⼟地、バーラタにその起源を
持っています。この霊性の⽣まれ故郷を認識しない
なら、その⼈の⼈⽣は何の役に⽴つでしょうか？ あ
なた⽅は毎⽇礼拝をし、瞑想もしています。けれど
も、誰を瞑想しているのか知らずにいます。そのよ
うな無意味な儀式は避けなさい。⽣きとし⽣けるも
のすべてを愛しなさい。

あるからです。それなのに、なぜ⼈が憎しみを抱く
必要などありますか？

体は神の神殿

今、⼈は神を崇めながら、同時に同胞を傷つけて
います。それが信愛ですか？ いいえ、違います。神
はすべてのものの中に存在するという真実を認識し、
それに基づいて⾏動するとき、それはあなたに神を
明らかにします。時折、現代の帰依者は、同胞は
敬っても他の⽣き物を傷つけています。神の愛は⼀
つであり、その愛はすべての存在に無私無欲で分け
与えられるべきです。あなたがそうした愛を育んで
いくと、その愛はすべての⽣き物に向かって流れて
いきます。ですから、愛の原理は⼈間だけに広げる
べきものだという勘違いをしてはいけません。愛の
原理は⽣きとし⽣けるものすべてのためのものです。
このような愛を神と⾒なす代わりに、⼈々は神を不
活性な物体として扱っています。

「思いのとおりに、結果はなる」(ヤッド バー
ヴァム タッド バヴァティ）という⾔葉があります。
⾒ている⼈の感情が悪いものであれば、景⾊も悪く
⾒えます。それは視覚の誤りであり、創造物の誤り
ではありません。あなたも神であるのに、なぜあな
たにそのような感情が⽣じるのでしょうか？ それは、
体への執着がそうした属性への執着を⾼めているか



らえると、それを紙に包んでラージュのためにとっ
ておきました。しかし、私はそういったものはすべ
て、こう⼒説して断っていました。「僕は、いつも
与える⼈で、もらう⼈ではないんだ。僕らの友情は、
このようなギブ・アンド・テイクの取引がなければ、
もっと⻑く続くだろう。もし僕が何か受け取ったら、
僕はずっと君たちに借りが残ることになる。だから、
僕は受け取るべきではないんだ」

メーブーブ・カーン（マフブーブ）が私たちの英
語の教師でした。彼と私の関係は外的なものではな
く、アートマ〔真我／内なる神〕の関係でした。私
の授業の時間になると、彼は他の教師たちを退席さ
せました。そのクラスには、年齢層が8歳の⼤勢の
⽣徒がいました。メーブーブ・カーンがやって来る
のが⾒えると、彼らは私をからかって⾺⿅にしはじ
めました。メーブーブ・カーンはほとんど何も教え
ませんでした。彼は、席に着くやいなや「ラー
ジュ！」と⾔って私を呼びました。私は彼に優しく
⾔いました。「先⽣、他の⽣徒たちが誤解するかも
しれませんので、私も男⼦たちと⼀緒にそこの机に
座ります。毎回私を呼ばないでください」。これは
彼を怒らせました。彼は⾔いました。「好きに思わ
せておけばいい。私はかまわない。私は何も悪いこ
とはしていない。私はみんなを愛している。しかし、
君のことはもっと愛している。それは君の内にある
神の⼒のゆえだ」。私は⼀般の⼈々のためになるよ

うに、この出来事をもう⼀度話します。

試験

ESLC共通試験〔8年⽣が受ける⼩学校卒業資格試
験〕が近づいてきました。私たちはウラヴァコンダ
に⾏かなければなりませんでした。バスも⽜⾞もあ
りませんでした。プッタパルティは、60年前には⼈
⾥離れた村でしたが、今では町になっています。今
では、⼤学、空港、鉄道の駅、その他、あらゆる施
設が整っています。しかし、当時は⼤きなローティ
〔お弁当〕を2つ持って歩いていかなければなりま
せんでした。私たちは、ひとしきり歩くと⽊の下で
休み、それからまた遊んだり歌ったりしながら旅を
続けました。

ラメーシュとスレーシュは、試験のことを考えて
意気消沈していました。私は⼆⼈に、「君たちが僕
に信頼を置いたからには、僕は必ず君たちを合格さ
せる」と⾔いました。私は⼆⼈に何をすればいいか
を教えました。会場に⼊るとすぐに⽩紙の答案⽤紙
が配られ、私たちはそれぞれの席に座りました。割
り当てられた受験番号は、私は9番、ラメーシュは
300番、スレーシュは200番でした。それでも、⼆⼈
は私の命じたことに細かいところまできちんと従い
ました。けれども、ここにいるバジャン ボーイズ
〔バジャン隊の男⼦学⽣〕は違います。私は何度も

ダルマラージャが天界へと向かっている間に、弟
たちと妻は、⼀⼈、また⼀⼈と⾁体を離れていきま
した。しかし、⼀匹の⽝が最後までダルマラージャ
に付いてきました。天界の使者たちがダルマラー
ジャを招き⼊れると、ダルマラージャは、この⽝は
ずっと⾃分に付き添ってくれたので、⾃分より先に
天界に⼊ることを許されるべきだ、と主張しました。
このように、ダルマラージャは道徳と正直を実践し
た⼈です。決して⼈の信頼を裏切ったり、助けてく
れた⼈をだましたりしてはいけません。現代⼈には
感謝の気持ちが⽋けています。あらゆる好意を受け
ながら、そのお返しに害をなしています。好意への
お返しをするには、⽣涯を通じて感謝の気持ちが⾎
となって流れているべきです。

例を挙げましょう。この体がウラヴァコンダで勉
強していた時、三⼈で⼀つの机を共有していました。
私を真ん中に、ラメーシュとスレーシュが両脇に
座っていました。⼆⼈は、年のころは7、8歳で、勉
強は得意ではありませんでした。ですから、先⽣に
質問されると、⼆⼈は私がそっと教えた答えを⾔い、
よく先⽣に褒められていました。このようにして私
が⼆⼈を助け続けたことで、⼆⼈の態度は少しずつ
変わっていきました。⼆⼈は、ラージュ以外に⾃分
たちを⽀えてくれる⼈はいないと考えるようになり
ました。⼆⼈はいつもラージュの名前を⼝にしてい
ました。⼆⼈は、⾃分の⺟親が家で何か料理をこし



何も答えられませんでした。私は⼆⼈に、試験の時
にはハートが答えを促してくれるのです、と述べる
ようにと⾔いました。

かつて私がハンピから戻ってきた時、襟章がなく
なりました。襟章は幻影〔マーヤー〕であり、つま
り、すべての束縛がなくなりました。

「私はサイであると真に知り、私を執着で縛ろう
とする努⼒をやめなさい。私とあなたとの関係はす
べて断ち切られ、誰も私を束縛することはできませ
ん」。これをセーシャマ ラージュ〔ババより15歳年
上の兄〕は書き留めました。彼は時々、私にこの時
のことを思い出させたものでした。

私がウラヴァコンダを去った時の校⻑は、カー
メーシュワル・ラーオでした。彼を含め、皆が泣き
ました。しかし、私は躊躇（ちゅうちょ）しません
でした。私がこうした⼀切に屈するでしょうか？ 次
の⽇、彼らは別の少年に私の代わりに祈りをリード
するようにと⾔いました。その祈りも私が作ったも
のでした。その少年はイスラム教徒で、歌が上⼿で
した。彼は壇に上がりましたが、私のことを思い出
して歌うことができなくなり、泣き崩れました。祈
りは中⽌となり、休校が宣⾔されました。ラージュ
がいないので、ラメーシュとスレーシュは椅⼦に座
ることも教室にいることも拒否しました。

ラメーシュは、⾛って井⼾に⾶び込んで命を絶ち
ました。スレーシュは、「ラージュ、僕たちを⾒捨
てたの！と泣き続けました。彼は頭がおかしくなり、
バンガロールの精神病院に⼊れられました。彼の両
親は私に、⼀度会いにいってほしいと懇願しました。
スワミは彼らにこう⾔いました。「今のスレーシュ
は以前のスレーシュとは違います。私が会いにいっ
ても無意味です」。数⽇後、彼も亡くなりました。

ジャックとジル

私は、旧マンディル〔ババが25歳になる前まで使
われていたダルシャン会場〕でリリーとビリーとい
う⼆匹の⽝を飼っていました。リリーに⽣まれたの
がジャックとジルです。この⼆匹は、私のそばにい
るために再びやって来たラメーシュとスレーシュで
した。⼀匹は私の頭のところで眠り、もう⼀匹は私
の⾜元で眠りました。⼆匹は、私が少しでも動くと
起き上がりました。

ある⽇、マイソールの藩王⼥がスワミのダルシャ
ンを受けにきました。彼⼥は⾮常に厳格に伝統を守
る⼈でした。彼⼥はカルナータ・ナーゲーパッリで
⾞を降りて、プッタパルティまで歩いてきました。
⼣⾷の後、運転⼿は⾞に戻らなければなりませんで
した。暗かったので、彼は道がわかりませんでした。
私はジャックに道を⽰すよう命じ、運転⼿はその

繰り返し強調してきましたが、すべての⼈に満⾜感
を与えるには、すべての宗教に関連するバジャンを
歌わなければなりません。ヴィシュヌ神のバジャン
を歌ったら、次はシヴァ神のバジャンを歌ってシ
ヴァ神の信者に喜びを与えるべきです。参加者全員
が喜びを得るべきです。ところが、私たちのバジャ
ン ボーイズは⾔うことを聞かずに好きなようにやっ
ています。ですから、私も彼らに⾔うのをやめまし
た。

⼀⽅、⼆⼈の少年は違いました。⼆⼈は試験会場
に⾏き、2時間何かを書いているようにと⾔われた
とおりにしました。解答⽤紙が回収されるのは2時
間後でした。私は30分以内に⾃分の分を書き終えて、
その後、⼆⼈の分を⼆⼈の筆跡で書きました。そう
して、私は1時間半後に解答⽤紙を提出し、三⼈で
出てきました。⽣徒たちは皆、会場の外で答案につ
いて話していました。しかし、⼆⼈は私の⾔葉を忠
実に守り、決して何も話しませんでした。次の⽇に
結果が発表され、ラメーシュとスレーシュと私の三
⼈だけが1級で合格しました。私たちの受験番号は
ずいぶん離れていて、筆跡も違っていたので、誰も
⼆⼈の⾼得点を疑うことはできませんでした。私た
ちは通りでの⾏列に連れ出されました。⼆⼈はうな
だれていました。私は、堂々と頭を上げるようと⼆
⼈を励ましました。その翌⽇、教室で試験に基づい
た問題が出されました。ラメーシュとスレーシュは



後ろを付いて⾏きました。運転⼿は⾞の中で寝て、
ジャックは⾞の下で寝ました。翌朝、⾞を発⾞した
時、運転⼿はジャックの背⾻を轢（ひ）いてしまい
ました。ジャックはそこから、どうにか体をひき
ずって川を渡り、マンディルへと向かいました。マ
ンディルの雑⽤をしていた洗濯夫のスッバンナが、
ジャックがなぜか鳴きながらやって来たと教えてく
れました。私は、わかっていますと返事をして、マ
ンディルの⾨まで歩いていきました。声を上げて泣
いていたジャックは、私の⾜元に倒れ込み、命を⼿
放しました。ジャックはマンディルの裏に埋葬され
ました。ジルも数⽇後に逝きました。私は⼆匹のた
めにサマーディ〔お墓〕を建て、その上にトゥラ
スィー〔聖バジル〕を植えました。それは⻑いこと
⽣えていました。最近、私がバンガロールに⾏って
いたとき、カッリャーナ・マンダパム〔式場〕の拡
張のために技術師たちがそれを壊してしまいました。
こうして⼆匹は、⽝としての次の⽣を過ごした後、
最終的に私に帰融しました。私を信じる者は何も⽋
乏することはありません。

あるとき、私はスカウトのキャンプに参加しなけ
ればならなくなりました。けれども、制服がありま
せんでした。ラメーシュの⽗親は役⼈でした。ラ
メーシュは⽗親に制服の上下を⼆組頼み、⼆組⽬は
私の分だということは⾔いませんでした。ラメー
シュは制服を包んで私の机の下に置き、もしラメー

ージュがそれを受け取らなかったら⾃分は命を絶つ、
と書き残しました。それに対して私は、もし僕たち
の友情を保ちたいならラメーシュは制服を持ち帰ら
なければならないという、別のメモを残しました。
ラメーシュはそれを私の命令と考えて、制服を持ち
帰りました。このように、当時は、そうした⼩さな
ことでも、⼦供たちは命じられたとおりにしていた
ものです。

⼤⼈の教育

ブッカパトナムの学校に通っていた時、私はプッ
タパルティで20歳から30歳の⼤⼈を教えていました。
彼らはジャスミンの花を売って⽣計を⽴てていまし
た。私はブッカパトナムから戻ってきてから⼣⽅に
に彼らを教えていました。彼らはラージュをグル
〔師〕と仰いでいました。

マーガ⽉〔師⾛〕になると、村の⼦供たちはハヌ
マーン寺院の近くの池で沐浴をしていました。沐浴
が終わると、私は彼らに寺院の周りを回るようにと
⾔いました。彼らは私に⼀緒に⾏こうと⾔いました
が、私は⾜の痛みを装いました。彼らの愛のあふれ
る主張により、私は彼らと⼀緒に1周しました。1周
⽬が終わったところで、⼤きな猿が私の⾏く⼿を阻
みました。他の⼦供たちはその猿を追い払おうとし
ましたが、失敗に終わりました。その巨⼤な猿は、



ラミ取りをしていました。⺟親はパーンを噛んでい
たのですが、私に気づかずに噛み終わったパーンを
ペッと吐き捨てました。それ〔パーンの⾚い汁〕が
私のシャツ⼀⾯に⾶び散りました。⺟親はとても悲
しみました。村⼈たちは愛情にあふれていました。
⺟親は私のシャツを脱がせ、洗ってくれました。村
⼈たちの⽰す感謝の気持ちは、それほどのものでし
た。純粋さと感謝の気持ちが⾎の中に流れているべ
きです。恩知らずな⼈のための贖罪（しょくざい）
はありません。

私たちの視⼒は太陽の贈り物です。

チャンドラマーマナソージャータハ
チャクショーッスールヨーアジャーヤタ
〔プルシャのマナス（⼼）は⽉になった。

プルシャの⽬は太陽になった〕

太陽は、恩知らずの者から視⼒を取りあげ、盲⽬
にします。

コンダマ・ラージュ

皆さんはコンダマ・ラージュ〔ババの祖⽗〕を
知っていますね。彼は歌が上⼿でした。彼が、戦場
でラクシュマナが意識を失ったエピソード〔ラー
マーヤナの⼀部〕を語ると、村中の⼈が集まってき

きました。皆さんは、アンジャリ・デーヴィーが
作った映画〔シルディ・サイ・ババとサティヤ・サ
イ・ババの伝記映画「シルディ・サイ・パルティ・
サイ・ディヴィヤ・カター」〕で、コンダマ・ラー
ジュの⼈格を⾒たはずです。彼は112歳でしたが、
毎朝、このマンディルまでわざわざ歩いてきました。
ある⽇、私がコンダマ・ラージュの所に⾏くと、彼
は私に尋ねました。「スワミ、わしはあとどれくら
い⽣きるのでしょうか？ わしはいつ⾁体を捨てるの
ですか？」私は、その時には彼の所に⾏くと⾔いま
した。

⾃分の周りを回らないでほしいと私に懇願しました。
そこで私は少年たちに、あの猿はそのような神聖な
気持ちでここに来たのだということを説明しました。
その巨⼤な猿はハヌマーンだったのです。

そうこうしているうちに、セーシャマ・ラージュ
がウラヴァコンダに転勤になりました。ラージュの
⾼等教育を継続させるために、セーシャマ・ラー
ジュはラージュも連れていくことにしました。その
ことを知った⼦供たちは、私にグルダクシナー〔師
への謝礼〕として捧げるものが何もないことを悲し
く思いました。当時は物品よりもお⾦のほうに価値
がありました。彼らは皆それぞれ1パイサを貯めて
私に捧げました。私はそれを受け取ることを拒み、
⾃分で持っているようにと頼みました。そのように
して、村⼈たちは私への感謝の気持ちを⽰したので
す。村⼈たちは私と⼀緒にブッカパトナムまで歩き、
泣きながら私にいつ戻ってくるのかと尋ねました。

純粋さと感謝の気持ち

しかし、今⽇の状況では、現代の勉学は⼈間性の
低下をもたらしています。感謝の気持ちは消えてし
まいました。愛の質は純粋ではなくなっています。
そのため、国中が苦しんでいます。当時は、お互い
への尊敬が豊富にありました。あるとき、ブッカパ
トナムからの下校中に、⺟親が⼦供の髪の⽑のシラ



ナムまで⾛って〔⼿に⼊れに⾏って〕いました。こ
のように、彼はすべての信者を助けていました。あ
る⽇、彼はスワミの所に上がってきて、少し話がし
たいと⾔いました。私はすでに1つのグループをイ
ンタビューに呼んでいました。私は帰依者のインタ
ビューが終わったら彼を呼ぶと⾔いました。けれど
も、彼の⽤件は緊急だったので、私は先に彼を呼び
寄せました。当時は財布やポケットといったものは
ありませんでした。それで、彼はお⾦をドーティー
〔正装の腰巻〕の端に結わえていました。彼はその
硬貨を取り出して私の⼿の上に置き、⾃分が死んで
から10⽇⽬に、これで貧しい⼈に⾷べ物を配ってほ
しいと私に頼みました。彼は、そのために必要なヒ
ヨコ⾖やお⽶や椰⼦糖などを蓄えてあるとも⾔いま
した。この後、彼は家に帰り、〔ババの弟の息⼦で
ある孫としばらく遊び、イーシュワランマが来ると
孫を彼⼥に⼿渡して、それから〕⾁体を離れました。
神聖な⽣活を送る⼈は、神聖な最期を迎えます。

イーシュワランマ

イーシュワランマも神聖な最期を迎えました。バ
ンガロールでの夏期講習では、朝7時半に学⽣たち
に朝⾷が出されていました。厳格な規律主義者だっ
たゴーカクは、すべてのことを時間どおりに⾏って
いました。イーシュワランマは朝⾷をとりベランダ
に座っていました。突然、彼⼥は「スワミ！スワミ

数⽇後、私が村に⾏くために歩いていると、コン
ダマ・ラージュはそれを察知してイーシュワランマ
に声をかけました。「イーシュワランマ、スワミが
来られる。わしは今、逝かねばならない」。コンダ
マ・ラージュはイーシュワランマに⽔を持ってくる
ようにと⾔いました。コンダマ・ラージュはスワミ
に、コップの⽔を飲んで、残った⽔を与えてほしい
と頼みました。私は⽔を飲むふりをしました。そし
て、コンダマ・ラージュは⽔を飲みました。それか
ら、死ぬ前に私に⾔いました。「わしは⼩さな店を
持っていました。わしは決して⼈に不正をしません
でした。しかし、うっかりして、誰かに1パイサか2
パイサ〔1銭か2銭の釣銭〕を返すのを忘れているか
もしれません。わしらの家にスワミがお⽣まれにな
り、我らラトナーカラ〔ババの家名で宝⽯の宝箱あ
るいは珊瑚や真珠の海といった意味〕⼀族は聖化さ
れました。ですから、わしは負債を残して逝っては
ならないのです。あなたはわしの願いをかなえてく
ださるでしょう。わしの遺体を葬列に置く時に、パ
イサ硬貨を何枚か亡骸全体に撒いて、⼈々がそれを
拾ってわしの負債が清算されるようにしてくださ
い」。そうして、コンダマ・ラージュは安らかに⾁
体を捨てました。

この体の⽗親〔ペッダ・ヴェーンカマ・ラー
ジュ〕も⼩さな商売をしていました。彼は信者たち
が必要とするココナッツのためにさえ、ブッカパト



結合です。その結合の⾄福を楽しみなさい。

今⽇はナヴァラートリ祭の初⽇です。ナヴァラー
トリは、マハー ドゥルガー、マハー カーリー、マ
ハー ラクシュミーに捧げられます。この三⼥神は異
なるものではなく、⼀つであり同じです。三⼥神は
エネルギーの姿です。サラスワティーは話す⾔葉を
司る⼥神です。ラクシュミーはアーナンダ〔⾄福〕
の姿です。三⼥神は皆、⼈間の中に存在しています。
三⼥神をよその場所で探す必要はありません。⼈は
神であり、⼈間性は神性です。⼈は神であり、体は
神の神殿であると考えて、神の⾄福を楽しみなさい。

サティヤサイババ述
ダシャラー祭（ナヴァラートリ祭）
プラシャーンティニラヤムにて

2000年10⽉1⽇
Dasara Discourses 1999&2000 pp81-96

ミ！」と叫びました。私は2階の⾃室にいました。
私が⾏こうとしていると、彼⼥は私にすぐに降りて
くるようにと頼みました。スワミが来ると同時に、
彼⼥は私の⼿をつかみ、命を⼿放しました。純粋な
魂には神聖な終わりがあります。これは、コンダ
マ・ラージュやペッダ・ヴェーンカマ・ラージュの
場合もそうでした。全員が安らかな死を迎えました。
彼らは皆、スワミに選ばれたのです。通常、親が⼦
を選びますが、私の場合は、⼦が親を選んだのです。
これはスワミの⼈⽣の物語の栄光です。

サンジャイ サハニがアヴァター〔神の化⾝〕たち
について話したので、私は以上の出来事について話
してきました。私は決して誰も傷つけたことはあり
ません。私は決して⾟らつな⾔葉を使うこともあり
ません。せいぜい、ドゥンナポータ（雄の⽔⽜）
〔愚鈍な者という意味〕と⾔ってたしなめる程度で
す。私はいつも⼈にアーナンダ〔⾄福〕を与えてい
ます。皆が幸せになりますように、皆が⾄福の時を
過ごせますように。誰もが⾃信を持って、霊性の道
を歩めますように。⾃信があってこそ、⼈⽣は成就
を得るのです。ここにいるすべての⼈、ここに住ん
でいる⼈は、⾃信を持つべきです。⾃信を持たずに
⽣きるのは無益です。アートマ〔真我〕は命です。
たとえバクティ〔信愛〕を持っていなくても、⾃信
は持つべきです。誰もがアートマの⾄福を享受すべ
きです。幸せとは何でしょうか？ 幸せとは、神との



ヴァルヴァン ジーヴァナンダム博⼠は、シカゴ⼤
学医学部の外科教授、⼤学病院の⼼臓外科部⻑、⼼
臓⾎管センター⻑を務めています。ジーヴァナンダ
ム博⼠はこれまでに1500件以上の⼼臓移植⼿術を
⾏ってきました。

ジーヴァナンダム博⼠は、2018年12⽉に2件の⼼
肝腎同時移植を⾏い、歴史に名を残した移植チーム
の医師リーダーの⼀⼈です。このような⼿術は世界
で25件しか⾏われていません。そのうちシカゴ⼤学
で⾏われた13件すべての⼼臓移植を担当したのが
ジーヴァナンダム博⼠です。バガヴァン シュリサ
ティヤ サイ ババ様によって、彼の私⽣活も仕事も
変容しました。バガヴァンは親しみを込めて彼のこ
とを「ココナッツ ツリー（椰⼦の⽊）」の⼼臓移植
医とお呼びになりました。ジーヴァナンダム博⼠は、
スワミへの⼤きな信仰を持つ素晴らしい帰依者です。

Sathya Sai
The Eternal Companion

信仰と全託
ジーヴァナンダム博⼠の体験

掲載⽂からの和訳

「エゴと⽀配」から「信仰と全託」へ

私の変容は1995年、バガヴァン シュリ サティ
ヤ サイ ババ様との最初のインタビューから始まり
ました。これが、私の残りの⼈⽣を通して続く⻑い
旅の始まりになるとは、当時の私には思いもよりま
せんでした。

私はプッタパルティにあるシュリ サティヤ サ
イ ⾼等医療機関（SSSIHMS：旧称シュリ サティ
ヤ サイ スーパー スペシャリティ ホスピタル）でボ
ランティアをする許可をスワミに求めました。
スワミは私の⼿を握り、愛情深く私の⽬を⾒つめ

ながら、

「許可を得る必要はありません。ここはあなたの家
です。いつでもここで⼿術してよいのです」

とおっしゃいました。

SSSIHMSは、まさに奇跡です。世界最⾼⽔準の最
良の設備を備え、⼀年以内で完成したことだけでは
ありません。それはまさに「慈愛と思いやりの神
殿」です。患者は、平安と静寂の中、完全に無料で
医療を受けることができます。私は⾃分の時間と奉
仕を提供するボランティアをしたかもしれませんが、
最終的に、そこで働くことで最も恩恵を受けたのは
私⾃⾝でした。「スワミに⼀歩近づけば、スワミは
あなたに百歩近づくでしょう。」その御⾔葉は、
SSSIHMSでの経験から、私にとってこれ以上ないほ
どの真実となりました。SSSIHMSで、私のエゴの層
はスワミによって徐々にはがされていきました。

そのプロセスの始まりとなったある出来事をお話
ししましょう。



発⽣しました。⼿術が完了するまでにとても時間が
かかったため、残念ながらチームはスワミの御講話
を聞き、ダルシャンを受ける機会を逸してしまいま
した。
当時の慣習で、私たちは朝のダルシャンに参加し

ました。スワミは私たちを祝福し、短い会話を交わ
し、患者について尋ねてくださいました。なんと貴
重な瞬間！なんという祝福でしょう！しかし嘆かわ
しいことに、私は⽣ける神とコミュニケーションが
できるという栄誉と希少性をまったく理解していま
せんでした。スワミが私の近くに来られると、患者
について質問されました。私はスワミに「⼿術は無
事終わり、患者の経過は順調です」とお答えしまし
た。スワミはいたずらっぽく私をご覧になり「何が
起こったのですか？」とお尋ねになりました。それ
から続けて「期待していた半分の時間ではなく、倍
の時間がかかったのですね」とおっしゃったのです。
スワミはこうして、ご⾃分が遍在であり全知であ

ることを明らかにされました。スワミの御⾔葉は稲
妻のように私の⼼に突き刺さりました。私は、良識
や患者の安全よりも、⾃分のエゴを優先していたの
です。私はチームがスワミと会えるせっかくの機会
を奪っていました。この教訓は、今⽇に⾄るまで私
の⼼に残っています。⾃分が誰かよりも優れている
と⾃負し、エゴが醜い頭をもたげるたびに、まるで
まだベランダでスワミのダルシャンを受けているか
のように、スワミの声が聞こえてくるのです。

神を最優先するレッスン

SSSIHMSがオープンして間もない頃は、チームと
して⼿術を⾏うためのインフラや⼿術のノウハウが
まだ整っていませんでした。現在のSSSIHMSのチー
ムは⾮常によく訓練されており、上級外科医が教育
や助⾔の役割をより多く果たすようになっています。
私は⾃前のチームと⼀緒にSSSIHMSへ⾏きました。

最初に聞かれたのは、滞在中に私が⾏う予定の⼿
術件数でした。そして私の前にいた外科医の⼿術件
数と⽐較されたのです。私は⾮常に競争⼼が強かっ
たので、できるだけ多くの患者を治療することにこ
だわりました。

ある⽇、看護師から「スタッフがスワミの御講話
に参加し、スワミのインタビューも受けられるよう
に、午後2時迄にすべての⼿術を終えてください」
との連絡がありました。私はこの素晴らしい機会を
受け⼊れる代わりに、設定されたノルマに達しない
かもしれない、前の外科医より多くの⼿術を⾏えな
いかもしれないと動揺しました。スタッフから嘆願
されたにもかかわらず、私は「ノルマを達成できる
ように、私と助⼿が迅速な⼿術の仕⽅をお⾒せしま
す。それからスワミに会いに⾏ってください」と彼
らに⾔いました。しかしその⽇は、患者は無事で
あったものの、⼿術中に起こり得るあらゆる遅延が

自分が誰かよりも優れていると自負し
エゴが醜い頭をもたげるたびに
まるでまだベランダでスワミの

ダルシャンを受けているかのように
スワミの声が聞こえくるのです。



モハン⽒がスワミのお住まいに駆けつけると、⼀
⼈の学⽣に迎えられました。「スワミはちょうど寝
室に⾏かれてしまったので、スワミに⼿紙を渡す⽅
法はありません。」それを聞いたモハン⽒は茫然⾃
失となりました。学⽣は「スワミが寝室にお⼊りに
なった後に階下に降りて来られることは絶対にあり
ません」と繰り返しました。モハン⽒は落胆しまし
たが、スワミが降りて来られるという奇跡が起こる
ことを願って、⼿紙を学⽣に⼿渡しました。
するとなんと驚いたことに、スワミが降りて来ら

れて、その⼿紙を受け取ってくださったのです！⼿
紙を開封なさったスワミは、モハン⽒が⼿紙に⼊れ
ようとしたけれど時間がなくて諦めた⺟親の写真を
物質化されました。それからスワミはその写真をお
付きの学⽣にお⾒せになり、⼿術の許可を与えてく
ださったのです。

モハン⽒は急いで病院に戻り、スタッフは翌⽇の
⼿術の準備をすることになりました。彼らは私を呼
び「あなたが⼿術をしますか？」と尋ねました。患
者も画像検査も診断記録も⾒ることなく私は⼿術を
引き受けました。私たちの誰が、神の命令を疑った
り、⼼配したりするでしょう？

翌朝のダルシャンで、私はこの件に関してスワミ
にお尋ねしました。スワミは私を祝福なさって「プ
ロフェッショナルとして、正しいと思うことは何で
もするように」とおっしゃいました。

信仰と全託への道は紆余曲折することがあります。
私は物覚えが悪いため、⾃分⾃⾝の体験だけでなく、
他の⼈の体験をも通じて、スワミが私に正しい道を
⽰してくださる必要がありました。

ITの専⾨家であったモハン⽒は、⾃分の⺟親の看
病をするためプッタパルティに移住しました。⺟親
は僧帽弁（左⼼房と左⼼室の間にある弁）に漏れが
あり、肺に⽔が溜まり、息切れがあると診断され、
弁の修復⼿術を勧められました。彼⼥は⾼齢で体が
弱っていたため、SSSIHMSの外科医たちは、バンガ
ロールの私⽴病院で⼿術を受けることを提案しまし
た。何回かインタビューをいただいたモハン⽒は、
その度にこの件についてスワミにお尋ねしましたが、
返事はいつも同じ「待ちなさい」でした。⺟親の容
態は悪化し、医師たちはモハン⽒に、彼⼥は
SSSIHMSでの⼿術の基準を満たさないので、別の場
所で⼿術を受けてくださいと告げました。それでも
スワミは彼に「待ちなさい」とおっしゃり続けまし
た。このような状態が数カ⽉続いていたのです。

私は⾦曜⽇の⼣⽅に帰国する予定でした。⽊曜⽇
の⼣⽅のダルシャンで、スワミがモハン⽒のところ
に来られました。
スワミは「なぜ⺟親の世話をせず、⼿術を受けさ

せないのですか？」とお尋ねになり「彼（ジーヴァ
ナンダム博⼠）がもう⼀⽇ここにいるので、彼に⼿
術をしてもらいなさい」とモハン⽒に指⽰なさいま
した。モハン⽒は歓喜しました。とうとう病気の⺟
親に治療を受けさせることができるのです。しかし、
ここでスワミは、私たちをスワミのマーヤー（イ
リュージョン）の⼀部に組み込まれました。

モハン⽒は病院に駆け戻り、スタッフに⺟親の⼿
術の準備をしてくださいと告げました。しかし、彼
⼥はそこでの⼿術を断られていたので、院⻑かスワ
ミ御⾃⾝の許可がない限り、スタッフが⼿術を⾏う
ことはありません。あいにく、ダルシャンは終わり、
スワミはご⾃分のお住まいに戻られていました。モ
ハン⽒は必死でした。院⻑や病院の幹部がスワミに
連絡することはできません。モハン⽒がスワミから
直接許可をいただく必要がありました。

モハン⽒はスワミに⼿紙を書き、スワミが寝室に
お上がりになる前に届けられるよう急いで出発しま
した。できることならスワミに⺟親の写真を渡して、
スワミが⾃分の⺟親を特定できるようにしたかった
のですが、時間がありませんでした。

忍耐のレッスン − 御⼼のままに



それから私の⼿を握られると「やりなさい」とお
命じになったのです。

病院のスタッフが懸念していたのは、患者が⾼齢
で、栄養状態が悪く、弱っていたことでした。それ
まで彼らは、このような⾼齢の患者を⼿術したこと
も、扱ったこともなく、たとえ⼿術が成功しても回
復する⾒込みはないため、退院はできないだろうと
憂慮していたのです。

スワミのご加護のもと、私たちは⼿術を始めまし
た。不具合のある僧帽弁は、修復することも置換す
ることもできます。望ましいのは修復です。患者の
本来の弁をそのまま残すことができるし、置換した
場合のような合併症も起こりません。しかし、修復
はより複雑で、耐久性がない場合もあります。修復
の⽅が時間がかかることと、もし弁の漏れが再発し
たら再⼿術ができないことを、スタッフは⼼配して
いました。
私は悩みました。弁を修復するか？それとも置換

するか？その時「正しいことをするように」という
スワミの声が聞こえたのです。

私は修復に取り掛かりました。その間ずっとスワ
ミに全託していました。それはスワミによる⼿術と
なったのです。修復は成功し、患者の容態は安定し
ました。

次のダルシャンの時、私は「⾃分は正しい処置を
⾏ったのでしょうか？」とスワミにお尋ねしまし
た。⾄福の微笑みを浮かべながらスワミは、

「スワミは⼿術室であなたと共にいました。あな
たはスワミの道具です。スワミが彼⼥の⾯倒を⾒る
のです」

とおっしゃいました。そしてその⾔葉通りになりま
した。その患者はすぐに回復し、スワミの祝福を受
けながら、⻑年にわたって健康と喜びを享受しまし
た。

モハン⽒と彼の⺟親にはスワミへの⼤きな信仰が
あり、スワミのご意志に全託していました。スワミ
はご⾃⾝の時間枠の中で、最良のやり⽅で、彼らの
信仰に報いてくださったのです。

私が得た結論は、⼈はたゆまず熱⼼に働くべきで
すが、最終的な結果は神によって決められている、
ということでした。私にとっては、それが信仰と全
託の真の意味です。



はどう考えても無理ですと答えました。しかし、⽕
曜⽇に予定されていた⼿術がたまたまキャンセルに
なったため、急遽⽇帰りでUCに⾏くことにしまし
た。UCは世界で最も⾼い評価を受けている⼤学の
⼀つですが、当時のUCの⼼臓外科プログラムは混
迷を極めていて、かろうじて移植プログラムが存続
しているという有り様でした。私は、世に知られて
いる最⼤プログラムを有するテンプル⼤学からシカ
ゴに移って⼀から始めたいとは、これっぽっちも思
いませんでした。

私はインドに⾏き、SSSIHMSでの仕事に本格的に
取り組みました。その年の⼤きな違いは、私の旅が
少し遅い時期となったことです。到着した時点で既
にスワミはブリンダーヴァンに移動されていました。
毎⽇⾏われるスワミの貴重なダルシャンの機会を逃
したことを、私は残念に思いました。
それから、旅の最中にスワミに会うことができる

のだろうかと思案しました。⼼の奥底にある思いを
スワミはご存じです。スワミから私に「ブリンダー
ヴァンにおいでなさい。⼟曜⽇の朝にお会いしま
しょう」という伝⾔が届きました。興奮と不安の中、
私はブリンダーヴァンに⾏き、インタビュールーム
の中に⼊りました。スワミは何組かの家族とグルー
プインタビューをなさっていました。スワミは私た
ち家族に、隣接したプライベートルームに⼊って
家族でインタビューを受けるよう⼿招きされました。

神の命令に対する絶対的服従

しばしばスワミは、⽰唆や象徴を使って、あるい
は間接的に、私たちにアドバイスを伝えてください
ます。私の⼈⽣の中で⼀回だけ、スワミから直接
はっきりと指⽰されたことがありました。私が指⽰
に従い、スワミのご意志に全託できるようになるた
め、スワミはそうせざるを得なかったのです。

かつての私は、⽶国ペンシルベニア州にあるテン
プル⼤学病院で⼼臓移植プログラム⻑を務めていま
した。背が⾼かった私のことを、スワミは親しみを
込めて「ココナッツ ツリーの外科医」とお呼びにな
りました。テンプル⼤学病院には全⽶最⼤の⼼臓移
植プログラムがありました。私たちには優秀なチー
ムがいて、⾰新的な研究成果に対する権威ある研究
賞をいくつか受賞しました。少なくとも私の⼼の中
では、優れた⼼臓移植プログラムの基準を設定した
のは⾃分たちだ、ということになっていたのです。

1998年2⽉、私は⼼臓⼿術を⾏うためSSSIHMSに
⾏くことになっていました。そんな折、シカゴ⼤学
（UC）の学部⻑から私に電話があり、⼼臓移植部
⾨だけでなく、⼼臓外科と胸部外科全体のトップに
なるためにUCに来ませんか、と誘われたのです。
彼から電話があったのは⽉曜⽇でした。私は⾦曜⽇
からインドに⾏く予定だったので、シカゴに⾏くの

隣の部屋に⾏く途中、スワミは私の⼿を握って、

「あなたはシカゴへ⾏きます。私がそこであなた
のための仕事を⼿配しました」

とおっしゃいました。その職に就くつもりはまった
くなかった私は愕然としました。⼀緒にいた⽗と⺟
は、スワミにたくさんの質問をしました。私はシカ
ゴでの仕事について何度もスワミにお尋ねせずには
いられませんでした。
しかし、どんなにスワミのお気持ちを変えようと

しても、スワミのお答えは同じでした。

「シカゴに⾏きなさい。」

私はテンプル⼤学のプログラムが最良であると説
明し、スワミに懇願しました。スワミは優しく私を



正してくださいました。

「量が質を意味するのではありません。」

テンプル⼤学病院からは、ここに残るなら給与も
上げるし、昇進もさせるという申し出がありました。
しかし最終的に私はスワミの⾔葉を信じて、給与が
減り、はるかに未発達なプログラムに参加すること
になるにもかかわらず、UCに移りました。
私のUCでの滞在には、数多くの難題がありまし

た。プログラムは良かったのですが、⽬を⾒張るよ
うなものではありませんでした。他から転職の誘い
があるたびに、私はスワミにお尋ねしましたが、ス
ワミのお答えはいつも同じでした。

「誰があなたにシカゴへ⾏けと⾔ったのですか？」

私は、シカゴへの移転は、確かに仕事上では良く
なったようには⾒えないが、家族にとっては良かっ
たのだと思うようになりました。その状況をスワミ
のご意志として受け⼊れたのです。

14年という⻑い年⽉を経て、UCの状況はようや
く変わり始めました。循環器科移植部⾨のトップが
退職し、競合他社に移ったのです。それから、⼿術
症例数が減り、結果も芳しくなかったため、プログ
ラムの再検討が始まりました。代替⼿段のない患者

をより多く救うために、私たちは⾮常にリスクの⾼
い症例を常時受け⼊れ、⼀定数の予後不良も受け⼊
れました。プログラムをどのように率いていくかに
ついて、私は⾃分の考えを改め始めました。それま
での私たちは⼿術に重点を置いていて、他の科とは
ほとんど交流がありませんでした。病院は、⼿術を
強化するための医療機器に投資し、さらにAPN（⾼
度実践看護師）、コーディネーター、そしてまった
く新しいインフラにも投資しました。私たちは、患
者のケアをより良く標準化できるようにプロトコル
（⼿順書）を開発しました。その基盤が固まるまで
は、複雑な症例の受け⼊れを以前より減らす必要が
ありました。そうしてようやく、他の主要な医療セ
ンターでは⼿術不可能とされていた⾼リスク患者の
⼿術を⾏えるようになったのです。
私たちは、宗教上の理由から輸⾎を拒否する患者

を助けるチームのリーダーにもなり、無輸⾎での⼿
術を成功させました。また、同⼀のドナーから⼀回
の⼿術で⼼臓・肝臓・腎臓の三臓器を同時に移植す
る、⾮常に複雑な⼿術のリーダーも務めました。私
たちの⼿術症例数は増えていきました。
このような多くのことができたのは、私が⾃分の

エゴを捨て、プロフェッショナルたちによる素晴ら
しいチームが開花していくのに任せたからです。

2021年9⽉を最後に、私はこのプログラムの外科
部⻑の職を⾮常に優秀な上級外科医に⼿渡しました。

最⾼の⼼臓移植プログラム

リーダーを退くにあたって、私は⾃分たちのプロ
グラムと国内の他プログラムを⽐較しました。

⽶ 国で⾏われた臓器移植のデータはすべて
SRTR （ Scientific Registry of Transplant
Recipients 移植受容者の科学的登録所）に報告され
ます。⽶国保健福祉省からサポートされている
SRTRは、⽶国内で⾏われたすべての臓器移植に関
するデータベースなのです。
2021年7⽉の報告書を⾒ると、驚いたことに、UC

の⼼臓移植プログラムの⽣存率が、国内のどのプロ
グラムよりも⾼くなっていました。史上初めて、待
ち時間が最も短いとも評価されました。医療サービ
スが⾏き届いていないマイノリティ（少数派）コ
ミュニティの患者の割合も、全⽶⼀位でした。
まさに奇跡です！このような取り合わせに到達す

るとは、誰⼀⼈として想像もできませんでした。私
たちは国内最⾼（このような包括的データベースは
⽶国にしか存在しないため、事実上は世界最⾼）の
プログラムだったのです。

スワミが私をシカゴに送られた理由は「量より
質 」でした。それを達成するのに23年かかりました。
そして、スワミが望まれたであろう時期に、外科部
⻑としての私の最終報告にギリギリ間に合うように、
それが実現したのです。



私をシカゴに留まらせたのは、スワミへの信仰で
した。懸命に努⼒し、さらに重要なこととして、⼰
の⾏動を改め、他⼈に敬意を表するようになった時
に、スワミは奇跡を起こしてくださいました。歴史
的に⾒ても、私たちの移植プログラムは世界最⾼で
した。本当はそれはスワミのプログラムなのです。
スワミは、障壁に⽴ち向かうよう私を促してくださ
いました。そして、困難を克服し、乗り越える⽅法
を⽰してくださったのです。

・南インドのサイ帰依者の家に⽣まれ、10歳の時に
家族でアメリカに移住。

・15歳でニューヨークのコロンビア⼤学に⼊学。
・19歳で⽣化学学⼠号を取得し⾸席で卒業。
同⼤学医学部に進み1984年に医学博⼠号を取得。
同⼤学で研修医を務める。

・1992年にフィラデルフィアにあるテンプル⼤学病
院の⼼臓移植プログラムディレクターに就任。

・1998年にシカゴ⼤学医学部に移る。2022年現在の
肩書きは、循環器外科チーフ、⼼臓・⾎管セン
ター所⻑、シンシアチョウ外科教授（2019年にシ
カゴ⼤学が特に優秀な医師26名を表彰した時に、
ジーヴァナンダム博⼠に与えられた名誉称号)。

・受賞歴多数。全⽶の名医リストを公開している
キャッスルコネリー社からは、2001年以来ずっと
トップドクターの⼀⼈に認定されている。

・博⼠の活躍は⽶国内に留まらず、中国、インド、
中東、南⽶などでも出張⼿術を⾏なっている。ま
た毎年プッタパルティを訪れ、ボランティアで⼿
術を⾏なっている。

・医療以外の分野でも、インドの⼦どもたちの奨学
⾦を⽀援している他、⽣活困窮者のためにボラン
ティアが⼿作りした家具を寄贈する奉仕活動を⻑
年続けている。

ヴァルヴァンジーヴァナンダム博⼠（⽶国）
略歴

神に対する忍耐が信仰なのですから、スワミに対
して忍耐強くなりましょう。スワミに⽿を傾け、強
い信念を持って、スワミの御教えとお導きに従いま
しょう。私たちがスワミに全託する時、スワミの神
聖なご意志なしには何も起こらないということがわ
かるでしょう。私たちの旅は計画通りにはいかない
かもしれません。しかしスワミはきっと、真我実現
という⽬標に向かって進むために必要なものを、私
たちに与えてくださるでしょう。

ジェイサイラム

スワミは永遠であり、遍在である

私が語った体験は、スワミが⾁体をお持ちであっ
た間に起こりました。近くで個⼈的に導いていただ
かなかったら、私は⾃分の⼈⽣をスワミの御⼿に委
ねる強さを⾒出すことができなかったかもしれませ
ん。スワミが⾁体を離れられた後の数年間、スワミ
の御⾔葉を信じる⼼は⼀度も揺らぎませんでした。

私たちは皆、スワミとコミュニケーションを取る
ことができます。祈りの最中に、夢を介して、前兆
や出来事を通じて。私たちはそれらに注意を払わな
ければなりません。⾁体的にはスワミは存在なさっ
ていないかもしれません。しかし彼は遍在です。こ
れまでと同じように、あらゆるところにいらっしゃ
います。

肉体的にはスワミは存在なさっていない
かもしれません。しかし彼は遍在です。

これまでと同じように
あらゆるところにいらっしゃいます。



ハートの中におられる神様を絶え間なく憶念し
⼈類同胞愛という⼀体性の花を捧げます

シュリ サティヤ サイ ババ様 御⽣誕１００周年記念ヴィジョン
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「私は誰か？」この質問は他のどんな質問よりも
⼤きな価値があります。なぜなら、この質問により
私たちはあらゆる苦悩から解放されるかもしれない
からです。

世俗的な知識は『⽣活』を豊かにし、⼀時的な幸
福をもたらしてくれるかもしれませんが、⾃⼰を救
済することにはつながりません。それに対して、⾃
⼰探求は、私たちにすべての困難、すべての苦しみ
からの解放をもたらし、さらに真の意味において幸
福な『⼈⽣』に導いてくれるものとなります。

スワミは次のように説かれています。
「私はしばしば、『あなた』は⼀⼈ではなく三⼈

であると⾔ってきました。すなわち、あなたが⾃分
だと思っているあなた（⾝体）、他の⼈があなただ
と思っているあなた（精神的な⾝体）、本当のあな
た（アートマ）です」

1999年2⽉15⽇
マハー・シヴァラートリ祭後の御講話より

スワミは私たちに、本当の私を探求するようにと
促しておられます。なぜなら、私たちは⾁体と⾃⼰
を同⼀視しており、私は⾁体的な存在だという幻想
にとらわれているからです。その結果、私たちは四
苦⼋苦という苦を体験することになります。
四苦⼋苦とは⽣⽼病死、すなわち、⽣まれること、

⽼いること、病にかかること、死ぬことから⽣じる
苦であり、また、愛する⼈との別れ（愛別離苦 あい
べつりく）、憎む⼈との出会い（怨憎会苦 おんぞう
えく）、求めるものが⼿に得られない苦（求不得苦
ぐふとっく）、体と⼼の働きによる苦（五蘊盛苦 ご
うんじょうく）などの苦を指しています。

私は⾁体であると錯覚すると、死は⾃⼰の消滅で
あり、愛する⼈との永遠の別れであり、すべてが無
に帰してしまうことになり、死は恐怖そのものにな
ります。また、どんな⼈⽣を送ったにせよ、死によ
り⾃⼰が消滅してしまうのであれば、⽣き甲斐や⽣
きる意味を⾒出すことなどできません。

さらに、⾁体と⾃⼰の同⼀視は利⼰主義を⽣み出
す温床となります。なぜなら、⾁体は⽬に⾒えます
ので、⾃分と他⼈は違う存在であると捉えることは
⾃然なことであり、その⾒⽅からは、⾃⼰を守るた
めに利⼰的になることも⾃⼰保存本能に根差した⾃
然な感情だといえるからです。

⼈は⽣まれ、名前をつけられ、成⻑するにしたが
い、他⼈とは違う⾃分を意識しはじめます。そこか
ら分離意識が⽣まれ、その当然の帰結として、
『私』、『私の家族』、『私の国』というように
『私』に関係するものと『私』に関係しないものを
区別し、『私』に関係するものに対しては利⼰的な

⾃⼰（真我）探求―私は誰か？

SSSIOJ会⻑ 住友 正幹
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探求を沈思黙考し、さらに⽇常の暮らしにおいても
探求し続けなければなりません。

「私は誰か」を問い続けたラマナ・マハルシ(＊)
は、「瞑想中に想念が起こったときは、それに従わ
ず、この想念とは何か？それはどこから起こったの
か？そして誰に起こったのか？私に起こったのだ。
その私とは誰か？」と尋ねることが⼤切だと説いて
います。

そして、「私は誰か？」という問いに答えはない。
答えはありえないのだ。なぜなら、それはすべての
想念の親である『私』という想念を消し去り、想念
のない静寂の彼⽅へと突き抜けていくからだ。探求
において連想される『シヴォーハム』（私はシヴァ
である）のような答えを瞑想中に与えてはならない。
真の答えはひとりでに現れるだろう。⾃我が与える
ことのできるいかなる答えも正しいものではありえ
ない。その答えは、⾃⼰の存在の精髄でありながら
も⾮個⼈的なものとして振動している気づきの流れ
を⾃覚することなのだ。揺るぎない修練によって、
これはもっともっとひんぱんに起こるようになる。
瞑想中だけではなく、会話や⾏為の最中でもそれが
絶え間なく根底にあるようになるほどに。そうなっ
てからでさえ、ヴィッチャーラ（真我探求）は続け
なければならない。（ラマナ・マハルシの伝記よ
り）

傾向を、『私』に関係しないものに対しては排他的
な傾向をもつようになります。

そして、そのことが、個⼈間から国家間にいたる
まで、世の中に⾒る、あらゆる不調和や混乱、ある
いは対⽴の遠因となっていることは間違いないとい
えるでしょう。つまり、この世のあらゆる苦しみや
対⽴は、⼈が「私は⾁体的な存在である」と⾒誤っ
た結果、⽣じているといえます。

ではどうすれば、このような苦や利⼰主義を⽣み
出す原因である、⾁体と⾃⼰の同⼀視を克服するこ
とができるのでしょうか？その答えが「私は誰
か？」という⾃⼰探求なのだといえます。

スワミは、あなたは神ですか？という質問に答え
て、「そうです私は神です。しかし、あなたもまた
神なのです。私とあなたの違いは、私は⾃分が神で
あることを知っていますが、あなたは⾃分が神であ
ることを知りません」と⾔われます。

このことはサイの道を歩むすべての⼈が知ってい
る御⾔葉だと思いますが、知っているにも関わらず、
私たちが様々な苦しみを体験し続けるのはなぜで
しょうか？それは、理解が知識の段階にとどまって
いるからではないでしょうか？知識の段階を実感認
識の段階に進めるためには、「私は誰か？」という

愛する⼈との別れに苦しんでいるのは誰か？それ
は私、その私は誰か？病気で苦しんでいるのは誰
か？それは私、その私は誰か？⽼いることに悲しみ
を感じているのは誰か？それは私、その私は誰か？
死を恐れているのは誰か？それは私、その私は誰
か？

また、そのような根源的な探求だけではなく、
もっと⽇常的な問題として、この欲望は誰に⽣じて
いるのか？この怒りは誰に⽣じているのか？この⾼
慢は誰に⽣じているのか？この嫉妬は誰に⽣じてい
るのか？この落胆は誰に⽣じているのか？など、
『⼼』が動くたびにこの「私は誰か？」と問い続け
ていくと、『⼼』は滅せられるとラマナ・マハリシ
は説いています。それは、⾃⼰と⾁体の同⼀視、そ
して、⾃分で創り出したマインド（思い、感情、思
考）との同⼀視からの解放なのかもしれません。

⼈⽣で出合う様々な苦しみに直⾯するとき、「私
は誰か？」を問い続けることにより、それは単なる
知識から実感の段階へ進むと思われます。それは
『私』が実感しているという認識から「ただ実感が
ある」という主語のない認識へのシフトだといえま
す。⼈⽣から『私』（個⼈としての私）という主語
が消失すれば、⼈⽣を体験しているのは何でしょう
か？無くすべき『私』や『他⼈』という個⼈的な存
在は最初から存在していないという真理が明らかに
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う」（2004年1⽉27⽇の御講話より）

(*)ラマナ・マハルシ：
1879年12⽉30⽇、南インド、タミル・ナードゥ州
のマドゥライの近くにあるティルチュリ村で⽣まれ
る。ヴェンカタラーマンと名付けられる。⽣家は現
在、⽗の名スンダラム・アイヤールにちなみスンダ
ラ・マンディランと名づけられ「ラマナ・ハウス」
という名で残されている。
1896年7⽉中ごろ、16歳の頃に突如として起こっ
た死の体験に触発された内的探求から、完全な、無
限の、不死の、実在かつ意識かつ⾄福である真我
（⾃ら、アートマン）、または真実（真理）こそが
私であると悟る。（Wikipedia - 2022.02.02引⽤）

なれば、すべてを動かしているのは永遠の⽣命、⼤
いなる⼒、真我、アートマに違いありません。⼈類
の⼀体性も、得るものではなく、⼀体性こそが真の
姿だと実感されるはずです。

そうであれば、どのようなことが起こるのでしょ
うか？苦しんでいた個⼈が不在になれば、様々な苦
しみから解放されることになります。また、「⼈⽣
⼀回限り」と思って⽣きることから、永遠不滅の⽣
命として⽣きるようになり、どんなことがあっても
揺るがないようになるのではないでしょうか？⾁体
から⽣じる「個⼈意識（⾃我意識）」がなくなれば、
過ぎ去った過去を悔やむことも、まだ来ぬ未来を⼼
配することもなくなるはずです。もし、そのような
想いがあるとすれば、それは⾃⼰と⾁体を同⼀視す
る「個⼈意識」がいまだ残っている証拠だといえる
かもしれません。

スワミは⾔われます。
「『私は誰か？ 私はどこから来たのか？ いつま

でここ〔地上〕にいるのか？』と、⾃⼰探求をしな
ければいけません。霊的な探求の⼀切は、これらの
質問で始まります。⾃分はアートマであると感じる
と、あなたはアートマ原理を沈思黙考しはじめます。
『アートマとは何か？ アートマとは何か？』と、あ
なたは真剣に考えます。この探求をすることで、あ
なたはアートマの原理を理解するようになるでしょ



サティヤサイ出版協会代表理事
⽐良⻯⻁

花はなぜ咲くのでしょうか

ある夏期講習で、ババ様は学⽣たちに「花はなぜ
咲くのですか」と質問なさいました。学⽣たちは
「神様や⾃然のおかげ」「太陽の光があるから」
「⽔や肥料があるから」などと⼝々に答えました。

しかしババ様はこうおっしゃいました。「それら
もありますが、花が咲くのにもっとも⼤切なのは
ルーツ（根）です。花を咲かせるためには根がとて
も重要なのです。物事の始まりは根からです」と。

⼀般的には花を⾒て根を⾒ませんが、⾒えないも
のを⾒なさいということですね。ババ様は⼈類とい
う花を咲かせるためにご降臨されました。ダルマと
いう⼟、英知という⽔を⼈に与えて、⼈類全体の花
を咲かせるという意味だと思います。

ババ様の御講話に、五⼤ヤグニャ（供儀）の話が
出てきます。そのうちの⼀つに、ピトル ヤグニャ
（Pitru Yagna）というご先祖様を敬うヤグニャがあ
ります。現代社会においては、お墓参りに⾏ってい
てもご先祖様に敬意を表することが修⾏であるとい
う意識は少ないと思いますが、私たちのルーツであ
るご先祖様を敬うことはとても⼤切です。

どの親たちも、⾃分の⼦や孫たちが代々栄えるこ
とや幸福になることを願って、私たちを⽀えてくれ
ます。亡くなった後にもその⼦孫を思う気持ちは残
り、私たちが繁栄するための⼀番⼤きな⼒となるの
です。ですから、ピトル ヤグニャを⾏って、ご先祖
様の⼒と共に⽣きることは、ババ様の御教えの中で
も重要とされています。

インドのヒンドゥー教徒は亡くなった⼈を⽕葬し
ますが、⽇本とは違い、お⾻はお墓には納めず川に
流します。しかしながら、⽇本と同様にインドでも
年に２回お彼岸があり、孫たちも含めた家族全員が
実家に集まって、ご先祖様に祈りを捧げる法要を執
り⾏います。

ですから、私のこれまでの⼈⽣をお話しするにあ
たり、まずは私がどのような環境に⽣まれたのか、
私の根っこであるルーツの話から始めたいと思いま
す。

曾祖⽗ジャガットライ

私の曾祖⽗は、セット ジャガット ライ（Seth
Jagat Rai）という名で、昔のイギリス領インド帝国
シンド州の州都ハイデラバードシンドという町に⽣
まれました。サンスクリット語でシンドは川を意味
します。そこは、先史時代にインダス⽂明が始まっ
た地域であり、モヘンジョ ダーロ（モヘンジョダ
ロ）遺跡があるところで、全⼈類の聖地と⾔われて
います。

帰依者インタビュー
- 私の旅 - 第１回



インドがイギリスから独⽴する時、イスラム教徒
とヒンドゥー教徒との間に争いが起こりました。そ
の結果、パンジャーブ州とシンド州はそれぞれ東⻄
に分断されることになり、その⻄側はパキスタンと
いう国として分離独⽴し、先祖代々の故郷であるハ
イデラバードシンドはパキスタンに属すこととなり
ました。実のところ宗教戦争というのは⼝実で、政
治家たちが⾃分の利益や選挙の票を守るために、政
治的争いを繰り広げていたのだそうです。

インダス川が流れるシンド州の北に位置するパン
ジャーブ州は「５本の河」という意味で、インダス
川とその⽀流を合わせて５本の⼤河が流れる、⽔が
豊富で豊かな地域です。シンドが聖地となった理由
は、昔から⽔が豊富にあったことと、昔からヒン
ドゥー教徒とイスラム教徒との争いが絶えず、いつ
か偉⼤な聖者か神様が降臨すると伝えられていたか
らです。シンドに流れるシンド川周辺で⽣まれた⼈
たちのことをシンディー（シンド⼈）と呼びます。
私の家系は代々シンディーです。シンディーは、ア
ラビア⽂字を使うシンディー語を話します。

さて、セット ジャガット ライがどういう⼈だっ
たかと考えるのに、その名前を⾒てみましょう。
ジャガットという⾔葉は、ババ様の御教えにもたび
たび出てきますが、Soul of the Universe、あるいは
Soul of the World、つまり宇宙の魂という意味があ
り、宇宙に内在するすべてのものを意味しています。

ヴェーダの中では、ブラフマンが地・⽔・⽕・⾵・
空の五⼤元素からこの宇宙を創ったとされています
が、その宇宙がジャガットです。よくインドのグル
のことをジャガットグルと表現することがあります
が、優れた魂や、悟りに⾄った魂のことをジャガッ
トグルと⾔います。

私は、帰化して姓が⽐良に変わりましたが、もと
もとは⼆つの姓がありました。⼀つはジャガット ラ
イに属する家族という意味の「ジャクティアニ」、
もう⼀つはパンジャーブ州から出世する⼈という意
味の「パンジャビ」です。

シンディーの信仰

先ほど申し上げたように、シンド地域に住む⼈た
ちのことをシンディーと呼びますが、シンディーに
まつわるスピリチュアルなお話をご紹介します。

昔、インドがイギリス領となる前は、ムスリム
（イスラム教徒）のミルクシャー（Mirkshah）王が
シンドを⽀配していました。ある⽇、王は「今から
４０⽇間の猶予を与えるので、この間にあなたたち
シンディーは全員ムスリムになりなさい。従わない
者は殺します」と宣⾔しました。過去には世界中で
起きていたことです。王は、政権を安定させるため
に宗教を⼀つに統⼀しようとして、ヒンドゥー教徒
であるシンディーたちに、イスラム教への改宗を命

じたのでした。

シンディーたちは、⼀族の命を守るためにムスリ
ムになるのか、それとも⾃分たちの信仰を貫いてヒ
ンドゥー教徒として死を選ぶのか、究極の選択を迫
られたわけです。シンディーたちは神様から答えを
得るため、シンド川の川辺に座って、４０⽇間の断
⾷と祈りを⾏いました。その間、ひげも剃らず⾷事
もとらず、ただひたすら祈り続けたのです。「神様、
教えてください。ムスリムになるべきか、死ぬべき
か、それともヒンドゥー教徒であることを隠して⽣
きるべきか。」

⼈々の信仰にどれほどの⼒があるのか、そしてそ
の恩恵がどれほどのものであるのかが分かるエピ
ソードがあります。

シンディーたちが断⾷しながら⼀⼼不乱にお祈り
していたところ、なんと、⽬の前のシンド川の中か
ら⽣まれたばかりの⼦供が現れました。それは、⽔
から⽣まれた神様（ジュレラールサイ）で、⽇本で
いう⽔天宮に祀られている⽔天（⽔の神様）だった
のです。

ジュレラールサイは、王の宮殿に招かれた時に
「あなたに⾮常に徳⾼い英知を与えます。宗教を弾
圧することは過ちです」と王を諭しました。しかし
頑固な王はその⾔葉に応じませんでした。その結果、

帰依者インタビュー



王が住む町はすべて⽕事で焼けてしまいました。悲
嘆に暮れた王は、ジュレラールサイを呼び出して⾔
いました。「私は神の⼒に⽬覚めました。私が出し
た宣⾔は取り下げます。ヒンドゥー教徒も、イスラ
ム教徒も、兄弟として⽣きてください。」

ここにその物語がすべて書いてある本があります。
横浜サイセンターにジャグディシュさん（ジャガさ
ん）という⽅がいますが、その⽅の⻑男が８歳で神
様の元へ旅⽴った時、その⻑男への追悼として、私
がこの本を書きました。ジュレラールサイの像が横
浜サイセンターに祀られているのは、このような経
緯にちなんでいるのです。

⽔天様（ジュレラールサイ）

その横浜サイセンターにあるジュレラールサイの
像の話をしますと、インドでその像を作る時、作っ
た像を⽇本に持って来る時、その像を横浜センター
に設置する時と、どの時もとても⼤変でした。イン
ドで⼤理⽯に彫刻して作ってもらうにあたり、ピュ
アなものでないといけないので、彫刻師に「傷⼀つ
ないきれいな⼤理⽯で作ってください」とお願いし
ました。しかし「３００キロ以上ある⼤理⽯で、傷
⼀つないものを探すのはまず無理です」という返事
が返って来ました。しかしながら、最終的には⾊ム
ラ⼀つない素晴らしい⼤理⽯が⾒つかりました。彫
刻師によれば「これほどきれいな⼤理⽯はこれまで
⾒たことがない」ということでした。

完成した像を梱包するとさらに⼤きく数百キロに
もなり、船便で運ぶのも⼤変でした。インドの梱包
は⽇本ほど優れていないので、途中で壊れるのでは
ないかと⼼配し、インドでできるだけのことをして
送り出しました。ジュレラールサイは海の神様でも
あります。海を渡ることを神様⾃⾝がお喜びになっ
たようで、後⽇、⽇本に到着した神像の写真を彫刻
師に⾒せると「私が作った顔と違います！この神様
は微笑んでいます！」と⾔われました。私は製作過
程を⾒ていないので、真偽のほどは分かりませんが。

そして、ようやく横浜にジュレラールサイの像が

到着しました。まったく何の計画もせずに、ただ
送ってくれとだけ伝えていたのですが、なんとその
神様のお祭りをする新⽉の⽇に到着したのです。そ
れは、設置する⽇にもつながってくるのですが、⼀
つの良いことを⾏うと、神様は百歩近づいてくださ
るのだと実感した出来事でした。

なお、⽔天は、仏教と⼀緒に⽇本に伝えられた神
様です。インドの⽔の神様と⽇本の⽔天様は違うと
考える学者もいます。しかし、時代の流れのなかに
はさまざまな解釈があり、奥深くしっかりと学ぶと、
それらは⼀つであると分かるのです。

祖⽗クンダマル

さて、話を⾃分のルーツのことに戻しましょう。
曾祖⽗ジャガット ライの⻑男にあたる私の祖⽗は、
クンダマル（Kundamal）といいます。ヒンドゥー
教徒である私たちは、シンディーなのでジュレラー
ルサイも崇めていますが、クンダマルはシヴァ神を
ずっと熱⼼に信仰していました。

クンダマルは信仰深く、毎朝４時に起きて、下駄
を履いてシヴァリンガムを祀る祠（ほこら）まで⾏
き、神様にお⽔を捧げてお祈りをして、５時に帰宅
するのを⽇課にしていました。もちろん私がまだ⽣
まれていないころの話です。祖⽗の姉によれば、祖
⽗が亡くなった後も１年以上、毎朝４時にそのリン

帰依者インタビュー

横浜センター ジュレラールサイ



ガムが置かれている祠へ向かう下駄の⾳が聞こえ、
５時になると帰ってくる下駄の⾳が聞こえたのだそ
うです。

祖⽗クンダマル

当時、法律上はムスリムとヒンドゥー教徒との間
に区別はなく、兄弟姉妹として⼀緒にやっていこう
としていましたが、⼈々の間にはずっと溝がありま
した。やがてムスリムに⽀配される時代は終わり、
イギリスに⽀配される時代となりました。イギリス
は、ヒンドゥー教徒とムスリムが争って分断が⽣じ
る⽅が統治しやすいと考え、両者が対⽴するような
状況をわざと作っていました。

クンダマルの時代になると、シヴァ神だけでなく、
シンドがある旧パンジャーブ州から⽣まれたシク教

の開祖グルナーナクも崇めるようになりました。

そのクンダマルの⻑男が、私の⽗であるケムチャ
ンド（Khemchand）です。ケムチャンドの時代にな
ると、ジュレラールサイ、グル ナーナク、クリシュ
ナ、ラーマ、ブッダなど、インドの神々すべてを崇
めるようになりました。

⽗ケムチャンドと私の出⽣地

私のご先祖様が住んでいたシンド川流域は、⽔が
豊富で⼟も豊かなところでした。そこでは⾦も宝⽯
もたっぷり採れます。そのような理由から、先祖は
代々家業として貴⾦属や宝⽯の商いをしてきました。
商売相⼿は、お⾦持ちのムスリムの王様や宮殿関係
の⼈々、政府の役⼈など裕福な⼈々でした。⽇本の
お神輿（みこし）のように、リンガムや神像を乗せ
て宮殿に⼊っていくために、⻩⾦の⾺⾞や、８キロ
メートルにもわたる⻩⾦の道路も作ったそうです。
当時、⾦は安かったのです。

１９４５年頃からインドの独⽴運動が盛んになり
ました。１９４７年、インドがイギリスから独⽴す
るにあたり、パキスタンはイスラム国家として分離
独⽴することを選びました。私たちが住んでいたシ
ンド州ハイデラバードはパキスタン側に属すること
になりました。そのため、すべてのシンディーたち
は全財産を置いて故郷を去り、難⺠として、インド

に移ったのです。当時は電⾞なども通っておらず、
皆、⼤変な思いで歩き続け、パキスタンの国境を
渡ってインド側に⼊りました。その国境に⼀番近い
町がジャイプルという町だったのです。

⽗ケムチャンド

私の⽗ケムチャンドも、住み慣れたシンド州ハイ
デラバードシンドから、インド側ラージャスタン州
の州都ジャイプルに移りました。もちろん⻩⾦の⾺
⾞や道路を持って⾏くことはできず、それらは置き
去りにされ、失われました。

１０００万⼈以上の⼤難⺠が移動したわけで、⽗
たちは難⺠としてインドに渡ってきた⼈たちを助け
なければならないと思いました。それで、３階建て

帰依者インタビュー



の家を⼿配してダルマシャーラーとし、何百⼈もの
難⺠をそこに迎え⼊れました。シャーラーとは家と
いう意味で、今でいうアシュラムのようなものです。
当時、その建物を取得したのか借りたのかは分かり
ませんが、今でもジャイプルにその建物が残ってい
ます。

そして、インドが独⽴してほぼ１年後の１９４８
年５⽉、ラージャスタン州ジャイプルのダルマ
シャーラーの家で私は⽣まれました。ですから、私
の年齢はインドの国の年齢とほぼ同じです。

ババ様は御講話の中で、⼈間には⾃分では変えら
れない、⾃分では選べないことが６つある、とおっ
しゃっています。その中には、⾃分が⽣まれる場所、
⾃分の親、世の中で出会う⼈などがあります。⾃分
の⼈⽣を振り返ってみますと、私が⽣まれたこの場
所が、私の魂に⾮常に⼤きな影響を与えたのだと思
います。

私が⽣まれたラージャスタンには、ラージャ（王
様）を置く場所（タン）という意味があります。仏
壇（ブッダを置く場所）のダンと⼀緒です。この
ラージャスタン出⾝の⼈たちのことを、ラージャス
タンの⼦という意味でラージプートと呼びます。彼
らは⽇本の侍のように、幼い頃から徳⾼い教育を受
け、武⼈として育ちます。戦争に負けない戦⼠とし
て有名で、イギリス統治時代でもこの地域だけはイ

ギリスに負けなかったほどです。

ラージャスタン州は砂漠が多いのですが、それは
⽯油が出る豊かな地域であることを意味していまし
た。この地域では私たちが家業として扱っていた宝
⽯も多く採れ、既に宝⽯産業があったことと、宝⽯
を買う富裕層がたくさんいたことも、移住先として
この地を選んだ理由の⼀つでした。私が⽣まれた州
都ジャイプルは「インドの宝⽯」と呼ばれています。

私がまだ幼い頃、私たち家族はジャイプルから今
のムンバイに引っ越しました。引っ越した理由は、
ジャイプルには空港や港がなかったため、家業の宝
⽯貴⾦属や時計などを海外に輸出できなかったため
です。

シンディーたちは難⺠として⾃分たちの⼟地を離
れたので、戻れる国や町や家はもうありません。そ
のため現在は、世界中のさまざまな国、いろいろな
町にシンディーたちがいるわけです。故郷の⼟地や
家は取られて戻れる場所はなくなりましたが、ババ
様がおっしゃるように、私たちのルーツはご先祖様
の信仰⼼にあると思っています。神様に対する信仰
⼼や精神的な価値は、どこに移ろうとも誰にも取ら
れません。そこに⼀つの救いがあったのではないで
しょうか。

（つづく）

⽐良⻯⻁（ひらりゅうこ）プロフィール：

１９４８年インド共和国ラージャスタン州ジャイプ
ルで誕⽣。シニアケンブリッジ（ムンバイ）卒業。
その後⽇本に移住し、１９７６年⽇本に帰化する。

１９７８年からサイセヴァを始め、全国のサイセン
ター、サイグループの発⾜に貢献。東京サイセン
ター初代会⻑、サイラムニュース初代編集⻑、シュ
リ サティヤ サイ国際オーガニゼーション ジャパン
(SSSIOJ) 会⻑、SSSIO ゾーン５（中国、台湾、⾹
港、⽇本、韓国）コーディネーター、SSSIO B地区
（世界８０か国）会⻑を歴任。現在は、シュリ サ
ティヤ サイ セントラル トラスト理事、SSSIOJ相談
役、サティヤ サイ出版協会 代表理事、サティヤ サ
イ教育協会理事⻑。

来⽇以来、⽇本で複数のビジネスを⽴ち上げ、現在
はHMI（株）ほか 数社の代表取締役を務める。⽇印
の⽂化・経済・親善交流促進にも尽⼒し、さまざま
な活動に携わる。公益社団法⼈在⽇インド商⼯協会
会⻑。財団法⼈⽇印協会理事。

⻑年にわたる観光産業の発展、⽇印親善、インド哲
学・⽂化伝承活動における功績が認められ、インド
政府から２０１０年１⽉にプラヴァシ・バラティ
ヤ・サンマン賞を、２０２２年３⽉にパドマ・シュ
リー勲章を受章。

帰依者インタビュー



帰依者インタビュー :２０２２年３⽉パドマ・シュリー勲章受章式典



サイと共に
1998年6⽉20⽇の会話

エアコン付き寝台バスの開通式の後、バガヴァン
は中央のベランダに来られて、

スワミ： このバスはすばらしい！

APSRTC〔アーンドラ・プラデーシュ州道路交通会
社〕の社⻑に、

スワミ： 運賃はいくらですか？
社⻑： スワミ440ルピーです。
スワミ： とても⾼い。

インタビューの後、バガヴァンは⾼度専⾨病院
〔プッタパルティにあるシュリ・サティヤ・サイ・
スーパー・スペシャリティ・ホスピタル〕の医師の
⼀⼈を呼び、その場に座っていた帰依者の⼀⼈に⾎
液バンクのことを話すようにとおっしゃった。

スワミ： ここの⾼度専⾨病院で毎⽇⾏われている⼼
臓の⼿術の数は、とても多いです。

帰依者： スワミ、どうしてここに医科⼤学を開校な
さらないのですか？

スワミ： 考えてみなさい、もしここに医科⼤を開い
たら、男⼥共学にならざるを得ないでしょ
う。スワミは男⼥共学を好みません。

帰依者： スワミ、なぜ男⼦⽤の医科⼤学をお作りに
ならないのですか？

スワミ： （ユーモラスな⼝調で）もし、男⼦⽤の医
科⼤学を作ったら、⼥⼦たちは「私たちは
どのように男⼦よりも劣っているというの
ですか？」と⾔うでしょう。この体は72歳
ですが、私の⻭はまだ丈夫で、あらゆる⾯
で健康です。以前、当時のインドの財務⼤
⾂だったY.B.チャバン⽒と⾷事をしたこと
があります。私はチャバン⽒がこしらえて
くれたパーン〔ビンロウジ（ビンロウの
実）や⽯灰などを混ぜ合わせたものを刺激
的な⾟味のあるキンマ（ビンロウ）の葉で
包んだ嗜好品で、⼝直しや消化を助けるた
めに⾷後に⾷される。噛むと⾚い汁が出て
⼝が⾚くなる〕を噛みました。そのパーン
の中に⼩さな⽯が⼊っていて、そのせいで
私の⼀番奥の⻭が割れてしまいました。⻭
科医はその⻭を抜きたがりました。しかし、
スワミはそれを許しませんでした。その⻭
は今でも同じ状態でそこにあります。

Students With Sai: Conversations 1991 to 2000 p.223
より



サッティヤム
シヴァム
スンダラム 5
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相⼿との結婚への道をふさいでいたのです。兄は、
花嫁はまだ未成年であるという理由で、法廷にその
結婚に反対する禁⽌命令を発⾏させることまでして
いました。翌朝、スレンダイでのダルシャン中、バ
バはチダンバラクリシュナンのところへまっすぐに
やって来ると、彼の⼿を取り、家の中へ連れていき
ました。ババは彼の肩を叩いて⾔いました。
「⼼配しなくていい。あなたは⻑⽣きします。占

星術師が予⾔したように死んだりはしません。私は
ただあなたを救うためにここへやって来たので
す！」

チダンバラクリシュナンは⽿を疑いました。⾔葉
も出ませんでした。⽬から涙があふれ出しました。
ババが続けました。
「結婚はどうなりましたか？」
「どうして何でも知っておられるのですか？」
と、チダンバラクリシュナンは思わず⼝にしまし

た。
「このもじゃもじゃ頭のババは、何でも知ってい

ます。何も⼼配することはありません。私があなた
の結婚式をプッタパルティで執り⾏い、お兄さんも
参列させましょう！」

チダンバラクリシュナンは信じられませんでした。
彼はぶっきらぼうに⾔いました。
「ババ、兄は⼤変な権⼒者です。誰の⾔うことに

も⽿を貸したりはしません」
バガヴァンは微笑み、こう⾔って請合いました。

シュリ・チダンバラクリシュナンは、ティルネル
ヴェーリ〔タミル・ナードゥ州の都市〕から25キロ
離れた町、ムックダルの裕福な若者で、南インドの
「タバコ王」として知られた家の出⾝でした。⾼名
な占星術師から1960年3⽉15⽇までに死ぬと予⾔さ
れたために、チダンバラクリシュナンは⼤変な恐怖
⼼と不安を抱えていました。その期限の⼀週間前の
ことです。彼は何⼈かの友⼈たちからババに会って
みるよう勧められました。ババはマドゥライ〔タミ
ル・ナードゥ州の都市〕からトリヴァンドラム
〔ケーララ州の州都〕へ⾏く途中、ティルネル
ヴェーリを経由することになっていました。ババは
その⽇、ティルネルヴェーリにいる数⼈の帰依者た
ちの家を訪れ、隣町のスレンダイに泊まっていまし
た。

チダンバラクリシュナンには、彼を苦しめていた
問題がもう⼀つありました。地元でとても影響⼒を
持つ兄が、チダンバラクリシュナンが⾃分で選んだ

「私に任せなさい。すべてうまくいきます！」
チダムクリシュナンがあっけにとられていると、

ババはご⾃分の肖像が描かれたロケットを物質化し
て彼に渡し、⾔いました。
「これは、あなたのためのラクシャー〔腕に着け

るお守り〕です。いつも⾝に着けていなさい」

チダンバラクリシュナンは、その瞬間から別⼈に
なりました。全能の守護神を⾒いだして、彼のハー
トは新たな希望と勇気で満たされました。ババに⾔
われて、彼はババの旅の⼀⾏に加わり、トリヴァン
ドラムとカンニャークマーリー〔インド最南端の巡
礼地〕に同⾏しました。幸運にも、彼は海岸での数
多くのリーラー（神聖遊戯）を⽬撃することになり
ました。地元の町に戻るころには、彼は占星術師の
予⾔に対する恐怖から完全に解放されていました。
ババは、こう⾔って彼に別れを告げました。
「あなたがダイヴァヌグラハ〔神の恩寵〕を⼿に

したとき、ナヴァグラハ〔九つの惑星〕があなたに
危害を加えることはできません！」
⼈が神の恩寵を⼿に⼊れたとき、九つの惑星でさ

えその⼈に悪い影響を及ぼすことはできない、とは
何という真理でしょうか！ バガヴァンは、それから
三か⽉もしないうちに、プラシャーンティ・ニラヤ
ムのマンディルで結婚式を執り⾏いました。ババの
約束どおり、彼の兄もその結婚式に参列したのでし
た。



ワカ チンナ カタ
神の計画

私たちの⼼〔マインド〕はカメラのレンズのよ
うなものです。右側にいる⼈の写真を撮りたいの
に、カメラを左側に向けるなら、どうしてうまく
撮ることができるでしょう？

私たちの⾁体はカメラの本体、⼼はレンズ、
ハートは感光板、思考はフラッシュであり、私た
ちのブッディ、すなわち知性はスイッチです。

あなたがハートに平安と幸せを焼き付けたいの
であれば、どんな悲しみや不幸も混じっていない、
平安と幸せを与えてくれる活動や物事にレンズを
向けることです。

クリシュナの⽒族であるヤーダヴァ族が同胞の
間で相争い、完全に滅亡してしまった時、ダルマ
ラージャはアルジュナに

「クリシュナはその争いを阻⽌できなかったの
だろうか？」と尋ねました。

アルジュナは答えました。

「ヤーダヴァ族の運命は、われわれの運命と同
じです。われわれパーンダヴァ⼀族とカウラヴァ
⼀族も、兄弟同⼠、⾎族同⼠で互いに惨殺し合い
ました。私たちの真ん中にはクリシュナがおられ
ました。クリシュナは双⽅が戦うよう意志された
のです。誰にも神のご意志に逆らったり、神のご
命令に背いて⾏動したりすることはできません」

『ワカ チンナ カタ』とは「ある⼩話」という意味のテルグ語でババ様が御講話の中で話された例え話や物語です。

カメラ



気づき ⼼そのものはマーヤー（幻妄）です。
-『ブリンダヴァンの慈⾬』p.174

皆さんが夢を⾒ているときは、夢が現実です。覚醒
時においては、覚醒時の体験が、夢の時と同じくら
い現実に感じられます。実は、そのすべてが「夢」
であって、それらはアートマ（真我）が⼼に反射さ
れたときに⼼が創り出したものに過ぎないのです。
その⼼を取り除けば、アートマを反映する媒体がな
くなります。そのときアートマは、本来の輝きを発
します。

- 1966年8⽉3⽇の御講話より

宇宙を背景として考えると、⾃然界は鏡であり、神
が⾒る⼈です。⾃然界に反映されているすべてのも
のは神です。いたるところに、神のみが存在してい
ます。鏡があるために、物体とその像が現れます。
鏡がなければ、像はありません！ 神の算数は、⼈間
の算数とは異なります。あなたの前に鏡を置くと、
あなたと、鏡と、あなたの像という三つのものが⾒
えます。普通の算数では、三つのものの中の⼀つを
取り除くと、「３−１＝２」なので、⼆つのものが
残ります。ところが、宇宙的な算数においては、鏡
を取り除けば、⼆つのものが残るのではなく、「あ
なた」だけが残ります！ これが、⾃然界と神の不思
議に関する神秘です。

-『私の親愛なる学⽣諸君』第3巻第17章より

スワミによりますと、この世の真実というものは、
「神（真我）が鏡に映る⾃分の像（＝世界）を⾒て

いるのである。鏡を取り除けば、世界も消え去り、
神だけが残る。従って、3（神・鏡・世界）−1
（鏡）＝1（神）になる」と説明されています（下
図）。では、この鏡とは何でしょうか？

〔鏡とは･･･マーヤー・⼼・⾃然界〕
上記の御⾔葉では、鏡として「マーヤー（幻

妄）」、「⼼」、「⾃然界」という３つの単語が使
われていて多少混乱しますが、⾃然界を「天地万物
の存在する範囲」という意味に解釈しますと、それ
はまさしく私たちの視界そのものを表していると
⾔っても良いように思います。この視界については、
前回、お⽰しした、⾒る主体（照覧者意識）が、⾒
られる客体（世界）を⾒ているという関係図の「視
界」（眼横⿐直の図）を思い起こして頂ければ、分
かりやすいかも知れません。
ここで上記御⾔葉を素直に解釈しますと、この視

界そのものは、実は内なる⼼そのものであり、それ
はマーヤーであり、それは鏡というスクリーンに
なっていると解釈することが出来ます。

─ この世の真実、３−１＝１ ―

さて、いきなりですが、今世界ではコロナが蔓延
し、⼤規模な⾃然災害が頻発し、今にも核戦争が勃
発しそうな混沌とした状況にあります。もし、これ
が、あなたの⼼が創り出した世界ですよ、と⾔われ
たら、皆さんはどう思われるでしょうか？

前回は、「私は、⾁体でも感覚でも、⼼でも知性
でもなく、すでに、今この状態で神である」という
ことをお話させて頂きました。今回は、「私と世界
との関係」について、スワミの説く「3−1＝1」と
いう式から共に考究していければと思います。

〔神の算数：３−１＝１〕
神とマーヤー（幻妄、迷妄）と宇宙という三つの実
態のうち、神は物体であり、マーヤーは鏡であり、
宇宙は神の反映です。もし、鏡を取り去るならば、
マーヤーも宇宙も存在しなくなります。そのとき、
神だけが残ります。それゆえ、３−１＝１となりま
す。

-『ブリンダヴァンの慈⾬』p.40

SSSIOJ 副会⻑ ⼩窪正樹
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いるのであり、そこに映された⾃分の反映を⾒て世
界があると信じている、というように解釈できます。

〔⼼と世界は同時発⽣〕
この場合、当然ですが、⼼と世界には同時性があ

ることになります。本当にそうでしょうか？このこ
とは案外容易に得⼼がいきます。朝、⽬を覚ますと
世界が⾒えますが、同時に⼼も働いています。また、
熟睡して⼼が消滅すると世界も消滅します。夢を⾒
ているときも同様です。また、単純に⽬をつむった
ときはどうでしょう？世界は暗闇として⾒え、⾳と
して聞こえ、触感として知覚できる形で存在してい
ます。このように⼼と世界は完全に⼀致して出現・
消滅していることが分かります。

〔世界として映し出されているもの〕
世界は、前述したように、 “私”（真我、神）の反

映であり、同時に“私”の⼼の反映と⾔うことができ
ます。つまり、世界は「“私”⾃⾝」の反映ですから、
世界の良い、悪いは他者には責任がないということ
になります。

あなたが⾃分の周囲に⾒ているこういった全てのも
のは、鏡に映ったあなた⾃⾝の投影です。

-『ブリンダヴァンの慈⾬』p.172

私たちが鏡を⾒ているとき、もし鏡が曇っていた
り歪（ゆが）んでいれば、映し出される⾃分の顔も
歪んだり曇っていて判然としません。しかし、例え
歪んでいても、それが⾃分の顔であるという点には

注意が必要です。

前述したヴェーダの宣⾔から、⾒る⽬（照覧者意
識）を太陽に、⼼を⽉に例えて考えてみましょう。
⽉に映る紋様は世界を表しています。⾒える紋様は
⽉のデコボコ次第です。しかし、これらの紋様は太
陽がなければ映りませんし、⽉が輝くことも、その
存在が確認されることもありません。これらの紋様
は、太陽光線の反射と⽉のデコボコの両者によって
表現されたものと⾔うことができます。このように
考えますと、世界（⽉の紋様）は、私（照覧者意識
＝真我＝太陽）と私の⼼（⽉）が合作して創りだし
ているものということができます。この場合、デコ
ボコだけを⾒るか、デコボコの背後にある神を⾒る
かは、⾒ている⼈の受け⽌め⽅次第ということにな
ります。

〔世界は基本的に善である〕
私たちは、⼈から⾮難されたり、嘘をつかれたり、
⾁体的・精神的に傷つけられたりすると、当然の権
利であるかのように、その相⼿を批判する傾向にあ
ります。私は、⾃分の中に⾟い思いを封印し⼼を苦
しめるよりは、ある程度発散した⽅が良いと思って
はいますが、理想的には、神のメッセージを読みと
り内省し、納得した上で忍耐する、または、愛で返
すことが神に望まれる有り様ではないかと受け⽌め
ています。なぜなら、３−１＝１の原理から分かる
ように、他者に⾒る⽋点は⾃分の⼼が反映されたも
のであり、それが気になるのは、その「気になる」
こと⾃体が、神（真我）から、真我へ戻る促しの

実を⾔えば、⼼は存在していません。⼼はないので
す。⽉は太陽に照らされています。我々が⾒ている
のは⽉に反射された太陽の光です。私たちが⼼と
思っているものは、ハートに反射されたアートマの
光輝です。本当はハートが存在しているだけなので
す。反射された光が⼼であると考えられていますが、
それは⼀つの物の⾒⽅に過ぎず、単なる概念でしか
ありません。太陽と⽉が存在しているだけです。

-『サティアサイババとの対話』p.93

ヴェーダのプルシャ スークタムというマントラに、
「チャンドラマー マナソー ヂャータハ（プルシャ
※の⼼は⽉になった） チャックショーｯ スール
ヨー アヂャーヤタ（プルシャ※の⽬は太陽になっ
た）」という⼀節がありますが、まさにこの真理を
表しているのではないかと感じます（下図）。
※プルシャ：全能の神

つまり、私たちは⾁眼で世界を⾒ているつもりに
なっていますが、真実は鏡で出来た⾃分の⼼を⾒て
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すべてのサーダナ（霊性修⾏）の主な⽬的は、⼼を
無にし、アマナスカ（無⼼）になることです。そう
して初めて、マーヤー（幻）をずたずたに引き裂い
て、実在を明らかにすることができるのです。⿊半
⽉の⼆週間には、毎⽇、⼼の⼀部を除去するための
サーダナをしなければなりません。なぜなら、毎⽇、
⽉の断⽚も知覚から消えていくからです。
- 1969年2⽉15⽇御講話 Sathya Sai Speaks Vol.9 C3

マーガ⽉の14⽇⽬はマハーシヴァラートリ〔⼤いな
る吉祥な夜〕と呼ばれています。なぜなら、この夜
は別の理由でも神聖だからです。この⽇は、求道者
のためにシヴァ神がリンガの姿をとるので
す。・・・今⽇の⽇中と今⽇の夜、アートマ リンガ
（シヴァ神の象徴としてシヴァ神から⽣じる⻑円形
の偶像）やジョーティル リンガ（⾄⾼の英知の光の
象徴である⻑円形の偶像）を黙想し、シヴァ神はあ
なた⽅⼀⼈ひとりの内にいることを確信しなさい。
その御姿があなたの内なる意識に光を射すようにさ
せなさい。
-1973年3⽉5⽇御講話 Sathya Sai Speaks Vol.13 C34

この視界には宇宙のあらゆるものが出没します。
太陽も地球も神も悪魔も動物も昆⾍も無⽣物もあら
ゆるものが、右から左、左から右、上から下、下か
ら上と⾔うように出現し、維持され、消えていきま
す。これは創造、維持、破壊と⾔っても良いのでは
ないかと考えますと、この視界そのものがまるで⻩
⾦の宇宙卵、リンガのようにも思えてきます。視界
が楕円形になっていることで勝⼿な想像を膨らませ

てしまいましたが、⾃分では変に納得しています。
さて、では、なぜ神は⾃分の前に鏡を置くなどとい
うようなことをしたのでしょうか？

〔エーコーハム バフッスヤーム（私は⼀なるもの
である、私は多となりたい）〕

それから、明らかな原因も無く、⾄⾼者は創造した
い、「多」となりたいという最初の衝動を持ちます。
「エーコーハム バフッスヤーム」（私は⼀なるも
のである、私は多となりたい）。「それ」は存在を
証明したいと欲し、愛したいと欲しました。楽しみ
たい、戯れたい、喜びを感じたいと欲しまし
た・・・こうして「創造」が始まりました・・・⾄
⾼者が⾃らに課さなければならなかった最初の条件
は「知らないこと」すなわち無明でした。プルシャ
は「根源的宇宙」、「プラクリティ（原質）」、
「種」、「因」を創造しなければなりませんでした。
この段階は⾒⽅によって「プラクリティ」、「ヒラ
ニヤガルバ（⻩⾦の宇宙卵）」、「アヴィッディ
ヤー（無明）」、「マーヤー（迷妄）」などさまざ
まに呼ばれます。
-ティーラキアト・ジャレオンセッタシン医学博⼠
著：『サティアサイエデュケア理論と実践』pp. 9-
10より

神は、オームを発して五⼤元素を造り宇宙を創造
し、⾃らに無知・無明を課して⾃分を忘れさせ、創
造世界を楽しむということを可能にしました。

メッセージであると考えられるからです。良い⼈も
悪い⼈も⾃分であり、さらに⾔うなら、このような
カルマを⾃分に課したのも⾃分です。すべての体験
が真我に向かう⽅向で仕組まれていることを考えま
すと、世界は基本的に善であり、神の慈愛の深さを
感じざるを得ません。特に気になる⼈、その⼈はま
さに⾃分から⾃分への愛のメッセンジャーと⾔える
のではないでしょうか？

愛という資質を育みなさい。だれをも嫌ってはなり
ません。起こることはすべて⾃分のためだという信
念を培いなさい。いついかなる困難や苦しみが降り
かかってきたとしても、その原因は⾃分⾃⾝にある
のです。反対に、もしだれかを意識的にあるいは無
意識に侮辱したならば、誰か他の⼈がいつかあなた
を罰するでしょう。喜びも苦しみもあなた⾃⾝が作
り出したものです。あなたが積んだ徳や犯した罪は
影のように常にあなたについてきます。・・・⾃分
が遭遇する困難を、決して他⼈のせいにしてはなり
ません。決して誰かをののしってはなりません。万
⼈を愛し、万⼈を兄弟姉妹として扱いなさい。

- 2004年1⽉1⽇の御講話

〔⼼と⽉の関係：シヴァラートリの意義〕
ちなみに、⼼と⽉の関係についてスワミは、新⽉

は⼼が静まり霊性修⾏には最適の⽇であると⾔われ
ます。霊性修⾏の⽬的が⼼を純化、または滅して真
我を⾃覚すること（3-1=1）と考えれば当然のよう
に頷けますね。
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・世界は私の⼼の反映である
・世界は神の反映である
・⼼に光を当てているのは神である
・すべての問題は、⾃分の⼼に責任がある
・世界は幻であり、幻でない
・⾒るものは⾒られるものである
・私は、永遠であり死なない
・Yad Bhavam Tad Bhavati（ヤッドバーヴァム
タッドバヴァティ：思いの通りに結果がある）

・すべては私である
・すべては神である

等々が思い浮かびますが、皆さんの場合は如何で
しょうか？最後に、具体例を通して３−１＝１の理
解を深めたいと思います。

〔具体例に学ぶ3−1＝1〕
重複しますが、「３−１＝１」の意味するところ

をまとめますと、『世界は⾃分⾃⾝であり、そこに
⾒える気になることは、真の⾃分に戻るための⼼の
問題点を表している』ということになります。真の
⾃分に戻るための仕掛けが、常に⽬の前で展開され
ていることになりますね。では、この観点から、次
の事例について考えてみましょう。

----------------------------------------------
妻：ねぇ、先⽇A⼦さんたら、私が挨拶しても無視
しているのよ

夫：ふぅ〜ん
妻：それで、⼤きな声でもう⼀度“こんにちは！”と

⾔ったら、いや〜な顔をして⾸をうなずくだけ。
彼⼥はいつも、ああいう態度をとるわ

夫：それは、君の思い過ごしかも知れんぞ？僕には
普通だからな〜

妻：そんなことないわ。彼⼥はいつも私を無視する
わ

夫：⾒える世界は、⾃分の⼼の反映というからな〜
妻：それじゃ、彼⼥の態度は私のせいと⾔っている
わけ？信じられない！

夫婦喧嘩勃発！
----------------------------------------------

⽐較的ありがちな場⾯と思いますが、上記事例に
おける、妻の正しい⾒⽅、夫の正しい⾒⽅とはどの
ようなものでしょうか？それぞれの⽴場に分けて考
えてみましょう。

まず、妻の場合、彼⼥の世界に登場する気になる
相⼿というのは、A⼦さんと夫ということになりま
す。ですから、A⼦さんと夫が、神（真我）から遣
わされたメッセンジャーというように解釈されます。
何を伝えに来たかというと、A⼦さんは、妻の挨拶
を無視する役回りの神であり、「あなた（妻）も、
他者を無視して傷つけてしまう傾向がありますよ。
気をつけましょうね」、と教えに来たのかも知れま
せん。夫については、「A⼦さんに対する正しい受
け⽌め⽅を説明してくださる役の神」というような
ことが想像されます。彼の助⾔を素直に聞き、内省
することで神に近づいていくと思われます。
⼀⽅、夫の⾒⽅について考えますと、彼が気に

無明というのは、これは想像の域を出ませんが、⽬
の前に⼼(マーヤー)という鏡を置くことではなかっ
たかと推察します。鏡を置くことで、唯⼀なる神は
多となり、⾃分の姿を証明でき、愛したり、戯れた
り、楽しむという⽬的を達成できます。そして、⾃
分を忘れさせ、同時に⾃分を思い出させるという、
相反する課題をこの単純な⽅法で可能にしました。
神さまに⾔うのもおかしいですが、きわめて単純で
あるにも拘わらず実に理に適った⽅法と⾔えますね。
神御⾃⾝が、こうして鏡の原理を語り、宇宙の神秘
を明かしてくれたことは、私たちが真理に⽬覚める
ために極めて⼤きな意義があると考えられます。忘
れてならないのは、世界を創造した⽬的が、神と愛
と喜びの顕現ということです。私たちの⼈⽣の⽬的
も、これらに⾒合ったものにすることが⼤切ですね。

では、「３−１＝１」の意味が分かったところで、
「“⽬の前”にある世界」の真実を紐解いていきま
しょう。この公式はスワミの御教えを理解する上で
とても有益です。早速ですが、皆さんは「３−１＝
１」という公式から、どのような御教えを思い浮か
べますか？前図を参考に少し考えてみましょう。

〔３−１＝１から分かること〕
・⼼を清らかにすれば、世界には神（真我）が映し
出されてくる
・⼼を滅すれば神（真我）のみが残り、悟りに⾄る
・私は神である
・私は⾁体や⼼ではない
・⼼は神を理解できない
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ちの⼼が創り出している」ということについて、皆
さん、納得されたでしょうか。スワミは2033年〜38
年に世界は⼀つになる（2008年7⽉20⽇御講話）と
仰っていますが、それは世界や世界中の⼈々に変容
が起きるのではなく、世界を⾒る私たちの⼼に変容
が起きることを暗⽰しているのではないかと私は捉
えています。

もし⼈が、他のすべての姿を、この世という鏡に
映った⾃分の姿であると⾒るならば、⼀体性の原理
を悟るでしょう。

- 2009年4⽉29⽇御講話

⾁体的には⾟い状況があるかも知れませんが、真
我の悟りは⾁体を超越したものであり、私としては、
これ以上に嬉しいニュースはありません。今、⾃分
の⾒る世界にスワミが降臨され、⼼を占めているこ
とに、スワミの深い恩寵を感じています。「あなた
は救われたのだということを知りなさい」という御
⾔葉が実感を持って響いてきます。最後に、サイの
御⾔葉を紹介して筆をおきたいと思います。

神を認識することによってのみ、世界に真の平和を
もたらすことができます。物質的な次元では、平和
と調和をもたらすために、世界中の偉⼤な指導者た
ちが多⼤な努⼒をし続けていることは間違いありま
せん。しかし、サイは、彼らの努⼒の成功の兆しを
何ら認めることができません。残された唯⼀の道は、
私たちの⼼を⾃らの内側に向けて、⾄⾼の源泉であ
る、真実で永続する基盤を⾒出すことです。この世

なっている相⼿というのは妻ということになります。
ですから、「妻は、鏡に映る⾃分の姿であり、A⼦
さんとの関係に悩んでいる⾃分⾃⾝」と受け⽌めま
す。この場合、妻の正否・善悪ではありません。妻
は悩んでいる⾃分⾃⾝なのですから、夫は、妻の悩
みをくみ取り傾聴し共感するのが正しい態度と⾔え
るでしょう。皆さんの場合は、どのように感じ、ど
のように対応されたでしょうか？

このように、気になっている⼈や体験から神の
メッセージを読み解き、⾃らの姿を投影して内省す
ることで、初めて私たちは、神へと向かって進んで
いけるように思います。スワミは、「あなたがどの
ように感じるか、に常に注意を払いなさい」と⾔わ
れます。「3−1＝1」の原理は、神の恩寵が絶えず
降り注がれていることを明かしていますが、その恩
寵を受け取る第⼀歩が、「どのように感じるか」と
⾃分の内⾯にフォーカスすることのように感じまし
た。

余談ですが、「⼼の反映」という⾔葉は他者に⾔
うことではなく、⾃分に⾔い聞かせる⾔葉という点
には注意が必要と思います。なぜなら、基本的に他
者は神ですから、その⼈から教わることはあっても、
忠告するものは何も無いと考えられるからです（ダ
ルマのみがありますが、このことは、また、別の機
会にお話しできればと思います）。

〔平和は⾃⼰変容･･･それ以外では得られない〕
冒頭の質問、「分裂混沌とした世界は、実は私た

では、そこからしか真の幸福と平和を得ることはで
きません。その基盤とは、実際に私たち⼀⼈ひとり
のハートの内に住んでいる神のことです。神は普遍
の魂です。

-『プレーマダーラ 愛の流れ』p.15
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皇帝バリ〔現在のケーララ州を治めていた皇帝〕
は多くのヤグニャ〔供儀〕を執り⾏いました。
１０７のヤグニャを挙⾏したのち、バリはヴィ
シュワジットという名で知られる１０８つ⽬のヤ
グニャを執り⾏う準備を整えました。バリがこの
ヤグニャを執り⾏っていたとき、ヴィシュヌ神は、
矮⼈のブラフミン〔僧侶〕、すなわち、ヴァーマ
ナの姿をとって、バリの⾯前に現れました。
ヴァーマナは三歩で歩けるだけの⼟地を与えてほ
しいとバリに請い、バリはそれを与えようとしま
したが、そうしている間にバリの導師であるシュ
クラーチャールヤがその場に来て、そのお布施を
思いとどまらせようとしました。シュクラー
チャールヤはバリにこう忠告しました。

「この⼩さなブラフミンには、どのようなお布
施もしてはなりません。ましてや三歩の⼟地など、
もっての外です。彼をみくびってはなりません。
彼はただのブラフミンではありません。彼はヴィ
シュヌ神の化⾝です。ヴィシュヌ神が聖仙カシュ
ヤパに授けた恩恵が成就して、カシュヤパ仙のも
とに⽣まれたのが彼なのです」

けれども、皇帝バリは導師の忠告を気に留めま
せんでした。バリはヴァーマナに尋ねました。

こうして、ある⽇、⺟のヤショーダーは、隣⼈
たちの苦情に苛⽴って、⾃分の苦悩を表しました。
ヤショーダーはクリシュナをたしなめて⾔いまし
た。「ああ、クリシュナ！ 私はおまえの腕⽩な悪
戯のおかげで、たくさんの問題を抱えなければな
らないのよ。おまえはうちで作った⾷べ物は味も
⾒やしない。いつも近所の家で作ったものばかり
欲しがる。私はどうやっておまえを扱えばいい
の？」 確かに、⼈々は近所の家の⾷べ物を好みま
す。菓⼦屋の主⼈は、⾃分の店に座っている時い
つもラッドゥー〔インドのお菓⼦〕の⽢い⾹りを
嗅いでいるので、別の店で売っているぽんぽん菓
⼦が好きになるのです。

ヴァーマナ アヴァター

神の偉⼤な帰依者であった聖仙カシュヤパは、
完全に神の蓮華の御⾜に全託し、神聖な⾄福の中
ですっかり我を忘れていました。ある⽇、妻のア
ディティがカシュヤパ仙に近づいてこう助⾔しま
した。 「ねえ、あなた！ 私たちには⼦どもがあり
ません。あなたはご⾃分のすべてを神様に 全託な
さっています。私たちに⼦どもが授かるよう、神
様にお願いしてみてはいかがでしょうか？」

クリタユガ〔第⼀のユガ、⻩⾦時代〕のとき、

神は純粋なハートだけを
受け取る

ああ、クリシュナ！
おまえは私が出すものや

我が家の⾷べ物は⼝にしないくせに
⽜飼いたちの家に⾏って

こっそりバターを盗み⾷いしている
愛しい⼦よ

おまえは⾃分の評判を
台無しにしている！
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ることができました。ヴァーマナは アヴァター
〔神の化⾝〕であったため、「アプラメーヤ」
（あらゆる制限を越え、⾔語に絶する、無限なる
者）だったのでした。⼈間には限界がありますが、
アヴァターに限界はありません。

宇宙は神によって
定められた通りに働く

⽇の出や⽇没は、定められた神の命令に従って
起こります。それは、規則正しく、途絶えること
なく起こります。太陽、⽉、星は厳密な時間割に
従っています。宇宙の五⼤元素はすべて、神に
よって定められた通りに⾃らの規則正しく義務を
果たしています。神⾃⾝でさえ、⾃らが万⼈のた
めに定めた諸規則を守っています。神の創造した
すべてのものは、前もって決められた秩序と神の
命令に従い続けています。宇宙には、五⼤元素を
含め、独⽴した存在は何もありません。しかし、
残念なことに、⼈間は宇宙の働きを規則正しく機
能させているこの神聖な⼒を認識することができ
ずにいます。科学者たちは、この神聖な⼒を発⾒
するために惜しみない努⼒を重ねています。星々
は、夜空では明るく輝いていますが、昼間は⽬に
⾒えません。

「わしはこのブラフミンの少年に約束したのだ。
約束を果たすためなら、わしはいかなる不測の事
態にも直⾯する覚悟がある。今、このブラフミン
の少年にしていることを含め、 わしは⾃分が執り
⾏ったすべてのヤグニャ〔供儀〕の果報を捧げよ
う」

そう⾔うと、バリは⾃分が⾏った１０８のヤグ
ニャの果報の花輪をヴァーマナの⾸に掛け、
ヴァーマナの前にひれ伏しました。 （ここでスワ
ミは１０８の⾦貨がつながれたネックレスを物質
化なさいました。）

ヴァーマナは、バリから施しとして与えられた
場所を⼀歩で覆いました。ヴァーマナは体を⼤き
くして、⼆歩⽬で全宇宙を占有しました。三歩⽬
を置く場所はもうありませんでした。すると、
シュクラーチャールヤは⾔いました。

「ああ、皇帝よ！ あなたは私の忠告を気に留め
ませんでした。あなたはこのブラフミンの少年を
⾒くびり、無垢な外観にだまされたのです」

ヴァーマナは皇帝バリの捧げものを受け取り、
その広い⼼を称賛してバリを祝福しました。
ヴァーマナは、背丈は⼩さくとも、全宇宙を占め

「私は貴⽅に何をして差し上げたらよいでしょ
う？」

ヴァーマナは⾔いました。

「ああ、王よ！ 私は何も要りません。ただ三歩
分の⼟地をいただけるなら」

シュクラーチャールヤは再びバリに嘆願しました。

「ああ、王様！ あなたはこの⼈物をただのブラ
フミンと⾒なしています。違います、違います。
彼は全宇宙に広がる能⼒を持っています。彼の願
いをかなえるのは賢明なことではありません」

しかし、皇帝バリは、⾃分の約束を反故にする
ことはできない、約束を守らないことは⼤きな罪
であると述べて、導師の忠告を退けました。当時
の⼈々は、約束を守らないよりは、むしろ死ぬほ
うが望ましい、と考えていました。 しかし、カリ
ユガ〔第四のユガ、末世〕である今は、⼈々は約
束をしても簡単に破ります。皇帝バリは純粋な
ハートの⼈でした。いったん交わした約束は、何
があろうとも果たしたのです！

バリは⾔いました。
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ず神性の探求に携わっています。しかし、神を探
求する必要はありません。神は遍在です。

ああ、⼈間よ！
おまえは⾃分の腹を満たすために

必死に奮闘している
さまざまな分野から無数の種類の知識を

⾝に付けている神を忘れて
夜明けから⽇暮れまで

すべての時間を世俗の知識の習得に費やして
いったいどれほど⼤きな幸福を

⼿に⼊れたのか
⾃分⾃⾝に尋ね、調べてみるがよい

この宇宙のすべては、神の意志と⼒に従って厳
密に動いています。⼈間は何事も⾃分の意志に
よって成し遂げることはできません。神の⼒は、
さまざまに、多種多様なエネルギーの形をとって
この宇宙に顕現しています。⼈々は、それらは何
者かによって創造されたのだろうと考えています。
厳密に⾔えば、誰かがそれらを創造したわけでは
ありません。それらは神の意志から顕れた⾃然現
象です。たとえば、⽯で⽯を叩くと⽕が⽣じます。
つまり、⽯の中には⽕が隠れているけれども、外
には顕れていないということです。

ああ、⼈間よ！
おまえは⾃分の腹を満たすために
多種多様な知識を⼿に⼊れようと

必死に奮闘している
ありとあらゆる懸命な努⼒

そして、知識の習得にもかかわらず
おまえは永続する⾄福を経験できずにいる

そんなことをする代わりに
なぜ、神を黙想して

神に拠り所を求めないのか？
神は必ずや

苦難を乗り越える⽅法を教えてくれるだろう

太陽は⽇々規則正しく、朝に昇り、⼣に沈む
星々は夜空にキラキラと美しく輝き

⽇中は姿を隠す
⾵は絶えることなく吹き渡り

⼀瞬の休みもなく⽣物たちを⽀えている
川は四季を通じて枯れることなく流れ続け

轟々と⾳を⽴てている

これらの現象が起こる理由は何でしょうか？ 科
学者たちは状況を綿密に調べ、昼間は空に太陽が
明るく輝いているために星が⾒えないのだと結論
を下しました。同様に、科学者たちは⾮常に多く
の⽅法で神聖な⼒を説明しようと試みました。

へその緒が切られ、⺟親から切り離された瞬間
に、⾚ん坊は泣き声を上げます。なぜでしょう
か？ この不思議を探って説明できる者は誰もいま
せん。新⽣児の⾆の上に、⼀滴の⺟乳か蜂蜜を垂
らすやいなや、⾚ん坊は⼼地よく寝⼊ります。こ
のことは、⼈間は⺟親の胎内から出てからずっと、
⾃分の飢えを満たすために奮闘しているというこ
とを意味しています。

すべての⼈間は、⾃分は腹を満たすために⽣ま
れてきたのだと考えています。⼈間はいつも、⾷
べ物を⼿に⼊れるために奮闘しています。⾃然界
には他にも⾯⽩い現象があります。⽊の枝は⾵に
吹かれて互いを擦り合い、それによって起こる摩
擦で⽕が⽣じます。どうしてこのようなことが起
こるのでしょうか？ ⽊には⽕が内在しているのに、
⽊が焼けてしまうことはありません。なぜでしょ
うか？ 今までのところ、この不思議の秘密をつか
んだ科学者は誰もいません。⾃然界にはこのよう
に説明し難いさまざまな現象があります。そのよ
うな現象を認識して理解するために、⼈間は絶え
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つけてきて、それを⼤問題にしました。姑は嫁に、
今後⼆度とランプを点⽕するのにナンダの家に
⾏ってはならないと命じました。

ヤショーダーの家ではさまざまな奇跡が起こっ
ていました。クリシュナがマトゥラーの都に向
かって出発したのち、ゴーピーたちは別離に耐え
られず、クリシュナのダルシャン 〔御姿を⾒るこ
と〕を恋焦がれていました。そのように切望して
いた瞬間に、クリシュナがゴークラ村に顕れまし
た。しかし、ナンダもヤショーダーもクリシュナ
を⾒ることはできませんでした。ゴーピーたちは
皆、ナンダの家に集まってクリシュナのダルシャ
ンを授かることを許可してくださいと懇願しまし
た。ゴーピーたちは不平を⾔いはじめました。
「ナンダさん、ヤショーダーさん！ 私たちからク
リシュナを引き離しましたね。どうか、クリシュ
ナがどこにいるか教えてください」 しかし、クリ
シュナは皆の前には姿を顕しませんでした。クリ
シュナは何⼈かのゴーピーたちの祈りに応えて、
そのゴーピーたちの前にそれぞれ個別に姿を顕し
たのです。 先ほど、私たちの⼤学の学⽣の⼀⼈が、
スワミがその学⽣の祈りに応えて⽬の前に姿を顕
したという話をしました。他の⼈は誰もスワミを
⾒ることはできませんでした。そこで、その男⼦
学⽣はもう⼀度祈りました。

場⾯を⾒て呆気にとられました。⼥性たちは、指
が焼けているのにスグナーが炎から離れないこと
に気がつきました。そして、スグナーが炎の中に
クリシュナの御姿を⾒たことを悟ったのです。⼥
性たちはこの出来事を歌にしました。

（スワミはその歌をテルグ語でお歌いになり、そ
の最初の数⾏は次のようなものでした）

スグナーはナンダの家で、
ゴーパーラのヴィジョンを⾒たそうな
スグナーは炎の中に、クリシュナを⾒たのだ！

この歌を聞いて、ヤショーダーは⽂字通り⾛っ
てきました。ヤショーダーはスグナーの指が炎の
中で焼けているのを⾒ました。ゴーピー〔牧⼥〕
は全員、我を忘れて踊っていましたが、ヤショー
ダーはスグナーに駆け寄って、炎から⼿を引き離
しました。ヤショーダーはスグナーをたしなめて
⾔いました。
「ああ、スグナー！ あなたは⾃分の指が炎に触

れて焼けているのに気づかなかったの？ あなたは
私たちに、ナンダの家に⾏ったら指を⽕傷する、
という悪い評判を⽴てたいの？」
スグナーの姑はもともと短気な⼥性でした。こ

の出来事を聞いた姑は、ヤショーダーの家に駆け

このように、あらゆる⼒は⾃然の中に隠れてい
るのです。

スグナーの純粋な信愛

つい先ほど、⼀⼈の男⼦学⽣がクリシュナ神の
養⽗⺟であるナンダとヤショーダーについて話し
ました。当時、電気は通っていませんでしたので、
村⼈たちは（村⻑である）ナンダの家に赴き、ナ
ンダの家のランプから⾃分たちの灯油ランプに⽕
を分けてもらっていました。⼈々は、裕福な⼈の
家に灯るランプから⾃分の灯油ランプに⽕を点せ
ば、豊かさと繁栄が⼿に⼊ると信じていたのです。
最近結婚したばかりのスグナーという嫁がナン

ダの村に到着し、姑がスグナーに、ナンダの家に
⾏ってランプに⽕をもらってくるようにと⾔いつ
けました。ナンダの家に⾏ってランプに⽕を点け
たとき、スグナーはその炎の中に クリシュナの御
姿を⾒ました。その神聖なヴィジョンを⾒て、ス
グナーは⾁体意識を忘れました。スグナーはクリ
シュナ神の美しい姿に釘付けになり、⾄福のあま
り我を忘れました。スグナーは、⾃分の指が炎に
触れて焼けていることさえ気づきませんでした。
スグナーは完全な⾄福の中にいました。
そこへ、近所に住む他の⼥性たちがランプに⽕

を点けるた めにやって来ました。⼥性たちはその
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チッタチョーラヤショーダーケーバール！
ナヴァニータチョーラゴーパール！
ゴーパール、ゴーパール、ゴーパール！
ゴーヴァルダナダラゴーパール！

おお！ヤショーダーの幼⼦クリシュナよ！
おお！ゴーパーラ！

バターをこっそり盗んだお⽅！
おお！ゴーパーラ！

ゴーヴァルダナ⼭を⼩指で持ち上げたお⽅！

理のほうが美味しそうに⾒えるものです。これは
ごく⾃然なことです。しかし、クリシュナは味の
ことで他⼈の家からバターを盗んだのではありま
せん。このリーラー〔神の戯れ〕の裏にはメッ
セージが潜んでいます。

ここでのバターは純粋なハートを象徴していま
す。純粋なハートが⼿に⼊るところならどこから
でも、クリシュナはそれを持ち去るのです。純粋
なハートは柔らかくて⽢いのです。ゴーピーたち
のハートは信愛によって熟していました。ゴー
ピーたちは純粋で、柔和で、⽢く優しかったので
す。それゆえ、クリシュナはそのような ハートを
盗みにゴーピーたちの家へ⾏ったのでした。

クリシュナは「チョーラ」（泥棒）と呼ばれて
います。クリシュナは何を盗むのでしょう？ クリ
シュナは、ゴーピーたちのバターのようなハート、
純粋で、柔和で、⽢いハートを盗むのです。もし
あなたが誰かを泥棒と呼ぶなら、相⼿の⼈は怒る
でしょう。しかし、もしあなたがクリシュナを
「チッタ チョーラ」（ハート泥棒）と呼ぶなら、
クリシュナはそう呼ばれることを楽しむでしょう。
だからこそ帰依者たちは、この上なく愛情を込め
て、クリシュナ神を讃えてこう歌うのです。

「スワミ！ 僕⼀⼈だけにダルシャンをお授けく
ださっても何になるでしょう？ どうか学⽣全員に
ダルシャンをお授けください。さもなければ、皆
は僕の⾔葉を信じないで、 僕を⾺⿅にするでしょ
う」

私は答えました。 「かまうことはない。⼈には
好きなように思わせておきなさい。これは君のプ
ラープィ（受けて当然の価値）〔物質次元で望ん
だものを⽣じさせる⼒〕です。私を⾒るにふさわ
しい価値があるのは君だけです」 そう⾔って、私
は姿を消しました。

神は純粋なハートだけを好む

あるとき、ヤショーダーは幼いクリシュナを優
しく叱って⾔いました。
「ああ！ 私の可愛いクリシュナよ！ おまえは私

が作った⾷べ物は⾷べてくれない。お まえは乳搾
りの⼥たちの家に⾏って、こっそりバターを盗み
⾷いしている。おまえは私に 厄介な問題を引き起
こしているのよ。お⺟さんの愛がいっぱい染み込
んだバターは美味し くないの？」 そう⾔って、ヤ
ショーダーはクリシュナを縄で⾅に縛り付けまし
た。私たちが⾃分の家 の料理を好まないという経
験は、世界の誰にもあるでしょう。よその家の料

このように、バーヴァ〔感情〕とラーガ〔旋
律〕とターラ〔拍⼦〕と共に美しい調べで 歌を歌
えば、すべての⼈から好まれます。偉⼤な歌⼿で
あり聖者であったティヤーガラージャは、バー
ヴァ（感情）とラーガ（旋律）とターラ（拍⼦）
にあふれるキールタン〔⼀⼈で歌う神への讃歌〕
という形にした、⽢い供物の数々を神に捧げ、神
の恩寵を勝ち取りました。そのような信愛の歌に
は⼤変な⽢さがあります。
神の恩寵は、そのような信愛の歌を歌うことで、

必ず獲得することができます。⼝先だけの美辞麗
句で神の恩寵を勝ち取ることはできません。神性
は、バーヴァ〔感情〕とラーガ〔旋律〕とターラ
〔拍⼦〕にあ ふれた信愛の歌を通してのみ、獲得
することができるのです。
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それは問題ではありません。⾃分の知っているメ
ロディーで、熱烈な愛を込めて神の栄光を歌いな
さい。神のハートを動かすにはそれで⼗分です。

⾳楽とは何でしょう？ ⾳楽を学ぶために特別な
努⼒をする必要はありません。単純な歌でも、熱
烈な愛と切なる想いが込められていれば、神を感
動させることでしょう。たとえば、「ラーマ！ ナ
ンヌ カー パドゥ」（ラーマよ、どうか私をお守り
ください）という詩を朗唱するとします。この詩
には⽢さがありません。それはあなたの気持ちを
表現した単なる⽂学の羅列にすぎません。同様に、
「ラーマ！ ナンヌ カーパドゥ」と⾔って神に訴え
かけても、それは虚しい⾔葉の復唱になります。
その同じ気持ちを、美しいメロディーに載せて歌
うなら、それはとても⽢くなり、神に愛しいと思
わせることでしょう。⾳楽には⾮常にたくさんの
⽢さがあるのです。ですから、もし神に到達した
いなら、信愛の歌を歌うことで到達しなければな
りません。

魂のこもった歌を歌いなさい

⾳楽を学んだ経験がなくても、落胆する必要は
ありません。なぜ落胆するのですか？ ア ポイント
メント（appointment）〔予約、⾯会の約束、任

神はそのようなサンキールタン〔集団で歌う神へ
の讃歌〕に⼼を動かされるでしょう。ヴェーダさ
え、信愛の歌の効果を称賛しています。ヴェーダ
を唱えても、神を獲得することはできません。リ
グ ヴェーダ、ヤジュル ヴェーダ、サーマ ヴェー
ダ、アタルヴァナ ヴェーダの中には、神を称える
さまざまな讃歌があります。しかし、それらの讃
歌を単調に詠唱していた⼈たちは、誰⼀⼈神のダ
ルシャンを得ることができませんでした。

ところが、その讃歌にメロディーを付けて、信
愛を込めて歌うと、神の愛を体験することができ
たのです。それゆえ、神は「ガーナローラ」や
「ガーナプリヤ」〔共に、歌を愛するお⽅、⾳楽
に魅せられるお⽅の意〕と ⾔って褒め称えられる
のです。ですから、信愛の歌を通して神に祈りな
さい。皆さんは簡単に神の恩寵を勝ち取ることが
できます。なかにはこれに疑いを抱く⼈がいるか
もしれません。

「私たちは上⼿に歌えません。私たちは歌の技術
を学んでいません。それでどうして神を喜ばせる
ことなどできるでしょう？」

⼼配は要りません。皆さんは⾳楽の知識や⽢美
な声を持ち合わせていないかもしれません。

命 〕 が あ れ ば 、 デ ィ サ ポ イ ン ト メ ン ト
（disappointment）〔失望、落胆、幻滅、期待外
れ〕もあるでしょう。ですから、 最初のうちは、
アポイントメントはしないことです。⾃分なりに
神の栄光を歌いなさい。 それが神に到達する最も
容易な⽅法です。ドワーパラ ユガ〔第三のユガ〕
のクリシュナ ア ヴァターのときにゴーピーたちが
楽しんだ⾄福は、無類のものでした。ですから、
その神 聖な⾄福を思い出し、あなたの愛とバク
ティで神を喜ばせるよう努めなさい。 クリシュナ
アヴァターのときほど、アヴァターの帰依者たち
が⼤勢、神の愛に融合し たことは他にありません。
シュリ クリシュナがアヴァターだった期間、何千
⼈もの帰依 者がクリシュナに融合しました。です
から、もし神に融合したいなら、信愛の歌が唯⼀
の ⼿段です。神は「ガーナプリヤ」（信愛の歌に
喜ばされる者）と⾔われています。クリシュナ ア
ヴァターはこの表現の最もよい例です。帰依者が
歌う「クリシュナ」という単純な ⼀つの御名だけ
で、クリシュナを感動させるには⼗分です。クリ
シュナがアヴァターだった時代にクリシュナに
よってなされたリーラー〔神の戯れ〕、マヒマー
〔奇跡〕、そして、神業の数々は前代未聞のもの
でした。
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愛の化⾝である皆さん！

信愛の歌より優れたものはありません。皆さんは、

ナンドゥニユィンタゴーパール
ダンタディーパーナカニピンチェナンタ

（ナンダの家の炎の中にゴーパーラが顕れたそうな）

という歌を歌うことで、どれほど⼤きな喜びと幸
福を引き出すことでしょう。したがって、神を喜
ばせ、神の恩寵を⼿に⼊れるために、このような
魂のこもった歌を、バーヴァ〔感情〕とラーガ
〔旋律〕とターラ〔拍⼦〕を伴って歌いなさい。
皆さんは何曲でも バジャンや歌を歌うことができ
ますが、それが熱烈な愛と、バクティと、⽢く優
しい感情 （バーヴァ）に満たされたときにだけ、
計り知れない幸福と喜びを引き出すことができる
のです。

２００４年９⽉６⽇午前
クリシュナ神降誕祭の御講話
プラシャーンティニラヤム
Sathya Sai Speaks Vol.37 C15 
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＜活動報告＞
スタディーサークル

⾃然に事が流れることがある。むしろ犠牲の道へ
神が導いていると感じたときに、⾮常に平坦な⾔
い⽅をすると、損な道と得な道があり、損な道を
⾏く⽅が神への道であるような気がする。⾃分の
思いとは違うけれども進むと、⼤体満⾜のいく結
果が得られる」、「私⾃⾝、両親のことを⼼配す
ることがあった。（中略）結婚する際に、これか
らどうしたら良いかと思ったが、インドに⾏く機
会に両親の写真を持っていった。やはりスワミは
ご存じで、すぐに私のところに来てくださって、
写真にポンと祝福をしてくださった。その時に私
はスワミの愛に号泣して、スワミの祝福がとても
嬉しくて、本当に何かあっても両親の⾯倒はスワ
ミが⾒てくれると約束してくださったから⼤丈夫
と⾔い聞かせた。とうとう病気になって私の⼒で
は何もできない、スワミにしか何もできない状況
になったときに、最⾼のお別れができた。スワミ
が最後まで⾯倒を⾒てくださった体験があるので
信じ切ることが⼤事だと思った」、「帰依とは頑
張りで、全託はリラックスという感覚をもってい
る。どれだけスワミのことを信じられるかという
ことだと思う。私の場合、スタディーサークルに
参加して、だんだん深く考え探究することが少し
ずつできるようになってきた。深く、深く考える
ようにするとスワミが良かれと思ってやってくれ
ていると気づいて、感謝しかなくなる。過去の

◉ 2021/4/8（⽊）のオンラインスタディーサー
クルではプレーマヴァーヒニー第51節「2種類の信
愛―努⼒が必要な献⾝と全託」について49名の参
加のもと話し合いました。Sis. Sがパラグラフを選
び、趣旨説明をしました。

どのように⼀歩⼀歩全託を培うことができる
か？⽇常⽣活で全託を問われる体験の例は？どの
ように帰依の道から全託に⾄ることができるか？
全託の道が帰依の道に勝ることを体験したことは
あるか？などについて話し合いました。

参加者の皆さんからは、「ラクシュマナ(ラーマ
の弟)のエピソードでは、睡眠と⾷事すらも放棄し
たということだった。私は疲れるとまず⾷事をし、
睡眠をとる。⾷事をすることに頼ってしまうとこ
ろがある。⾃分は⾁体ではないからとスワミに全
託して仕事などを続けることができれば良いなと
思っていた。⽇常⽣活で全託を問われる体験とし
て、他者を気遣いすぎた時に結果として“そんなこ
とをしないでください”と⾔われることが結構あっ
た。でもお返ししておかないといけないと考える
が、正しいことなのか間違った想念なのかを考え
るより、神様に全託したほうが上⼿くいった体験
をした」、「⾃分の頭で考えて判断を出した場合
と、全託か分からないが、⾃分の思いではなくて
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全託の道
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ことを考えて、ずっと⾃分を守ってくれていると。
すべてスワミが最⾼に良い出来事を起こしてくれ
ていると少しずつ分る体験をしているので、この
スタディーサークルで、深く考えていく習慣が⾃
分を全託に近づけてくれるのではないかと思う」、
「皆さん凄い体験ばかりで、それが聞けて本当に
良かったと思う。カスツーリ博⼠のエピソードで、
何でも博⼠はスワミの真似をしたいと思っていた、
というものがあった。スワミが何分でこれをでき
たと聞いたら、⾃分も何分でこの本を読み終えよ
うとするというエピソードを聞いた。常に神を
想って、神の喜びが⾃分の喜びと考えると、何で
もスワミの真似をしたくなるのかなと思う。神の
喜びが⾃分の喜びであることに間違いはないし、
欲望をまったくない状態にしないと全託に決して
⾄らないと思う。願いや欲望をもっているのは帰
依⽌まりで、全託にはならないので、すべての欲
望を消す必要がある。そして現象世界の物事に惑
わされないで、その背後にある神のご意志は何な
のか、常に瞑想し続けることが⼤事だと思う。皆
さんのコメントのように、恐れずにどこまで信じ
きるか、常に神を信じきることが⼤事だと思う」、
「理屈としての頭の知識に過ぎないが、帰依とは
“私と神様”という関係であり、全託は私を放棄す
る、“すべてを⾏っているのは神だ”という不⼆⼀
元の境地だと聞いたことがある。

の選択になっている。私たちのライフスタイルが
全託になって⼼配事がなくなれば、私たちの⼈⽣
がスムーズになってくると思う」、「今、微熱が
あって休んでいるが、健康などについても全託と
の関連がある。昨年、コロナウイルスがイタリア
で物凄く流⾏っていた時期に、たまたま短期留学
でイタリアに滞在していた。イタリアからドバイ
経由で、その後インドを経由して⽇本に返ってく
ることになった。その中で沢⼭の困難に直⾯しな
がら帰ってくることになった。最後、当局がイタ
リアを出国させてくれない事態になったが（＊当
時⼤半の国がイタリア北部からの旅客を⼤幅に制
限していました）、⼼からスワミに祈った。する
と、知らないはずのイタリア⼈の軍⼈が空港にい
て“私は彼のことを知っている。彼はとても良い⼈
だと知っているから、彼を⾏かせなさい”と空港の
当局に話してくれて帰ってくることができた。そ
んな全託の体験をした。その後、中継地のドバイ
でも、インドの⼊国審査でも、スワミは難しい状
況をそれぞれ与えられた。その⼀つひとつの状況
を⾃⼒で何とかしようとした。でも試みてもでき
なくて、最後にはあきらめて“スワミ、どうかお願
いします”と祈ったら、本当にスワミが解決してく
れた。皆そうですが、スワミは難しい体験を与え
られる。でも、そのような体験はどのように私た
ちが全託出来るのかを問いかける体験だと思う。

その意味では、⾃分が存在せず、すべてを神がな
さっているとなると、どんな結果になろうと何が
起ころうと、⾃分はいつも神からいただいた役割
を果たしているだけであると考えて、⼼が安らか
でいられると感じた」などのコメントの共有があ
りました。

サイの学⽣の皆さんからは、「神への全託とは、
完全なる神への信仰をもっていることで、神の御
⼿にすべてを委ねていること。そして私たちが、
神様を⾃分の⼈⽣の⼀歩⼀歩に導き⼊れて、その
神の存在を感じている状態が全託。完全に神を理
解することができる時に全託の境地に⾄ることが
できるのではないかと思う。⼈間は世俗の世界に
⽣き、いろいろなトラブルに⾒舞われたりしてい
ろいろ祈ったりすると思うが、もし全託の段階に
あるのならば、そういったことを⼼配してはいけ
ない。⼼配しないということが全託なのではない
かと思う。つまり全託の段階では、神様を⼀歩⼀
歩導き⼊れているので、私たちは⾏為の結果を⼼
配してはいけないということ」、「もし私たちの
中にネガティブな思いが⼊って来たならば、すぐ
に神様に渡してしまうことが全託。スワミは本当
に私たちが神に全託することをずっと待っていま
すとおっしゃっている。⽇常の中の⼀瞬⼀瞬を神
に委ねて、全託出来るかどうかが、私たちの中で
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ある時、スワミがある帰依者に本当の全託につい
て話してくださったことがある。スワミによれば、
⼈⽣では⼤きな問題が続けざまに起こり、⼈間は
いろいろ起こる出来事を⾃分でコントロールしよ
うとしがち。スワミがおっしゃるには⼤抵、帰依
者は部分的な全託をするということ。同時に多く
の帰依者が完全な全託をすることを⾮常に怖がる
と指摘されている。全託とは何も期待していない
こと。スワミがこのことに関連して話すエピソー
ドは、ドラウパディーが公衆の⾯前でサリーを
引っ張られる話。最初の時点でドラウパディーは
サリーを⾃分で抑えて、状況を⾃らコントロール
しようとした。そうしている間には神様は助けに
来なかった。最終的にドラウパディーが、“その⾐
服を引っ張られても知ったことではない。完全に
神様に全託します”という姿勢になったときに初め
て、神様は助けに来られた。この出来事を伝え聞
くことは⾮常に⼤切だが、実践することは⾮常に
難しいことだと、スワミはおっしゃっている。こ
のような全託ができるようになるには、私たちの
帰依を深めていかなければならない」、「ギャー
ナヨーガ(叡智のヨーガ)においてクリシュナ神※1
が4つのタイプの⼈は全託することが出来ないと
おっしゃっている。⼀つは無知な⼈。つまり霊的
な知識がまったくない⼈。その場合は神のことを
まったく知らないので全託することができない。

ので戦った。これらの対照的な⼆つのことを⽐較
して考えると、全託とは必ずしも⾏動しないこと
ではないということ。全託の道においても、神に
よって与えられた思いによって⾏動することが必
要。そして、ここで⼤事なのは思いの中には神が
いるべきで、その上で⾏いをするということ。私
たちが全託の精神で⼀つひとつ⾏動していくこと
ができれば、⼈⽣のすべてを帰依のもとで⽣きて
いくことができると思う。もし⼀瞬⼀瞬を帰依の
⼼で⽣きていければ、それは全託だと思う。なぜ
なら⼀瞬⼀瞬が帰依の思いであるならば、その⼈
⾃⾝の思いがなくなるので全託になるだろうと思
う。その⼈が⾏ういかなる⾏動も、直接的であれ
間接的であれ、すべて神からのご意志によって
⾏っていくのだろうと思う。それ故、帰依から全
託に移っていくのではなくて、本当に帰依ですべ
てを満たすことによって、その道が全託になるの
ではないかと思う」、「⾃分の理解では、帰依の
道が最終的に全託に⾄ると理解している。Bro. B
がコメントしたように全託の道は、⼀⼈ひとり異
なるものだと思う。例えば、⾏動しない道によっ
て全託へ⾄ることがあるかもしれないし、あるい
は⾏動に満ちた全託の道があるかもしれない。⾏
動にも満ちていて全託にも満ちていた例が、ハヌ
マーン※3だと思う。ハヌマーンは神様の利益のた
めに、決して⾏動を⽌めることがなかった。

⼆つ⽬は怠惰な⼈。それは神のことについて知識
はあるけれども、実践しようと思わない⼈。三つ
⽬の⼈は知性をはき違えている⼈。例えば私たち
の多くは、この三つ⽬のタイプに分類されてしま
うのかも知れない。私たちは幾分か霊的知識が
あって、何らかの霊的な実践も含めて幾分かの帰
依をもって⾏っている。⾃分も含めてこの三つ⽬
のカテゴリーの中で、得られた知識をどのように
実践にするかを努⼒し奮闘している最中。Bro. A
がドラウパディーの話をしてくれたが、ドラウパ
ディーが⾃分で努⼒することをやめて、初めて神
様が助けに来てくれた。それはドラウパディーが
全託した時だった。それ以前には、ドラウパ
ディーは⾃分の⼒に⾃信をもっており、また⾃分
⾃⾝の考えのプロセスにも⾃信をもっていた。そ
の⼀⽅でアルジュナ※2は、⾃分⾃⾝の考えのプロ
セスをもっていた。マハーバーラタの戦いが始ま
る直前に、アルジュナは戦場を離れて森にでも⾏
こうと思った時があった。その時、⼼の中で相容
れない思いの葛藤があった。でも最終的にはクリ
シュナ神に全託した時に、クリシュナ神がその戦
争を戦いなさいと⾔った。先ほどのドラウパ
ディーの場合には、⾃分⾃⾝を助けるということ
をやめたときにクリシュナ神は助けに来た。でも
アルジュナの場合は逆だった。戦わないつもり
だったが、クリシュナ神が戦いなさいと⾔った
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そしていつも⾃分の唇に神の御名を唱えていた。
彼は本当に帰依の精神と全託の精神の両⽅を兼ね
備えていた。ランカーに⾏ったり、⼭を持ち上げ
た時の⼀つひとつの⾏動をハートに神を据えなが
ら⾏った。サイのセカンダリーハイスクール（中
⾼等学校）の先⽣で６⼈の学⽣を担当されていた
先⽣がいた。週の途中でスワミが朝のダルシャン
(聖者や神を拝⾒すること)でその先⽣を呼ばれ、
学⽣たちも皆呼んでくださる機会になった。その
学⽣たちとサイ クルワント ホールに⾏ったが、学
⽣の⼀⼈が酷い頭痛になっていた。他の学⽣さん
が“⼀⼈具合が悪いですよ”と⾔って、先⽣に助け
を求めた。その時、先⽣は“具合の悪い⽣徒の⾯倒
は先⽣がやるから、あなた⽅はダルシャンを受け
ていなさい”と状況を教えにきてくれた学⽣に⾔っ
た。でも先⽣は具合の悪い学⽣さんがいたことを
ついすっかり忘れて、サイ クルワント ホールに
⾏ってしまった。サイ クルワント ホールに着いて
座った途端に具合の悪い学⽣のことを思い出した。
直ちにサイ クルワント ホールを出て、さらにガ
ネーシャテンプルのところに来て、その⽇はダル
シャンが受けられないだろうと思った。ガネー
シャテンプルのところで先⽣は内なるスワミに“今
⽇はあなたのダルシャンを受けられないでしょう
か？今⽇は学⽣の⾯倒を⾒るのが義務でしょう
か？”と問いかけた。内なる声はその問いに答えて

例えば、2011年にスワミが⾁体を去られた後も
本来はスワミご⾃⾝でなければできなかったはず
のいろいろな出来事を助けてくださって、何とか
解決できた。⾃分の⾔葉だが、帰依を伴った全託
が⾮常に⼤切だと思う。プレーマヴァーヒニーの
中でスワミがおっしゃっているように全託も帰依
も同様に⾮常に重要であるが、ただどのように表
現するかが違っているのみ。全託というのは神へ
の愛の⼤切さを⽰している。帰依の道は、その愛
をどのように神に捧げるかを⽰している」などの
コメントの共有がありました。

※1 クリシュナ神：ヴィシュヌ神の化⾝、ドワー
パラユガにおける神の化⾝

※2 アルジュナ：『マハーバーラタ』の主⼈公と
も⾔える英雄。パーンダヴァ兄弟の三男

※3 ハヌマーン：『ラーマーヤナ』に登場する猿。
ラーマを深く信愛し献⾝をささげた

くれなかった。その時の先⽣の⾏動は、サイ クル
ワント ホールに⾏ってダルシャンを受けながら、
そうしている間に“スワミが学⽣の⾯倒をみること
がスワミの義務ですよ”と先⽣がスワミに祈ってい
た。皆が戻って、お昼の時間になると、頭が痛
かった学⽣さんが先⽣のところにやって来て“先⽣
ありがとうございました”と⾔った。どうしてあり
がとうと⾔われているのか、その理由がまったく
分からないまま昼⾷をとっていた。先⽣がその学
⽣に“どうしてありがとうございましたと⾔ったの
か？”と尋ねた。“あなたが私のところにやってき
て、この薬をくれて、それを飲んだら治ったので
ありがとうございました”と⾔いました。それを聞
いて先⽣はショックを受けた。なぜなら彼⾃⾝は
サイ クルワント ホールにいて、スワミのダルシャ
ンを受けていたから。再び“本当に私がやってきて、
私が薬をあげたのを⾒たのか？”と先⽣は聞いた。
“私はそんなにはっきりと覚えているわけではない
ですが、あなたが来てくれると聞いていたのであ
なたのことを考えていたのです”と学⽣が⾔いまし
た。そして薬をいただいたということ。先⽣はこ
の学⽣さんを送ってから、⾃分の部屋の祭壇でス
ワミに本当にありがとうございましたとお礼を
⾔った。全託することによって、スワミはすべて
を良きことに計らってくださる。本当にこの件だ
けでなくて数えきれない事例がある。
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6種類の味を盛り込んだ特別な供物を捧げることで
す。
また、暦の吟唱会を⾏い、その年にどんな⾏事

などを⾏っていくのかを僧侶が語ります。ウガー
ディパッチャディの6つの味は、⽢味は幸せを、酸
味は嫌悪感を、苦味は⼈⽣の苦難を、（そして最
後には幸せな解決）意味します。塩味は恐怖を、
酸味はその年に経験するであろう驚きを、⾟味は
その年に遭遇するであろう怒りを意味しています。
これに参加することで、⼈⽣は善と幸福だけでは
なく、多くの要素が混ざり合ったものであること
を理解することができます。さらに重要なことは、
霊的な道に集中するためには、これらすべての要
素を同じように捉えなければならないということ
です。

次のように分析すると、この祝祭の本質をより
適切に理解することができます。霊的な⼈⽣に新
たな⼀歩を踏み出し、⾃らの⽬的を達成するため
に⾃分⾃⾝に回帰するとき、それをウガーディと
呼ぶことができます。つまり、霊的なルネッサン
スをウガーディと呼ぶことができるのです。

スワミの御教えである以下の5つのマハースート
ラに従うことで、私たちは確かにウガーディ（新
しい時代）を創ることができます。

◉ 4/11（⽇）のオンライン スタディーサークル
は「ウガーディの霊的意義」について38名の参加
のもと話し合いました。Bro. Tが導⼊スピーチを
⾏いました。

カリユガ（現世）はプラマディ年、正確には紀
元前3102年2⽉20⽇に始まりました。新しいユガ
(年)の始まりという点を強調するために、私たち
の祖先はその⽇を「新時代の始まりの⽇（ウガー
ディ）」と呼んできました。この⽇が新しいユガ
の始まりの⽇であることから、「（Y）Ugadi（ウ
ガーディ）」と呼ばれるようになりました。

ウガーディは、毎年チャイトラ⽉の⽉が満ちて
いく２週間（シュクラ パクシャ／⽩分）の初⽇に、
新しい年の始まりを祝います。テルグ暦では、1サ
イクルに60のサムヴァトゥサラ（年）があります。
これからの１年は「Plavanama Samvatsara(プラ
ヴァナマ サムヴァトゥサラ)」と呼ばれています
（知識や英知の年、ならびに混沌さや不確実性の
年との意があるそうです）。

ウガーディの⽇は、家を掃除し、新しい服を着
て、マンゴーの葉やココナッツで家を飾り、家族
が信仰する神に祈りを捧げて祝います。象徴的な
のは、通常ウガーディパッチャディと呼ばれる、
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めている。ですので、ガーヤトリーマントラを唱
えると必ず良い結果が出る」、「清掃をするとい
う、この2番⽬の質問が当たらなければ良いなと
思っていました。掃除は苦⼿です。スワミの御講
話で、チェンナイが⽔不⾜で⼈々が苦しんでいた
時に、スワミが⽔を供給するプロジェクトをその
年のウガーディに着⼿するように決められたと読
んだことがあった。ウガーディというのはユガと
アディの組み合わさったもので新しい時代の始ま
りという語源があり、ブラフマー神※4が新しい世
界の創造を始めたと信じられていると書かれてい
た。その時、スワミはチェンナイの皆さんが清潔
な⽣活をできるようにするために、プロジェクト
を⽴ち上げられたということだった。ユガ（時
代）に幸福をもたらすことは物事の始まりなので、
やはり清潔にして神様を迎えたい。そういう気⾼
い望みを達成できるようなスタート地点として、
掃除をしたりする決意が重要かなと思う」、「ウ
ガーディは新年と伺ったが、私たちも新年を迎え
るために年の暮れに⼤掃除をする。なるほどと
思ったのは、⼤掃除をすることで⼼を整える、新
しい年を迎える。⼼を整えて、まずスタート地点
で新しい気持ちになる効果があるのではと思った。
⼼を整えるために⼤掃除をする両⾯があるのでは
ないかと思った。⼼を整えていくことで来るべき
新しい祝祭の意義を迷いなく直接知ることができ

できません。同様に、平安を実現するためには、
「私」（エゴ／アハムカーラ）と「欲しい」（欲
望／ママカーラ）を取り除かなければなりません。

これまでに平静さに救われた体験は？家や⼼の
中を清掃して祝祭を⾏う意義は？ウーガディの祝
祭を契機にどのような点を変えたいか？等につい
て話し合いました。
参加者の皆さんからは、「いろいろなことが

あって平静さにたどり着けるように奮闘している。
⼈前で話したりバジャンを歌ったりする時、恥ず
かしいですけれど、震えたり下痢をしそうになっ
たり緊張しすぎて動揺する。そこで全託してスワ
ミに捧げると、時々、凄く静かになり集中するこ
とで落ち着いて良いものを捧げられる経験がある。
平静になれたら、うまくいくといつも思う」、
「私もいろいろなトラブルを経験した時は、必ず
ガーヤトリーマントラを唱える。助けてください
と祈るが、テープの表と裏を2回唱える。終わった
後は必ず平静になれる。唱える前は⾃分の今の気
持ちはどういうものだろうといろいろ書き出す。
そうすると怒りややるせない気持ちがあるが、
ガーヤトリーマントラを唱え終わった後は私の中
に悪いものがあるのかも知れないとか、これは神
に感謝しなくてはいけないとか、全然違うフレー
ズが出てくる。書くことによってその違いを確か

U ‒（Unity in thoughts, words and deeds）思いと
⾔葉と⾏動の⼀致。

G ‒ (God is nowhere / God is now here ) 神は今こ
こにいます。これまでの多くのアヴァターの降臨
は、時間と空間の両⽅に神が存在することを何度
も証明しています）。プラフラーダとヒラニヤカ
シプの物語 -信者と⾮信者の物語のように。

A ‒（As you sow, so you will reap.）蒔いたとおり
に刈りとることになります。（⾏動を起こす前に、
最後に⾃分が何を求めているのかを選ぶ）。

ヴィビーシャナ※1は浄性を、ラーヴァナ※２は激
性を、クンバカルナ※３は鈍性を表していました。
私たちの⼈格や⼈⽣の結果は、私たちの⾏いに依
存します。

D ‒ （Dedicate all your actions to Swami.）すべて
の⾏動をスワミに捧げなさい。それは、川が海に
向かって流れるようなものでなければなりません。

I ‒ I want peace.私は平安が欲しい。恨みや憎しみ
などを抱いて平安を⼿に⼊れようとしても、それ
は不可能に近いことです。パッケージのカバーを
すべて取り外さなければ、中の製品を⾒ることは
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いうこと。怒っている時や⼼配している時など、
平静でない場⾯に直⾯した場合には、神の御名を
唱えることによって平静さを得る。そして、より
⼼をクリアにしていくことができると思う。それ
が平静さに関して⾃分が経験してきたことで、そ
れは⼀つか⼆つのことではなく、⾮常に多くの状
況や出来事の中で御名を唱えることが⾃分の平静
さを助けてきたと思う」、「祝祭には私たちの家
とか⼼をきれいに保っていかなければいけないと
思い出させてくれる意義があると思う。祝祭のた
めに家や⼼の中を清掃しなくてはならないのでは
なく、本当はいつもきれいにしておかなければな
らない。例えば古来の時代にも⼈々が⽣きていく
ために、とても忙しい時代があったと思う。ウ
ガーディにおいては直接的にも間接的にも平静で
等しくあるということが⼀つのフォーカスになっ
ている。それは何を意味するかというと、どれほ
ど私たちが忙しかったとしても、⼼の中のある⼀
定部分は平静さに向かわなければならないという
こと。そしてインドの伝統では決して祝祭の時だ
けにお祈りをするということはなく、家族の誰か1
⼈が毎⽇、家のどこかで必ずプージャ（儀式礼
拝）をする。⼦供の頃には家の中でおばあちゃん
が毎⽇プージャをしていて、⼦供たちが学校に⾏
く前にはお祈りしてから⾏くことを思い出させて
くれた。そして祝祭の意義は、様々な祝祭や１年

が的を得ていなくて、ただ責めている場合は“それ
はあなたの意⾒ですね”とやり過ごすように考える
ということ。⼆つのアプローチに対して、誰に対
しても絶対に憎悪を抱かないようにする。そして
怒りを避けることようにすること。これが批判に
直⾯した時に、平静をどう保つのかという、関り
⽅の実践的なスワミの御教えだ。また、何か⼈⽣
の中で論争などの場⾯がある場合はいつも、可能
な限りそのような討論や議論を⽌めるようにとス
ワミは説かれている。なぜなら議論があるときに
は、結果的に友⼈を失ったりする。そのようなこ
とがある場合はいつもバランスを保って、そのよ
うな状況を避けるようにする必要がある。これが
⾃分のこの質問に対する意⾒」、「スワミのもと
に来る前と来た後で⽐べてみると、スワミのもと
に来る前にはいろいろなことに⼼が乱れたり怒り
を感じたり、⼼が妨げられることが多かった。ス
ワミのところに来てからも初期の頃は同じだった。
でも、いろいろなスワミの御教えに接し、あるい
はそんなスワミの御教えを実践している多くの
⼈々を⾒て、知らず知らずのうちに⼼の乱れや⼼
配事を克服していくことに⾄った。ただ、思いを
コントロールすることができるようになって様々
な仕事、学業、その他のこともより効率的にでき
るようになっていると思う。これがスワミのとこ
ろに来る前と後でどのような違いがあったかと

る。今回はウガーディィのマハースートラという5
つの御教えをしっかり⾝に着ける。そのためには
コップの中に⽔が⼊っていると新しい御教えが⼊
らない訳ですから、⼼の中の不要な⽔をきれいに
掃除して新しい御教えがすっと⼊るように準備す
ることだと思った」、「平静さを⾃分のものにす
るという⾔葉が、今⽇のスタディーサークルで印
象に残った。以前に⾏われた、平 静さのスタ
ディーサークルの記録をもう⼀度読み直して、⾃
分にとってどうすれば平静をものにできるのかを
落ち着いて考え、リストに書いて⾏動につなげて
いきたいと思う」、「今⽇学んで⼼の内⾯の純粋
さは外⾯からきれいにしていくことが⼤切だと認
識できた。掃除とか⽚づけをもうちょっときちん
とやっていこうと思った」などのコメントの共有
がありました。

サイの学⽣の皆さんからは、「特段に平静に助
けられたという体験はないが、⼀般的なこととし
て申し上げたい。よく私たちの⼈⽣では批判など
されることがあるかと思う。批判に直⾯した時に
はスワミが教えてくださった例えを参考にしよう
と思う。もし批判された時には、⼆つのことを考
えなさいとおっしゃっている。批判している⼈の
⾔っていることが正しければ、受容して⾃分を正
さなければならないということ。でも、もし批判
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※１『ラーマーヤナ』の悪⻤ラーヴァナとクンバ
カルナの末の弟。

※２『ラーマーヤナ』に出てくるランカーの羅刹
（悪⻤）の王。

※３ラーヴァナの弟でヴィビーシャナの兄。神々
や⼈間に災いをもたらした罰として、半年眠って
⼀⽇⽬覚めるという⽣活を強いられていた。

※４ヒンドゥー教の三⼤神の⼀つ。

アリがやって来た時、待っていた砂糖の⼭のアリ
は、塩の⼭のアリに砂糖を⾷べるようにと勧めた。
塩の⼭から来たアリが砂糖をいただいた。砂糖の
⼭のアリが塩の⼭のアリに“砂糖の味はいかがです
か？”と聞いた。すると塩の⼭のアリは“これは
ちょっとしょっぱいね”と答えた。それを聞いた砂
糖の⼭のアリがびっくりして“ちょっと⼝を開けて
⾒せてください”と⾔った。そうすると砂糖の⼭の
アリが“⼝の中を空っぽにして、もう⼀回⾷べてく
ださい”と⾔った。そうして初めて塩の⼭から来た
アリは砂糖の味を気に⼊った。
私たち⾃⾝に関連づけることができる興味深い

お話だと思う。私たちの多くはすでに多くの悪い
考えだとか、ネガティブな考えが⼝の中に⼊って
いて、よいポジティブな考えが純粋に⼊ってこな
い状態になっていると思う。本当に愛とかポジ
ティブなものを味わいたいならば、私たちの中に
あるネガティブなものを取り去ってからでなけれ
ばいけないということ」等のコメントの共有があ
りました。

また、前週の⽊曜⽇のウガーディに関する
SSSMC（Sri Sathya Sai Media Centre）ライブサッ
トサングよりシヴァクマール先⽣（サティヤ サイ
⼤学）のお話の⼀部をご紹介しました。

を通して、このような⼤事な事柄をずっと⼼に保
ち続けていられるようにするためと理解している。
例えば平静について今⽇話し合っているが、以

前にもスタディーサークルで何回か話し合った。
インドの背景に基づけば、この時期が新年の重要
な時期になるが、どういったことを決意すべきか、
という点では、平静さを⾃分のものにしていくと
いう決意が好ましいのではないかと思う」、「ス
ワミは特に学⽣に対して清潔さの重要性について、
⾮常に良く指導されていた。⽖を伸ばして⽣活し
てはいけないと指導していた。スワミは⽖と髪を
特に清潔に保たなければいけないとおっしゃって
いる。それは個⼈的な意味での清潔さ。そして内
なる純粋さということに関して短いお話をしたい。
⼆匹のアリがいて、⼀匹のアリは砂糖の⼭の

てっぺんに住んでいて、もう⼀匹のアリは塩の⼭
のてっぺんに住んでいた。砂糖のてっぺんに住ん
でいるアリは本当に砂糖しか⾷べなかった。そし
て塩の⼭のてっぺんに住んでいるアリは塩しか⾷
べていなかった。ある時、塩の⼭に住んでいるア
リが砂糖の⼭に住んでいるアリに招待されて、砂
糖の⼭に⾏った。塩の⼭に住んでるアリは、砂糖
の⼭に住んでいるアリは塩を⾷べたことがないだ
ろうから塩を運んで⾏ってあげようとした。そし
て塩の⼭のアリは、⼝の中を塩で満たして砂糖の
⼭のほうへ向かっていった。砂糖の⼭に塩の⼭の
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以前のスタディーサークルで、“死”を意識しない
で普段過ごしているが、それではいけないという
話があった。⼈⽣の最終的な終着点に死があると
意識した時に、意識が変わったと思う。つい忘れ
てしまうが、⾃分たちの⽣には限りがある。そし
て、今⽇が最後かもしれないという原点に⽴ち戻
ることが、熱意に繋がっていくと思う」、「スワ
ミのエネルギーを拝⾒すると、太陽のように熱や
⾵を⾶ばしていらっしゃる。そのような点に⾃分
らしく倣っていけたら良いと思う」、「私も限り
ある⼈⽣だと思っている。なんとかこの⼈⽣で解
脱したいという思いや⽬的が私も皆さんもあると
思う。⽬的がはっきりしている分、解脱や神の愛
を忘れていると、こんなことをしている場合では
ないと気づく。限られた⼈⽣の中で神から与えら
れた課題は必ず全部クリアして、合格点が欲しい
という想いが⾃分の熱意になると思う」、「コロ
ナ禍の中でもスタディーサークルのおかげで充実
した期間をいただいて、すごくありがたいと思う。
いろいろな⽅法があると思うが、私の場合は⽬に
⾒える所があまりにも汚いとやる気が起こらない
ので、まず掃除をする。⼤抵、CDをかけながら⼤
声でバジャンを、何回も歌うとスワミとつながり
エネルギーを頂ける」、「⾃分の悪い⾏いの結果
が戻ってきたときも喜んでいるように、いつも⾃
分に⾔い聞かせ、覚悟をしている。聖書に“右⼿が

◉ 4/14（⽔）のオンラインス タディーサークル
ではプレーマヴァーヒニー第63節 「あなた⾃⾝
の⽋点に注意を払い、誠実で、喜びに満ちていな
さい」について56名の参加のもと話し合いました。
Bro. Sがパラグラフを選び、趣旨説明しました。

他者の⽋点を⾒ることをどのように避けること
ができますか？どのようにコメントをポジティブ
に受け⽌めることができますか？どのように熱意
を培うことができますか？どのように落ち込むこ
とを避け、いつもエネルギーに満ちていることが
できますか？などについて話し合いました。

参加者の皆さんからは、「今は⾃分のことで忙
しく余裕がない状況で、他者の⽋点を⾒るような
こともない。コメントをポジティブに受け⽌める
ことができるかという点では、直接、本⼈にコメ
ントを出すということは、それが悪いコメントで
ある程とてもエネルギーが必要なことなので、逆
に⾃分のためにエネルギーも時間も費やして⾔っ
てもらえて有難く感謝している」、「⼈の⽋点は、
受け取る⼈によってどこが⽋点なのか異なると思
うので、正確に把握することができないと思う。
あまり責められたりすることはないが、会話の中
に何か引っかかることを振り返ってみて⾃分の⽋
点を⾒つけることができるかと思う」、「何回か
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という思いを抱く時に得られるのが熱意ではない
かと思う。⼦供が何かに取り組むとき、例えば遊
ぶことでも⾷べることでも、どんなことでも喜ん
で取り組む準備ができている。どうしてそれがで
きるかというと、⼦供たちは⾏動の結果を期待し
ないから。私たちは年齢を重ねると、⾏動から結
果を期待するようになってしまう。期待した結果
にならない場合には悲しく思ったりする。期待し
た結果にならないかも知れないと恐れたりするか
も知れない。例えば幼児が最初、歩き始める時期
がある。⾚ちゃんが突然⾛りだすことはない。最
初は座ることから学び始めなければならない。そ
して床を這いまわり、何かにつかまり⽴ちするこ
とを始める。つかまり歩きを始めてからも、転ん
だり倒れたりしながら学んでいく。そのように倒
れたりしなければ、どのように歩くかを学んでい
くことができない。同じように私たちのいかなる
経験も、いかにして霊的な道のゴールに向かって
歩いていくかを教えてくれている。（中略）スワ
ミがよくおっしゃるのは、私たちは⾦とか⾼価な
装飾物を必ず鉄製のケースにしまっておく。同じ
ように、幸せは必ず悲しみというケースに包まれ
てやってくる。その悲しみというケースを取り去
ることで初めて幸せがやってくる。そういった教
訓をしっかり学び取れば、どんな時も熱意に満ち
ていることができるのではないかと思う」、

⼀緒に神を想う仲間がいて、⼀緒にバジャンを
歌うことでエネルギーが上がっていると感じる」
などのコメントの共有がありました。

サイの学⽣の皆さんからは、「もし⼀本の⼈差
し指で他者を指させば、残りの指は全部⾃分のほ
うを向く。そのことをよく覚えていれば他者の⽋
点を⾒るということを忘れるのではないか。必ず
しも個々のコメントをポジティブに受け⽌める必
要はないと思う。最初はどういうコメントかをよ
く分析して、そのコメントをくださった⼈のこと
も分析して、どのような意図でコメントがなされ
たかを考えることもできる。いろいろ分析して受
け⽌めるか、あるいは脇に置くかを取捨選択する
ことができる。分析して取捨選択することで、ネ
ガティブな思いに駆られることはないと思う」、
「誰もが優越感とか劣等感をもったりしている。
そこで中⽴であることを練習していかなければい
けない。ある⼈にとっては間違ったことでも、他
の⼈にとっては正しいということもある。なぜな
ら⼀⼈ひとりが⽣まれ育った環境が違うから。あ
る⼈の⾔葉や⾏動がポジティブでなかったなら、
最初は無視することもできる。それがその⼈の⽣
き⽅だと考えて⾃分⾃⾝の⽣き⽅に集中している
ことができる」、「熱意に関して、何かに初めて
取り組む時、あるいはこれが最後の取り組みだ、

していることを左⼿に知られてはいけない”という
御⾔葉がある。個我意識(⾝体との誤った⾃⼰同⼀
視)があるとサーダナするときに気を付けないとい
けないと思っている。完全にはできないが、期待
すると落ち込むこともあるので、個我意識がない
ようにいつも⼼がけている」、「⾃分のことを思
い返してみると、体が健康で調⼦が良く順調に
いっている時には、とてもエネルギーにあふれて
いる。

反対に⾝体のどこかに痛みがあったり、不健康
な状態で何か物事が順調にいかないときには、ど
うしても気持ちもエネルギーもダウンする。こう
いう浮き沈みを避けていつもエネルギーに満ちて
いるためには、根本的な意味で、神の意識の実現
段階までいかないと解決にならないと思う。私⾃
⾝はとてもそんな意識には⾄っていないが。調⼦
が悪いだけでエネルギーが不⾜するのは何故なの
かと考えると、その瞬間に⾝体のほうに意識が
いったり、物事のほうに意識がいったり、⾃分⾃
⾝が神であるとかいつも神が共に歩んでくださっ
ているということを忘れてしまっている。どんな
ことも神に預け、⾃分のすべてを委ねて、すべて
神が導いてくださっていると思い出すことが、い
つもエネルギーに満ちているためには必要と思う。
もう⼀つ、サットサングで皆と共に歩むこと。
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いつもそこにつなぎ留められていることができる。

あるプラシャーンティニラヤムの教授が、スワ
ミに“仲間の中で最善のものは何か”と聞かれたこ
とがある。もし⼈間世界の中で善い仲間を⾒つけ
ようとすれば、⾒つけられるけれども、それには
制約があるとおっしゃっている。友達や両親は私
たちをある程度まで助けてくれるが、神だけが本
当に最善の仲間ということ。いかなる帰依者も個
⼈的にスワミをハートの中にもっておかなければ
いけないとおしゃっている。

そしてスワミと直接的な会話をしていかなけれ
ばならない。最初は神との会話を始めることは難
しいことだと思われるかもしれない。⼀度できる
ようになれば、私たちは独⽴した⼈になれる。ス
ワミが2011年に⾁体を去られた時にはとても悲し
かったが、同時に教授が“スワミが⾁体を去られて、
今がスワミと会話を始めるためのベストな時です”
と教えてくださった。スワミが⾁体をまとわれて
いた時には、皆がスワミの姿を⾒たいと思ってい
た。今は⾁体としてのスワミの傍にいるという幸
運は得られないが、それ以上の幸運は⼀⼈ひとり
に合った形でスワミがハートの中に居てくださる
こと。スワミが私たちそれぞれのハートの中に鎮
座してくださっていることを悟らなければならな

このようなことをいつも覚えていて、熱意を持
ち続けられるのではないかと思う」、「霊的な実
践や、⽇常⽣活での実践がエネルギーを維持する
上でとても⼤切。例えば運動して汗をかくという
ことが、ネガティブなエネルギーを取り去ってく
れる。より⾝体も活性化することを経験する。そ
して浄性の⾷物を摂ることが⼤事。また神の物語
を聞いて感謝していることも私たちを幸せにして
くれる。⼩さな善い⾏いの実践は私たちのエネル
ギーを引き上げてくれる。つまり⾁体的な運動と
霊的な実践の両⽅がポジティブなエネルギーを増
幅して、私たちを引き上げていく上で⼤事だと思
う」、「三つ⽬の質問が⾃分に来るとは考えてい
なかったが、これは若者にとって特に⼤事な質問
だと思う。鬱というのはどのような状態かという
と、負のスパイラルに陥ってしまった状態で、⼼
が完全に希望を持てずにポジティブなものがまっ
たく⼊ってこない状態。これを避けるために⼀番
⼤事なことは、いつも善い仲間といることだと思
う。善い仲間と共にいることによって、感覚がど
のようなことに向けられるかという点が良くなる。
⾃分⾃⾝の経験では、感覚がネガティブなものに
接すると⾃分⾃⾝の統合性が失われるのを感じる。
そういった点で、数えきれない御講話の中でスワ
ミが善い仲間の重要性を教えてくださっている。
善 い 仲 間 を も っ て い る こ と に よ っ て 、

「多くの⼈が熱意をもつことできないのは、⼤局
的な視点を持つことができていないからではない
かと思う。スタディーサークルの場合もそうだが、
例えば何かの質問に、熱意をもって答えることが
できる時と思いつくまま答えることもあると思う。
ちゃんと⼼の中で熱意をもって答えることができ
るのであれば、⾃⾝以外に参加している皆様にも、
ポジティブなエネルギーを送って貢献することが
できると思う。もしその機会を逃すとエネルギー
を伝える機会を逃したり、他者が良くなるように
貢献する機会を逃すことになると思う。何であれ
熱意をもっていないならば、機会を逃すことにな
ると思う。⼈類が森に棲んでいた時代から、洞窟
に住むようになって、現在では⽴派な建物に住む
ようになった。そのような進化を遂げる過程では、
⼀⼈ひとりが他者に多くの貢献を⾏うことによっ
て進歩してきたと思う。私たちは特に熱意をもっ
て他者に貢献してきた⼈々を覚えている。どれだ
け多くの⼈がこれまでの時代に⽣きていたとして
も、スワミ ヴィヴェーカーナンダ※1やマハトマ ガ
ンジー※2などを覚えている。⼈類の進歩に意欲的
に貢献した偉⼈や聖者たちを、⼈々は覚えている
ということだと思う。⼤局的に私たちがどういう
道を歩んでいるのかということを理解する必要が
ある。そして今、私たちが得ているいろいろな機
会のことを理解していることが⼤事だと思う。
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◉ 4/18のオンライン スタディーサークルでは
「現代におけるラーマの重要性」について50名の
参加のもと話し合いました。Bro. Rが導⼊スピー
チを担当しました。

ラーマーヤナは数千年前のトレーターユガ(ラー
マが降臨した時代)での出来事です。当時の状況は
異なり、⼈々やその⽣活、⽣き⽅も異なります。
⽂字通りのラーマ※1の⼈⽣を考えてみると、その
アヴァター(神の化⾝)の⽬的は悪⼈であるラー
ヴァナ※2を殺すことでした。

しかし、21世紀の今、なぜラーマについて議論
したり、知ったりする必要があるのでしょうか。
ラーマーヤナの物語と現代との関連性は何か？こ
れは誰もが⼼に抱く最も⼀般的な疑問でしょう。
この重要な疑問を理解するために、ラーマの⼈⽣
からその特徴や最も重要な教訓を掘り下げてみま
しょう。ラーマの⼈⽣は、災難の連続でした。王
国を失い、森の中でついには、妻を誘拐されて失
います。興味のなかった残酷な戦争を戦い、妻を
取り戻します。妊娠していた⼤切な妻に対して⾮
常に不親切な発⾔をせざるを得ず、妻を連れて森
に置き去りにしてしまいます。彼の⼈⽣で以降
シータを⽬にすることはありませんでした。彼の
⼈⽣は苦難に満ちていました。しかし、それでも

い。それを理解したのであれば、ネガティブさに
よって落ち込むことはない。それをいつも実践し
ていくことが必要で、スタディーサークル、バ
ジャン、ヴェーダなどのいずれもそのことを悟る
ためだと思う」などのコメントの共有がありまし
た。

また、第94回御降誕祭におけるサイ⼤学卒業⽣
の皆さん（現SSSMC; Bro.プレム、Bro.アメイ）の
「ヴァーヒニーシリーズの学び⽅」に関する講演
動画をご紹介しました。

※１ スワミ ヴィヴェーカーナンダ：インドのヒ
ンドゥー教の出家者、ヨーガ指導者、社会活動家。

※2 マハトマ・ガンジー：⾮暴⼒を⽤いたサッ
ティヤーグラハ運動を⾏う。インド独⽴運動の⽗
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ベルはそのように⾼いものでした。戦場では、
ラーマがラーヴァナの⾺⾞の御者や⾺を殺すこと
もありました。ラーマはさらに、ラーヴァナの⼸
を折って丸腰にしてしまいました。真の王のダル
マによれば、戦場で敵が丸腰であれば、殺すこと
も戦うこともできません。それ故、ラーヴァナが
シータを奪ってラーマに多⼤な苦痛を与えた後で
も、ラーマはラーヴァナを殺さず、休んで明⽇武
器を持って戻ってくるように⾔い、殺さずにラー
ヴァナを返しました。これもまたラーマのバラン
スのとれた、ダルマのみを保持した⼈格によるも
のでした。どんなに難しいことでも、命に関わる
ことでも、ラーマは正しいことだけを選びました。

ヴァーリとスグリーヴァという双⼦の猿の兄弟
がいました。ヴァーリは⾮常に強い⼒をもってい
ましたが、プライドとエゴの塊でした。ラーヴァ
ナも、その⼒の強さに恐れをなしていました。
ヴァーリはその時代に⽣きていた⽣物の中で最

も強⼒な者でした。彼はスグリーヴァの妻を捕ら
え、スグリーヴァの過ちを⼝実にスグリーヴァを
彼らの王国から追い出しました。弟の妻を捕らえ
て虐待することはダルマに反していました。スグ
リーヴァは4⼈の⼤⾂と⼀緒に⼤きな悲しみの中、
⼭に留まりました。2⼈の兄弟（ヴァーリとスグ
リーヴァ）の⼒と能⼒について考えれば、論理的

ケーイ（その欲のために、ラーマは森に送られ
た）3）シュールパナカー（その欲望と復讐⼼のた
めに、シータ(ラーマの妃)はラーヴァナ※3に誘拐
された）でした。
この3⼈の⼥性の嫉妬、貪欲、欲望が、ラーマの

困難に満ちた⼈⽣を設計したのです。 ラーマでさ
え、この3⼈が⾃分の⼈⽣のあらゆる問題の原因と
なっていたことを知っていましたが、彼は決して
彼⼥らに⽂句を⾔ったり、⾮難したり、怒ったり、
間違った⽅向に考えたりしませんでした。これが
ラーマのバランスのとれた⼈格です。ラーヴァナ
がラーマに殺された後、ラーヴァナの息⼦たちも
皆、先に殺されてしまったので、最後の葬儀を⾏
うことができたのは、唯⼀⽣きていた弟のヴィ
ビーシャナだけでした。ヴィビーシャナは⾮常に
ダルマ(正しい⾏い)に沿った⼈物で、ラーマの側
を選びました。ラーヴァナがラーマに多くの苦痛
を与えたので、ヴィビーシャナは最後の葬儀をす
ることに同意しませんでした。
そこでラーマは、「ラーヴァナはあなたの兄で

あり、私の兄弟でもある。もしあなたが⾃分の兄
弟を丁重に⾒送らないのであれば、私にはそうす
る⽤意があり、ラーヴァナの葬儀を実⾏します」
と⾔いました。また、ラーマは、ラーヴァナの悪
⾏を罰したので、今はラーヴァナに対する復讐⼼
や怒りはないと⾔いました。ラーマの親切⼼のレ

彼の⼈⽣は偉⼤な意義を持っています。ラーマの
意義は、⼈⽣の状況にあるのではなく、そのよう
な悲惨な⼈⽣の状況の中で彼がどのように⾏動し
たかにあります。深刻な苦難の中にあっても、彼
は誰かを怒ることもなく、誰かを罵ることもなく、
イライラすることもなく、すべてを優雅にこなし
ました。それゆえ、解脱を求める⼈々、霊的な探
求者たちは、苦難のような状況下でどのように⾏
動するかを学ぶために、優雅に⽣きるラーマを選
びました。もし、これらのことが私の⼈⽣には起
こらないと考える⼈がいたら、それは愚かな⼈で
す。なぜなら、外的な状況はいつでもうまくいか
なくなる可能性があるからです。賢い⼈は、「⼈
⽣が深刻な状況に追い込まれたとしても、私は優
雅に⾏動しよう」と考えます。

それ故、今⽇でもラーマの原則を理解すること
は⾮常に重要です。実際、ヴァールミキ・ラー
マーヤナには、「ラーマーヤナは、最後の⼈間が
地球上を歩くまで私たちに関係し続ける」と書か
れています。今⽇は限られた時間の中で、私たち
の⽣活にも取り⼊れることのできるラーマの重要
な原則について少し掘り下げてみましょう。ラー
マを苦境に追い込んだ3⼈の重要な⼥性とは、1）
マンタラー（王妃カイケーイのメイドで、カイ
ケーイの⼼を毒して、欲を植え付けた）2）カイ
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き⼤きなポイントだと思う。怒りと平安とを⽐べ
れば、平安のほうが良いに決まっているのだから、
すっかり忘れてしまって相⼿を許すことが、⾃ら
が成⻑することだと思う。⾃分も気がついていな
いだけで間違いをいっぱい起こすわけだが、誰か
に許されていることがあると思う。⾃分のことだ
け忘れて誰かを許すっていうのも、ある意味では
エゴっぽいところがある」、「時々、何かを⾏っ
た後にその出来事が⼼に引っかかることがある場
合は、間違っていたのだろうなと思い、そうした
ら次はどうしたら良いのだろうと考える。良⼼が
教えてくれていると思うので、良⼼で識別できた
ら良いと思う。何を指標とすれば良いかという点
では、今⽇教わったように⾃分にとっても相⼿に
とっても幸せである⼀番良い⽅法を⽬標とした
い」、「ラーマのバジャン(神への讃歌)をしてい
るが、ラーマのことをすっかり忘れているなと
思っていた。アートマダルマ（神我のダルマ）と
いう内なる促しを⼤事にしていきたいと思う。こ
このところネガティブな考えばかり浮かんでいて、
今⽇話し合われていたテーマがかなり胸に響いて
いる（中略）内なる促しを⼤事にしていきたいと
思う」などのコメントの共有がありました。

サイの学⽣の皆さんからは、「ラーマの原理の
中で最も好きなのは忍耐の側⾯。⼀⼈ひとりの⼈

の内容と重複するところがあるが、やはり⾃分を
⼀番最後にすることが⼤切なことなのだと思っ
た」、「（前略）世俗の考えに揺さぶられてはい
ない泰然とした神聖さ、内⾯に向かうところがと
ても響いた。スワミも愛を通してラーマを悟りな
さいとおっしゃっていて、ラーマと⼀つになるこ
とが真の解脱です、という御⾔葉もあったので、
⾃分の中でも⼤事な点と思う」、「（前略）今
ラーマのお話を聞いていて平等⼼が出てきた。傷
つけた⼈も、その後誰かとの関係で傷つくことに
なる。やはり神様は⾃分の⼦どもを愛するからこ
そ罰する。罰されるということも神様から愛され
ていることだから、⼈間として平等なのかなと
思った」、「もしいつまでも傷つけられたことを
覚えていれば、ずっと怒りが忘れられず⼼に傷を
つけてしまうと思う。特に霊性修⾏者は怒りが
もっとも⼤敵な感情とスワミはおっしゃっている
と思う。（中略）世の中が本当にパーフェクトに
できていると⾔われていて、⾃ら蒔いた種を刈り
取ることになっていて、公平になっている。その
ように理解することで少しは楽になるのではない
かと思う。しかもカルマの法則(因果応報)は、成
⻑を願った神の意図だと思うので、決して罰とし
て与えられているわけでないと理解しておくべき
かと思う。何よりも忘れることによって得られる
ものは平安だと思う。平安こそ私たちが求めるべ

には、ラーマは⺟シータを取り戻すためにヴァー
リに近づくべきだったでしょう。しかし、そうせ
ずに、ラーマはスグリーヴァと親しくなることを
選び、ダルマに反したヴァーリを罰しました。こ
のエピソードにおいてラーマは、⼈は「簡単で間
違った道」よりも「困難でも正しい道」を選ぶべ
きであるということを明確にしました。

ラーマのどのような原理に⽇常⽣活において従
いたいか？それはなぜか？他者に傷つけられたこ
とを許し忘れることをどのように取り⼊れるか？
その利点は？ダルマの道とアダルマの道とをどの
ように識別するか？などについて話し合いました。

参加者の皆さんからは、「ラーマはダルマの化
⾝ということで、ダルマを⾮常に守ったことを本
で読んだ。その中で私が印象に残っているのがダ
ルマを守る動機がいつも他者を愛するためで、お
⽗様の約束を守るためとか、国⺠や兄弟やシータ
のためとか常に誰かのことを思ってダルマを⾏う
ので、すごいと思っていた。私が同じダルマを⾏
う際には⾃分が正しいことをしたいと思うことが
多い。⾃分を無くして他の⼈を優先して、それが
ダルマにかなったら良いと思う」、「僕もラーマ
をダルマの化⾝と思っている。先ほどの“許し”で
も以前のスタディーサークルでのクシャマ(堪忍)
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とより幸せなものの⾒⽅を与えてくれると思う。
個⼈的にはこの2つの御教えが⾮常に重要なポイン
トだと思っていて、ぜひ⾃分⾃⾝の⽇常⽣活に取
り⼊れていきたいと思う」、「許し忘れなさいと
いうフレーズをスワミがおっしゃっていることは
殆どの帰依者がよくご存じだが、そのことを知っ
ていても実際に直⾯した時には⾃分⾃⾝のコント
ロールを失ってしまうということだと思う。その
場で復讐的なことをしてしまうとか、ずっと怒り
を抱き続けることになると思う。実際に起こった
時の感覚やハートのコントロールが⾮常に⼤事だ
と思う。もう⼀つ覚えておくべきことは、起こり
える⼆つの出来事があると思う。⼀つは何かが過
ちによって起こってしまう場合。何か悪い傷つけ
る意図があったわけではないが、間違いによって
起こってしまったとか、何か起こることを過⼩評
価してしまって実際に起こってしまったケースが
あると思う。意図的でない場合にはその⼈との⼈
間関係を考えながら、やり過ごすことができると
思う。⼆つ⽬が意図的な場合。過ちによって意図
的にそうしてしまった⼈を許すことも⼤事。過ち
を正すことも考えられる。例えばラーヴァナは多
くの過ちを意図的に⾏ってきたが、ラーマは彼の
多くの過ちが罰されるようにした。ラーマはラー
ヴァナが罰された後で許した。結局意図をもって
悪い⾏いをした⼈は罰される結果になるというこ

た後でも、その時⾝籠っていたシータを森の中に
送り込まなければいけなくなった。決して誰もそ
のような⼈⽣を送りたいとは思わない。でもラー
マの場合にはそのような様々な困難を顔に微笑み
を浮かべながら直⾯していった。アヨーディヤの
王になると⾔われた時でも、森に⾏く時にも同じ
ように微笑みを浮かべていたとスワミはおっ
しゃっている。ラーマが⽇常⽣活においてこれが
⼤事であると教えてくださっているポイントだと
思う。2つ⽬のラーマの⼤事な原則も “許し忘れる”
ということになると思う。⾃分⾃⾝の⼈⽣ではこ
の2番⽬の原則の“許し忘れる”に⾮常に⾼い優先順
位を与えたいと思う。先程Bro. Rがどのように
ラーマがラーヴァナの過ちや罪を許したかという
ことを話してくれた。もしラーマがラーヴァナを
地獄に突き落としてランカーのすべてを破壊して
も、誰もラーマに間違いがあるとは⾔わなかった
でしょう。でもラーマはラーヴァナを許すことを
選んだ。許し忘れることは平等⼼や平静さにおい
ても、役割を果たすことだと思う。私たちの⽇常
⽣活の中で平安を失ってしまう多くの場合は、過
ちを犯した⼈に対して怒りを感じてしまうことが
原因。より幸せになっていく出発地点は、前⽇に
起こったどんなことも忘れていくことであり、そ
れによって毎⽇の幸せが始まっていくと思う。そ
してフレッシュに新しい⽇を始めることは、幸せ

を尊重してきたこと。あるエピソードでラーマと
シータとラクシュマナ(ラーマの弟)が森に住んで
いた時に、⻑い距離を歩いて、シータはとても疲
れていたがラーマには直接そのことを訴えていな
かった。突然、ラーマが座って⾜に刺さった棘を
抜く⾏動をした。ラーマが他の⼈の思いを汲み
取って、愛を⽰しケアをする姿勢がとても好き。
ラーマーヤナ全体を読めば分かることだが、ラー
マーヤナは⼀⼈ひとりのことをすべて存じている
⽅。すべての出来事はあたかもラーマが何も知ら
なかったかのように起こっていく。それは⾯⽩い
点だが、私たちが忘れてはいけないポイントだと
思う。本当は、神様は⼀⼈ひとりのことをご存じ
で、彼こそが物語全体を引き起こしておられる⽅。
私たち⾃⾝はこのドラマの中で⼀番⼤事な登場⼈
物だと勝⼿に思っているが、ラーマーヤナから学
んでいくことが⾮常に⼤事だと思う」、「私は
ラーマの中で⼀番⼤事な特性は平静さだと思う。
Bro. Rが話したように、ラーマの⼈⽣を⾒れば

本当に苦難に満ちていた。考えてもみてください。
前の⽇には彼はアヨーディヤの王になると⾔われ
ていて、次の⽇の朝にはこのアヨーディヤを去り
森の中で14年間も暮らすようにと⾔われてしまっ
た。ある時には、朝にはシータと話していたが、
何時間もするとシータが誘拐されて離れ離れに
なってしまった。そしてアヨーディヤに帰ってき
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がある。それが私たちは神であるとスワミがおっ
しゃっている理由。良⼼にチャンネルを合わせた
途端に何が正しくて何が間違っているのかが分か
るようになる。それこそがラーマの⾏いに基づい
ている。彼は⼈間として⽣きた⽅だったが、同時
に良⼼に焦点を合わせた⽅だった。であればこそ、
多くの⼈⽣に苦難や困難があっても、すべてのこ
とを正しく振る舞うことができた。同様に私たち
もスワミの御教えを学び実践し、⾃信を持って正
しく振る舞えるようになる必要がある」などのコ
メントの共有がありました。

また「ラーマの偉⼤さ」に関するサイ⼤学の学
⽣寮が配信するスワミの御講話動画をご紹介しま
した。

※1ラーマ：約25,000年前に降臨したヴィシュヌ神
の化⾝、美徳と正しい⾏いにおける最⾼の模範。

※2ラーヴァナ：『ラーマーヤナ』に出てくるラン
カーの羅刹（悪⻤）の王。

ソフトウェアとはマインドのこと。⼈は皆、何が
正しくて何が間違っているか本当は知っているは
ずなのに、間違ったことを⾏うことがある。その
理由は、ソフトウェアに沢⼭のウイルスがまとわ
り付いてしまっていることにより、⼼の中に悪い
特質が⼊り込んでしまっているから。⼼にまとわ
りついているウイルスが内側の⼼の声を邪魔して
しまう。悪い⾏いをした時でも内側の声を無視し
てしまうことによって、それを繰り返してしまう。
⼈間はグルからの導きを⼈⽣において必要として
いる。グル（霊性の導師）というものがソフト
ウェアのアンチウイルスソフトになっている。⼈
が誠実にグルの導きに従おうとするならば、間違
いなくより良くなっていくと思う。それが、スワ
ミが9つの⾏動規定などを与えてくださっている理
由。スワミは多くのヴァーヒニーを書いてくださ
り、多くの御講話もくださった。それが与えてく
ださっているガイドラインであり、それを通して
実践し、より良くなっていくことができる。今⽇、
グルや神など、良⼼以外の外側のシステムに依存
する度合いが⾼まっているとスワミがおっしゃっ
ていた。スワミは私たち⾃⾝がより独⽴した⼈間
になることを望んでいらっしゃる。私たち⾃⾝の
中でこの⾏いがどうか判断できるようになってい
く。⼈が歩むべき旅路というのは⼼によって動か
されるのでなくて、良⼼によって動かされる必要

とも重要。罰された後には⼀切の怒りを持つべき
ではない。ラーマはラーヴァナに対して何の怒り
ももっていなかった。ラーヴァナを罰するという
ことがラーマにとっての義務だった。これが許し
忘れるということに関する私の⾒解。誰であれ悪
い⾏いを意図的にしている⼈は罰される運命にあ
る。ただそういった⼈たちが罰されるのは、個⼈
的な怒りによるのではなく、本当に正しい⼼でさ
れるべきだと思う。（中略）例えば戦争の時に
ラーマがラーヴァナを許した場⾯があった。ラー
マはラーヴァナが⾏ったいろいろな悪い状況を戦
場で中和することが必要だと考えたのではないか。
ラーヴァナは武器を失って丸腰になっていたので、
それ以上周りの⼈を傷つけることはできない状況
になっていた。それで⼀度、⾃分の城へ戻ること
を許された。その後、ラーヴァナの葬儀を⼤いな
る尊重の念をもって⾏なった」、「スワミは、誰
にも何が正しくて何が間違っていると⾔ってもら
う必要はないとおっしゃっている。⼈というもの
は⽣まれたときから何かの⾏動をずっと続けなけ
ればならない。そして神様が内側のフィードバッ
クシステムを⼈に備え付けている。どんな⾏動を
⼈間がしても、直ちに内側からの良⼼が正しいと
か間違ってるとかフィードバックが働くように
なっている。問題が起こるのは、どのようなソフ
トウェアが埋め込まれているかということ。
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ら悩みが消えてしまった。スワミとの出会いの中
で、同様に⾃分の⼼の中が変わると現実が変わる
ことを何回も体験した。体験をするうちにだんだ
ん少しずつ確信になっていくと思う」、「物事を
⾒たときにその⼈それぞれの捉え⽅が違っていて、
それぞれの⾝体意識があり、個⼈の覚醒度合いも
異なっている。そのため、書物を学ぶことと体験
することは明らかに全然違うと思う。書物を学ん
で、それを実践してこそ初めて実感できると思う。
ラーマーヤナの叙事詩は皆さんのハートの中で今
もなお続いており、ブラフマンの意識に到達する
まで続くものだと思う。25節の話にあった粘⼟と
壺のように、⽷と布の話もよく出てくるが、結局
粘⼟や⽷はブラフマンだとして壺や布は私たちが
⾒ている形。でも本当の本質は粘⼟とか⽷」、
「書物を学ぶことはすごく⼤事だと思う。⾮⼆元
性の世界を知るとそのゴールを⽬指せる。ただ⼈
に伝える際に体験してないことを語っても意味が
なく、なぜそれを伝えるかというと⾃分が体験し
て助かっているから⼈を助けたい、というように
伝える時には体験が⼤事だと思う」、「お⽉様を
⾒ていないときはエネルギーとしてしか存在して
おらず、それを私たちが⾒るということで物証と
して現れているという⼀つの⾒解があるようです。
これは私たちの意識が物事を作り出している⼀つ
の科学的な⾒解。外部に⾒ているものは私たちの

◉ 4/21のオンライン スタディーサークルではプ
レーマヴァーヒニー第24節、25節「⽬に⾒えるも
のが実在であると誤解してはならない」、「客観
的世界は夢の世界と同じくらい⾮現実的であるこ
とを理解しなさい」について50名の参加のもと話
し合いました。以前にも「⾮⼆元性」のスタ
ディーサークルを提案してスピーチを担当してく
ださったBro. Bがパラグラフを選び、趣旨説明を
⾏いました。

外界の世界は⾮真であることをどのように確信
し、⾮⼆元性を達成できるのか？スワミは書物を
学ぶことと体験することを区別されている。なぜ
それらは区別され、体験が重要であるのか？⽇常
⽣活において、どのように絶えず帰依した状態で
いられるのか？について話し合いました。

参加者の皆さんからは、「とても難しいと思う
が、外の世界は移り変わっていくので、真実では
なく、⾒えないものが存在する。私たちはスワミ
(聖者などの尊称)だと思っているが、それを⼼に
留めて⽬に⾒えるものと⾒えないものを意識しな
がら、ブラフマン※1の意識を常にもっているとい
つかはそこに到達できるかなと思う」、「私はス
ワミと⼀番最初に出会った時に物凄い悩みを抱え
ていたが、スワミに会った途端に本当に⼼の中か
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例えば⾃分の祖⽗⺟は世俗的な意味ではそれほ
ど教育を受けた⼈ではなく、⼤学にも⾏かなかっ
たが、霊的な側⾯からの知識にはかなり完全性が
あり、彼らと話すととても幸せになる。それは祖
⽗⺟の語ることは、スワミがおっしゃることに
チューニングがあっているから。⽂献を学ぶこと
と、その実践をすることは、ラーマーヤナの中で
も強調されている箇所がある。ラーヴァナ※２と
ヴィビーシャナ※３の違いは⾮常に明⽩なところが
ある。ラーヴァナはありとあらゆる学術をすべて
マスターしていた。でも⾃分⾃⾝の欲望は征服で
きなかった。どれほどラーヴァナに学術的な知識
があってもラーマのことを⾄⾼の存在と認識する
ことができなかった。
その⼀⽅でヴィビーシャナの場合にはラーヴァ

ナほどの知識がなかったにもかかわらず、ラーマ
を神として認識することができた。なぜならヴィ
ビーシャナはブラフマンに関係する体験があった
から。その結果としてヴィビーシャナはラーマの
ことを神ご⾃⾝として認識することができた。
ヴィビーシャナほど⽂献を実践することが本当に
⼤事だと⽰した⼈は他にいないのではないかと思
う」、「この点に関してはスワミが例を挙げてく
ださっている。おいしい⾷べ物があっても名前が
分かるだけではそれを味わうことはできないとス
ワミがおっしゃっている。

払うかということ。どういった活動をするかとい
うときに多くの選択肢を与えられている。例えば
映画を⾒ようか、あるいはスタディーサークルに
参加しようかという選択肢があるとする。多くの
⼈は⾃分の感覚が映画を観たければ、映画を観よ
うとすると思う。スワミの恩寵によって、私たち
にはいつも神性なものを学ぶという芳しい⾹りを
楽しむ機会が与えられている。それがサティヤ サ
イ オーガニゼーションの⼈々がスタディーサーク
ルに参加することを選んでくださっている理由で
はないかと思う。どういう活動を選んでいくかと
いう点で、感覚的なものよりも学ぶことを選ぶこ
とによって⼀歩⼀歩進んでいける。⼀度⼼が本当
にクリアになったならば、映画などの影響を受け
なくなってくると思う。私たちがどのような道を
より確信もって進むのかいうことだと思う」、
「理論的な知識と実践的な知識が異なるというこ
とを⾔っていると思う。理論的なことをどこまで
知っていたとしても、やはり⽇常⽣活で活かすこ
とができないならば理論的なことを知っている意
味がないということになる。同じようにブラフマ
ンをどれだけ⽂献の中で学んでも、⽇常⽣活の中
で活かせる点がないなら意味がないことになる。
そして、それを知っているだけではなく、実践で
きることが⼤事で、実践することで良い⼈間にな
るのか悪い⼈間になるのかが決まっていく。

意識が作り出した世界であると思う。では、それ
は何かといえばブラフマン。すべてがブラフマン
であるという体験を得るのはなかなか難しいが、
今の段階では知るだけでも、私たちの⾒ている世
界は⾮現実であると思うだけでも、すべての中に
神が顕れることを促していくと思う」などのコメ
ントの共有がありました。

サイの学⽣の皆さんからは、「⾮⼆元性はいつ
も双⽅のことを考えていることで達成できるもの
ではないかと思う。より多くのネットワークに繋
がっているようにしていくこと。⾝体とは神経シ
ステムに繋がっている。その神経システムをコン
トロールしているのは脳。脳から命令を受けたと
きだけ私たちは指を動かしたりできる。同じよう
に⾃分⾃⾝が、宇宙の⼤いなるものに繋がってい
るということを理解している時にのみ、⾃分の⾏
うすべての⾏動がそのパワーとつながり反映した
ものとなる。そのように繋がっているのであれば
世界が⾮⼆元性であると確信するのは簡単ではな
いのかと思う。簡単に⾔えば、草が⾵になびくこ
とさえも神の意志がないと起こらない。神の意志
なしに草がなびくことはないという強い確信を抱
くことだと思う。強く確信することができるので
あれば、その⾮⼆元性を達成することが簡単に
なっていくのではないか」、「どの活動に注意を
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亡くなったご主⼈の両親がその死のことで彼⼥を
責め、彼⼥を追い出して実家に帰した。彼⼥は住
むところがなくなった。元々はバルヴィカス(⼦ど
もの開花教室)の先⽣であったので再びプッタパル
ティに戻ってスワミと会った。そしてスワミは彼
⼥をインタビューに呼んだ。彼⼥は本当に泣き出
して、“今もう仕事がすることができなくて、でも
息⼦がいて、これでは⽣きていくことができない
のですが、どうしたらいいでしょうか？”とスワミ
に聞いた。スワミは“この⼈⽣において何を知って
いるのかね？”と逆に尋ねた。彼⼥は“あんな仕事
はできないし、こんな仕事もできない。どんな仕
事も⾃分には上⼿にはできない”と答えました。
“あなたができないということのすべてにおいて、
⼀つひとつゼロ、ゼロ、ゼロとみなして数えてい
きなさい”とスワミはおっしゃった。“あなたは何
もできないと⾔っているが、⼈⽣の中には沢⼭の
ゼロがあります。それらの全部のゼロの前に私を
置きなさい。私が1になります。ゼロはそれ⾃⾝で
は何の価値もありません。でもゼロの前に１を置
けば⼤きな価値をもちます”もう⼀度スワミは聞き
ました。“では、今あなたの価値はどんなものか
ね”と。“あなたが⼈⽣で何をやっていくにしても、
スワミを最初に置きなさい。その後で⾃分がどの
ように仕事をするのかやってみてごらんなさい”。
本当に何もなかった状態から、彼⼥は今はインド

崇める。このラーマとラーヴァナの違いが単に⽂
献を学ぶことと実践することの違いを明⽩に教え
ている」、「神への帰依とは神への愛。絶え間な
い帰依の状態でいるには、すべてを私たちの体験
の中で捧げていくこと。例えば朝起きて⾷事をす
る前の祈りや、夜眠る前の祈りなど、⼀つひとつ
の⾏動に神様を連れてくるように祈っていくこと
が必要。⼀つひとつの⾏動に神様を連れてくるだ
けでなく、⼀つひとつの思いにも連れてくる必要
がある。そして⼈⽣のあらゆる側⾯にスワミを連
れてきたときに、スワミの存在を感じていくこと
になる。⾏動する時に、すべては神のためである
という態度が帰依した状態であると思う。⼈⽣に
おいてあらゆる仕事を神に捧げることが、絶え間
なく神に帰依した状態になると思う」、「Sis. Aの
コメントに関連するが、スワミも学⽣にすべての
仕事は神の仕事だと思ってやりなさいとおっしゃ
る。その様な感覚をもちながら仕事をするように
なったときに、すべての根底に神が流れているこ
とを感じるようになる。もう⼀つスワミがとても
美しい例えをされていて、それを通していつも神
を想えるようになっていくと思う。あるバルヴィ
カスの先⽣のエピソードをお話ししたい。カシ
ミール地域から来られたとても背が⾼く美しい先
⽣だった。スワミは彼⼥を結婚させた。不幸にも
数年後にご主⼈が亡くなったが、息⼦がいた。

実際に⾷べなければ菓⼦の⽢さを体験することが
できない。⽂献を読むことは学習することに過ぎ
ず、体験することが⼤事になってくる。どのよう
に⾃転⾞に乗ったらよいのかを本で学んだとして
も、実際に⾃転⾞に乗ることを助けてくれるわけ
ではない。実際に⾃転⾞に乗って練習することが
⼤事になってくる。訓練を通して、どのようにバ
ランスをとったりするべきなのか体得できると思
う（中略）Bro.KPがラーヴァナとヴィビーシャナ
の例を挙げたが、同様にラーマとラーヴァナとの
違いもそういう点にある。ラーヴァナは本当に
ラーマよりも知識があった。ラーヴァナは苦⾏に
より神様の恩寵を得ているという意味においては
ラーマ以上だった。ラーマはラーヴァナのような
苦⾏を⼀切せず、ただグル(霊性の導師)に従って、
そして普通の⼈間として⽣きた。ラーマのように
原則に従って困難な中で⽣きていくことは⾮常に
難しいことだと思う。それによって多くの困難に
直⾯しなければならない。⼀⽅、ラーヴァナはど
うすべきかを知っていたが、⾮常に贅沢な⼈⽣を
送っていた。すべての⾁体感覚を満たすような⼈
⽣を歩んでいた。そして外の世界からあらゆる快
楽を得ていた。ラーマとラーヴァナの⼈⽣を⽐べ
た場合に、ラーヴァナの感覚的な⼈⽣は多くの⼈
にとって⾮常に魅⼒的に⾒えるが、感覚の道を
⾏った者を誰も崇めることはなく、皆がラーマを
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あったこの⽇のプラシャーンティニラヤム（プッ
タパルティにあるサイ ババの住まいとアシュラム
の総称）でのプージャ(礼拝供養)の模様と、ラー
マの時代にシータが⾝に着けていたブローチや戴
冠式を控えたラーマの姿をスワミが物質化された
様⼦が映された動画を２点ご紹介しました。

で学校の校⻑先⽣になっている。息⼦さんはバー
クリー⾳楽⼤学で学んでいる。今でも彼⼥は、⾃
分は何もわかっていないのだとおっしゃっている。
彼⼥がしている唯⼀のことは、何をやるにしても
最初にスワミに捧げなければならないということ。
スワミは帰依者とは必ずしも私を信じなければな
らないというわけではないとおっしゃっている。
御教えを試みて⼀度私を味わえば、あなたは決し
て私から離れることはないでしょうとおっしゃっ
ている。まずスワミに全託することによって味わ
なければならない。そうすることによって、私た
ちは⼈⽣における奇跡を体験していくことになる。
最後にスワミがおっしゃった御⾔葉を紹介したい。
今⽇、⼈々の⼈⽣はスピードが速くなっている。

⼈々はすぐに結果を欲しがる。⼈々は全然忍耐を
もっていない。でも周りの⾃然界を⾒て下さい。
⾃然界ではすべてのものが遅いのです。例えば⽊
が育つのは何年もかかる。例えば畑で穀物が育つ
のも何か⽉もかかる。同じように⼈⽣における美
しさの成就にも時間がかかる。ハートの変容も直
ちに起こるわけではない。ですから、あなたを変
容させるために時間をかけなさいとスワミはおっ
しゃっている。私たちはスワミに全託して、⼼を
変容させる仕事をスワミにしていただきましょ
う」などのコメントの共有がありました。
また、ラーマナヴァミ(ラーマ神御降誕祭)で

※１ブラフマン：梵天、創造を司る神
※２ラーヴァナ：『ラーマーヤナ』に出てくるラ
ンカーの羅刹（悪⻤）の王。
※３ヴィビーシャナ：『ラーマーヤナ』の悪⻤
ラーヴァナとクンバカルナの末の弟。
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プッタパルティにいる今、何をすべきかをスワミ
に尋ねました。スワミは、「何もしないで、ただ
幸せでいなさい。あなたと私は⼀つなのですから、
そのことに気づくようにしてください」というこ
とでした。

別の機会には、スワミが数ヶ⽉間彼と話をしな
かったので、マハリンガム⽒はスワミに強い⼿紙
を書きました。「スワミ、あなたは私たち全員を
愛しているとおっしゃいました。でも、あなたは
嘘つきです。あなたは私をまったく愛していませ
ん。あなたは私に数カ⽉もまったく話かけてくだ
さらないからです」。これに対し、スワミは彼を
インタビュールームに呼び、インタビュールーム
で皆の前で声に出してその⼿紙を読み上げました。
スワミは、「スワミはすべての⼈を愛しており、
スワミの愛は帰依者の愛のように揺れ動く愛では
ありません」とおっしゃいました。スワミは彼に
「あなたはスワミを愛していますか？ それともス
ワミの考えを愛しているのですか？と尋ねました。
（後略）さらにサンドワイス博⼠の体験、Bro. Sの
サイ⼤学時代の友⼈の体験の共有がありました。

私たちはどのように御姿をまとった神から無形
の神へとフォーカスを変えていくことができるの
でしょうか？姿のない神を味わうために、どのよ

でした。
サンジェイ・マハリンガム先⽣（シュリ・サ

ティヤ・サイ⼤学のMBAコースの教員）の体験談
（2009年コダイカナル）を紹介します。彼は個⼈
的なサーダナ（霊性修⾏）に関して多くの質問を
もっていたので、インタビュールームでスワミに
多くの質問を投げかけました。スワミは次のよう
におっしゃいました。「あなたの⼼が⾒つけた⼀
つひとつの質問のすべての答えは、さらに千もの
別の質問につながるでしょう。すべての質問を無
視しなさい。そして、ただ⼀つの質問で⼼を満た
しなさい。“私は誰であるのか？”、“スワミとは誰
であるのか?” という質問です。インタビュールー
ムにいた⼈々はたくさんの答えを出しました。最
終的にスワミは「Nenu nene」（テルグ語で「私
は私です」）とおっしゃいました。
2009年3⽉、インタビュールームでのことです。

ダルシャンの後、スワミは悲しげで寂しげな表情
をしていました。「私が毎⽇ダルシャンに来ると、
何百⼈もの帰依者の⽬が私と⼀緒に動き回り、私
の動きに合わせて視線を変えていきます」とスワ
ミはおっしゃいました。何年経っても、彼らは、
ここ（スワミの中）にあって、そこ（彼らの中）
にはないものがあると思っているのです。スワミ
はため息をつくと、ただ⼿を振って続けました。
また、最初のインタビューで、スワミと⼀緒に

◉ 4/25（⽇）のオンライン スタディーサークル
では「有形の神から無形の神へ」に関して43名の
参加のもと話し合いました。Bro. Sが導⼊スピーチ
を担当しました。

神は私たちの感覚を超えた存在であると常に⾔
われています。ですから、私たちがスワミについ
て知っていること、体験してきたことはすべて、
私たちの五感の知覚を通してのことなのです。し
かしスワミは何度か、私たちがこの感覚的な認識
を乗り越えて、より深い神の理解のために内側を
⾒る必要があると明⾔されています。

スワミはかつて、サミュエル・サンドワイス博
⼠に「あなたは⾃分の⼈⽣に何を望んでいます
か？と尋ねられました。博⼠は「あなたです、ス
ワミ。私はあなたが欲しいのです」と答えました。
スワミは「私を連れて⾏ってください、私はあな
たのものです」と、まるで宇宙を抱きしめるのを
待っているかのように、両⼿を⼤きく広げて答え
ました。しかしその後、スワミは再び彼に「私と
は誰ですか？私はこの⾝体、⼼、知性、⾄福です
か？私とは誰ですか？」と尋ねられました。スワ
ミの答えはこうでした。「私を愛するようにすべ
てを愛しなさい」。スワミの質問に対する答えは、
このようにソーハム（私は彼である）ということ
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まうと、本質が⾒えなくなってしまう。そこで⽬
を閉じると意外に本当のものが分かる。その⼈の
本質を味わうことができると感じたことがあった。
それがどうなのか私には分からないが、スワミで
もそうであり、まさに⽬を閉じてもスワミを感じ
ることができる。むしろそのほうが形のない真の
姿だと思う」、「⼩さい時にクリスチャンだった
ので聖書から神様を知り、やはり宇宙を創ったの
が神様というイメージがある。そしてイエス様が
⽗なる神と⾔っているのが神様で、イエス様と同
じ時代に⽣まれた⽅はすごいなと思っていた。
スワミを知って、スワミがその神様だと知るこ

とができたことと、⾁体のスワミのダルシャンを
通じて幼いころ神様に祈っていたことを全部スワ
ミはご存じだったと知った体験がある。私の中に
もずっと神様がいたと思った」、「昨夜、たまた
ま2017年のサイラムニュースを開いたら“あなたは
私をまだ⾝体だと思っているのかね”という御⾔葉
が出てきて、あまりにもタイムリーだった。スワ
ミは⾄⾼神でいらっしゃるというのは本当にそう
思う。昨⽇の夜、その⾃分の意識が⾝体のスワミ
しか⾒ていなかったというメッセージをスワミが
投げかけてくださったように思った」等のコメン
トの共有がありました。

背景に⼤きな愛とかが流れている実感をして、そ
の⽇はずっとその感覚が続いていた。⾒えている
世界はマーヤー(幻)。その背後にある愛なのか
アートマ意識なのか精妙なレベルに⾝を置くと、
感覚はこの⾝体にあり、当然マインド（⼼）も動
いたりもしているが、でもそこに振り回されずに
平安に過ごせた。精妙な意識に⽴脚してこそ、こ
れを無形の神の正体と感じている。ラーマナヴァ
ミ（ラーマ神御降誕祭）のスタディーサークルに
ラーマ※１から学ぶことは平静さという話があった。
なぜラーマは平静を保てたのかと考えていた。⾏
うべきダルマ（正しい⾏い）が勝っていたから平
静を保てたのか、それとも平静だったからやるべ
きダルマをまっとうできたのか、どっちが先なん
だろうと考えていた。その答えがガーヤトリーマ
ントラを唱えた時の⾃分の体験だったのかなと
思った」、「神は愛だと⾔われており、私もその
ように信じていて、愛を味わうために無形なのだ
と思う。カルマの法則（因果応報）というのだろ
うか。やはり愛することによって愛を味わえるの
ではないかなと、今、質問を⾒たときに思ってい
た。⽇常の中でちょっと違う観点で感じたことが
あったので、少しシェアしたい。私たちはどうし
ても誰か⼈を神として愛する時に、その⼈の⾔動
を⾒てしまう。今その⼈が平安でいるのかイライ
ラしているのかが分かるが、それに捕らわれてし

うなステップから始めることができるでしょう
か？あなたの理解では、スワミとは誰であったと
思いますか？等について話し合いました。

参加者の皆さんからは、「前に聞いたスワミの
御⾔葉だったか、ちょっと覚えていないが、⾃分
に⾁体意識があるうちは⾁体にしか反応しないと
聞いたことがある。だから、スワミの⾁体にひか
れるということは⾃分に⾁体意識があるというこ
と。そうでない無形の神を意識できると、⾁体意
識がなくなっていくと思う。前回のサイの学⽣さ
んのコメントで映画を⾒るのかスタディーサーク
ルに出るのかという例えがあった。神が喜んでく
れる道へ⾏くのか、そうではなく⾃分の⾁体の感
覚の喜ぶ道に⾏くのか常に選択肢がある。識別⼼
で神を選んでいくことだと思う」、「スワミが亡
くなられてしばらくたった時、あるインド⼈の帰
依者の⽅が“⽇本の⽅はインドから離れているので
無形の神様をずっと崇めてこられたと思います”と
おっしゃったことがあった。私たちは⾁体のスワ
ミからずっと離れているので、もしかしたら有形
の神様よりも無形の神様にフォーカスしている期
間が⻑かったかもしれないが、確かに信仰という
意味では無形の神様を思っている期間が⻑かった
かなと思った」、「先⽇、ガーヤトリーマントラ
を108回唱えて会社に出勤した。⾒えている世界の
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無形の神を味わう最初のステップは、⾃分に
とっては誠実な祈りを捧げること。Bro. Nが⾔っ
たことと同様だが、本当にメッセージそのものが、
メッセージを与えてくださっているその⽅以上に
本当に⼤事なものだと思う。スワミがご存命でい
らっしゃる間に、スワミが伝えたかったすべての
メッセージを私たちに伝えてくださったと信じて
いる。私たちの側でいえば、それを実践していけ
ば無形の神を味わうことができると思う」、「ま
ことに神様は無条件のエネルギーでいらっしゃる。
スワミとは⼈間の姿をとったエネルギーでいらっ
しゃる。そして姿をとった神様も私たちに姿のな
いエネルギーについて教えてくださるために姿を
とっていらっしゃった。私たちはスワミが⽰して
くださった神聖な御姿とか御教えをしっかり受け
取って学んでいくことができれば、無形の神の⼤
切さを同時に学んでいくことになると思う。個⼈
的に思うことは私たちが無私の奉仕を学んで実践
すれば、とりわけ姿のない神の重要性について学
んで、それを表現していくことになるのではない
かと思う。そして姿のない存在を味わうには、⼈
⽣の⼀歩⼀歩にスワミを迎えることだと思う。そ
うすることで毎⽇スワミの存在を感じていくこと
ができるのではないのかと思う」、「⾃分の意⾒
ではスワミは⼈間としての振る舞いにおける卓越
性をもっていらっしゃる⽅。スワミは本当に無条

ミとどのように会話するのかコミュニケーション
の仕⽅を⾊々変えて探っていき、内側のスワミに
問いを投げかけると、その結果ビデオや本など
⾊々なものを通してその答えを受け取ることにな
る。実にスワミのメッセージそのものが、スワミ
と同じかそれ以上に偉⼤なものだと思っている。
メッセージそのものが普遍的なものなので、スワ
ミのメッセージにフォーカスすることによって真
により普遍的なものに私たちを変えていくことに
なると思う」、「⼆つ⽬の質問は難しい。なぜな
ら⾃分も⾁体のスワミを味わったことがないから。
ちょうどスワミが⾁体を去られたタイミングでサ
イ⼤学に⼊学した。サイ⼤学に⼊ってマハーサ
マーディ※２にお祈りを捧げたいと思ってきた世代。
サイ⼤学の沢⼭の先⽣⽅が、スワミの全能性につ
いて多くの話を聞かせてくださった。その⾊々な
お話を聞いて分かったのは、必ずしもプレーヤー
ホールに⾏かなくても、⾃分たちの⽇常⽣活の中
で⾃分たちの居場所からいつでもスワミに話しか
けることができると学んだ。そして私たちが誠実
に祈るすべての祈りにスワミが答えてくださった。
2011年にスワミが⾁体を去られて以降、スワミが
その存在を⽰してくださるような沢⼭の出来事が
起こったことも思い出される。そういった出来事
から、スワミに感謝して味わっていくためには誠
実な祈りが必要だということを学んできた。

サイの学⽣の皆さんからは、「⼦供の頃バル
ヴィカスに参加していた頃のこと。先⽣からスワ
ミの話を聞いて、⾁体を持っているスワミに⼀度
でもお会いできたらと思って授業中に泣いたこと
があった。結局のところ、⾁体を持ったスワミに
会ったことはいまだにない。アナンタプル（シュ
リ・サティヤ・サイ・アナンタプル⼥⼦カレッ
ジ）にいる時にも先⽣⽅が沢⼭の体験を教えてく
ださった。なぜ⾃分は⾁体の姿のスワミに会うこ
とがなかったのだろうと考えていた。その後、何
⽇かして悟ったことは、スワミの最も美しい点は
皆をどのように愛されるかということだと気がつ
いた。本当にスワミは⼀⼈ひとりのありのままを
愛される。部分的に愛するということもない。⼀
体なぜ⾁体的な御姿が⾃分を引きつけていたのだ
ろうかと考えたこともある。でもスワミのもって
いた愛が私を最もひきつけたと思う。私にとって
はスワミの愛が⼀番⼤事なもので、本当に彼と同
じように実践するということを⽬標にしたいと
思っている。私⾃⾝も変容の途中にあると思うが、
⾃分が興味をもっていることはスワミと同じよう
に実践していくこと。それが姿のないスワミを愛
していくことだと思う」、「スワミの御教えに接
していていつも思うのは、スワミの御教えそれ⾃
⾝がスワミの御姿を超越したものだと感じている。
皆、⾃分たちの内側で会話をするが、例えばスワ
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違ったやり⽅を⾏ってきた。そしてスワミはそれ
らのツールの中でも最も強いツールを採⽤されて
いる。それが重要だと思う」等のコメントの共有
がありました。

また、SSSMC（Sri Sathya Sai Media Center）の
アーラーダナ・マホーッツァヴァム※３にちなんだ
パネルディスカッション動画の⼀部をご紹介しま
した。

※１ラーマ：トレーターユガにおける神の化⾝、
美徳と正しい⾏いにおける最⾼の模範

※２マハーサマーディ：２０１１年４⽉２４⽇
（⽇）⽇本時間１１時１０分に⾁体を離れたババ
に感謝を捧げる⽇。

※３アーラーダナ・マホーッツァヴァム：マハー
サマーディのこと。

件のお⽅。普通の⼈間とスワミの違いを考えてみ
ると、⼈間は⾊々と判断しがち。神様は判断をし
ない。神は無条件の愛をもっていらっしゃる。こ
れはスワミが⼈⽣全体でずっとやってこられたこ
と。例えば毎朝スワミがダルシャンに来られると
きに、どれほど沢⼭の帰依者がそこに座って待っ
ていることだろう。⼀⼈ひとりが過去⽣における
振る舞いにおいても⼈格においてもまったく違っ
ていて、スワミだけが真に知っていらっしゃる。
それでもスワミはすべての⼈を愛していて、ただ
愛を与え続けて下さる。スワミはすべての⼈を受
容する。そういったやり⽅が⼈々を変容させてい
る。それが⼈間の振る舞いと違うやり⽅。愛だけ
が変容させることができると⾔っている理由だと
思う。とりわけ⼈格や振る舞いの卓越性がスワミ
の特⾊だと思う。また⼈々に対してガイドライン
を与えられた。九つの⾏動規定は私たちの振る舞
いに関する普遍的なもの。時と共に変わるのでな
くて皆が従わなければいけないものだと思う。ス
ワミは住んでる国とか⾊々なカテゴリーの⼈々を
区別していない。本当に⾊々な道を歩んでいる
⼈々を歓迎されている。そして彼らのすべてを愛
によって結びつけておられる。愛とは結び付ける
⼒。それがこのアヴァター(神の化⾝)の⼀番ユ
ニークな特⾊ではないのかと思う。これまでのア
ヴァターは世界を変える⽅法においてそれぞれの
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ほうを後継者にした。⾃分が偉いとか、よくもの
を知っていて頭が良いみたいなプライドや傲慢さ
のようなアハンカーラ（⾃我意識）が残っている
と、純粋な真のままに吸収できないのではないか
なと思った。逆にエゴをなくしていけば、太陽の
光を⾒たり、⾵が揺れるのを感じたりしただけで
も何か悟ることができるのではないかと思う」、
「私は今おっしゃったことと同じことを感じてい
るが、どんなことも学ぼうという姿勢があったと
しても、学ぶ本⼈に利⼰的な傾向とかエゴやエゴ
から⽣まれる欲望や怒り、迷妄、貪欲、⾼慢、嫉
妬など⼼の六つの敵と⾔われている感情が強く
残っている限り、どんなに素晴らしい真理であっ
たとしても正しく吸収することできないと思う。
吸収し正しく受け取っていくためには、受け取っ
ていく私たちの⼼が純粋になって、コップの中に
⽔が残っていない状態まで本当に空っぽにして、
すべてを吸収していくようにしていく。エゴをな
くしていく努⼒の中で初めて真理がハートに⼊っ
ていくと思う。⼼の中の六つの敵に対する⼀番の
消⽕剤は五⼤価値（真理・正義・平安・愛・⾮暴
⼒）だとババがおっしゃっているので、やはり愛
に基づいた思いと⾔葉と⾏動を実現していく中で
準備ができるのではないか」、「先ほどのプレー
マヴァーヒニーの⽂章の中に、単なる学識だとか
理論に依存し続ける⼈は真理の⾹りに気づかない

う。そういう時は、あまり意識にとどめずに⾃分
が爽やかな気持ちになる波⻑にラジオのチューニ
ングをするように合わせる。例えばバジャンや
ヴェーダを聞いたり、空や花を⾒たりして幸せで
いる状態を保つようにすると良いと思う」、「お
話を聞いていて、相⼿の気持ちを考えるとエゴが
なくなって克服できるのかなと気が付いた。プッ
タパルティに⾏って戻ってきてから、ある⼈に嫌
いという感情がなくなっていた。神聖なものに触
れると嫌いという気持ちが薄れるのかなと思う。
結局、その⼈が悪いのではなく、⾃分の内⾯の表
れ。カルマ(⾏為の結果)さえも霊性修⾏になって
いて、神聖なものに触れて全託することで克服で
きるのではないか」、「シーク教の何代⽬かのグ
ル（霊性の師）が⾃分の後継者を指名する時に、
⼆⼈の弟⼦の候補者がいた。⼆⼈に祭壇かお寺を
作らせて、グルが“これじゃだめだ。やり直しなさ
い”と⾔った。また作らせて、また⾒て“ダメです。
作りなおしなさい”と何回も繰り返した。⼀⼈の弟
⼦はグルがOKというまで何も⽂句を⾔わず何度も
作り続けた。もう⼀⼈のお弟⼦さんは“⼀体どこが
間違っているか教えてください。何も分からない
のに何度も作り直させられたのではたまりません”
と⾔った。その時にグルは“あなたはまだエゴがあ
るから真に悟るにはまだまだである”と⾔って、何
も⾔わずに⽂句も⾔わずに作り直してきた弟⼦の

◉ 4/28（⽇）のオンライン スタディーサークル
ではプレーマヴァーヒニー第43節、44節「最終⽬
的地にたどり着くためにエゴを去らせなさい」、
「善の道、信仰深い道を進みなさい」について57
名の参加のもと話し合いました。Bro. Nがパラグ
ラフを選び趣旨説明しました。
どのように⾃分⾃⾝の好き嫌いを克服できるの

か？純粋な真理をより効果的に吸収するためにど
うすれば良いか？神はどのような姿でも顕れるこ
とに関して体験は？等について意⾒交換しました。

参加者の皆さんからは、「好き嫌いという基準
を⾃分の中に作ってしまう。それがエゴとかに
なっている。あまり⼈に対して好き嫌いというの
は思ったことがないが、ただ⼀度そういう判断を
してしまうと深みにはまって結局、後で⼈間関係
が破綻するという体験をしている。⾃分⾃⾝の中
に基準を作ってしまっているのが問題。それを⼿
放していくことが⾮常に⼤事になっていく」、
「⼈間なので感情をもっているので、⼀瞬傷つい
たり、嬉しいなと感情が起こったりすると思う。
良い結果はいいが、良くない結果の時は⼀度時間
をおいて考えてみて好き嫌いをなくす。まず⼀つ
考えられる⽅法は、相⼿の⽴場に⾃分を置いてみ
て、向こうはどう考えたのかなと考えると好き嫌
いは減る。そこでも解決できないこともあると思
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る。⾃分の好きなことが起これば幸せになったり、
嫌いなことが起これば不幸せに感じたりしている。
でも、全託しているのであれば、何が起こっても
神のご意志だと思える。全託できるのであれば、
⾃分は好きであるとか嫌いであるとかは関係ない。
どういうことを経験しても⾃分にとって良いこと
だと考えるようにしている。そして感覚は⼼と深
く関係している。⼼を静かにすることが好き嫌い
を克服することの鍵になっていると思う。スワミ
がある御講話でラーマ※１の御名を唱えることが⼼
を静めるために⾮常に⼤切だとおっしゃった。
スワミはこれまで地上に来られたアヴァター（神
の化⾝）の中でも、特にラーマが⼼をコントロー
ルする点において完全性を⽰したとおっしゃって
いる。そして神の御名とは御姿よりも強⼒なのだ
とスワミはおっしゃっている。ラーマの御名を唱
えることは⾮常に強⼒。それが、私たちがいつも
サイラーム（サイ＋ラーマ）と⾔っている理由。
好き嫌いが⽣じたときにはラーマの御名を唱えて
いなければいけない。最初はすぐに結果が出るも
のではないが、時間が経つにつれて効果が得られ
る。以前、イタリアに滞在してとても⼤変な時に
それを実践したことがある。結果が感じられるこ
とが起こったが、⼈間の特性としてその後、なか
なか続けることができなかった。スワミは御名を
唱えるという味わいを体験させてくださったが、

きな地震があって、翌⽇は凄い⾬だった。それで
も出かけなければならない⽤事があった。踏切で
電⾞待ちをしていたら突然後ろから強⾵が吹いて
きて、傘を前に出して⾶ばされないように踏ん張
ると、傘が⾒事に綺麗に折れて途⽅に暮れた。
ちょうど隣に⼩学⽣が途⽅に暮れる僕を⾒て、僕
の先を歩いて⾏った。これはもしかしたら⾵⾬を
降らせるルッドラ神（シヴァ神）のダルシャンで
はないかと感じた。1時間後にはすっかり晴れ上
がって虹がでてきた。帰りには暗くなっていたが、
ちょうどその⽇は三⽇⽉だった。リンガーシタカ
ム（リンガムを讃える讃歌）の最後のフレーズの
意味は“シヴァ神の御前でこのストートラムを唱え
るならシヴァ神の世界に到達し、シヴァ神と共に
いる⾄福を享受するでしょう”ということだった。
まさにそれを体験できたマハーシヴァラートリの
前の出来事だった」等のコメントの共有がありま
した。

サイの学⽣の皆さんからは、「私たちの五感か
ら好き嫌いが⽣じてくると思う。つまり五感の反
応が好き嫌いになる。なので⼈によってまったく
異なってくる。まさに⾁体執着からくるとスワミ
はおっしゃっている。個⼈的にその好き嫌いに対
処する⽅法は全託だと思う。⼈⽣において度々神
様は私たちが好きな状況も嫌いな状況も与えられ

というような⽂章があった。今、オンラインなど
の⾊々な霊性の学びの場があるが、つい知らない
間に頭で考えてしまうことによく気づく。私がや
りながら最近感じたことは、スワミの写真を横に
置いて、スワミの写真のほうに“スワミ！”と⼼を
移すと⾃分が吸収するものが違ってくる。これが
本当に⾃分の忘れていたことなのだと感じた。何
を勉強するにしてもスワミや愛を忘れてしまって、
頭だけで考えてしまうと分からなくなるのかなと
思う」、「以前のスタディーサークルでのサイの
学⽣さんたちの話で、許すことを習慣化すれば好
き嫌いがなくなるというお話があった。⾁体を超
えた次元で物事を考えれば好き嫌いがなくなると
いうことだった。許すことができないから好き嫌
いの原因になる。神だけが原因であることを覚え
ていれば、⼀時的なものに関してはあまり気にな
らない。結局⾃分の不純性が相⼿に反映している
と考えれば、それによって⾃分もステップアップ
できる。ミツバチが蜜だけを取り⼊れるような⽅
法が良いと思っている。（後略）」、「今年のマ
ハーシヴァラートリの前にストートラム（讃歌）
を練習していた。体調が悪くても練習していたら
凄く元気になり、シヴァ（破壊をつかさどる神）
の御姿を思い浮かべることができていた。マハー
シヴァラートリでシヴァ神のダルシャンでも受け
られたら良いなと思った。その数⽇後、東北で⼤
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スワミが神はどこにでもいらっしゃると教えてく
ださっており、⾃分はまだ本当に悟っていないと
思う。スワミは本当にどこにでもいらっしゃって、
スワミはどんな姿でも取るのだということを、や
はりスワミに思い出させていただかなければなら
ない。スワミというのはあらゆるグルの中でも最
⾼のグル。たとえ私たちが諦めたとしても、スワ
ミが私たちを導くことを決してあきらめられるこ
とはない。私たちがスワミは本当にどこにでもい
らっしゃることを悟るまでは、私たちに思い出さ
せることをスワミはずっと続けて下さる。体験に
おいては、スワミが⾃分を助けるためにある姿を
取ってくださったと思うことがある。それは2008
年に起こったこと。その時、⺟親の体調が良くな
かったのでスワミに伝えたいと思っていた。スワ
ミはそのことを知ってはいらっしゃったが、スワ
ミに⼿紙を渡した時には、知ってらっしゃるとい
う感覚とは違った様⼦だった。結局その後スワミ
は⼿紙を受け取ってヴィブーティ（聖灰）を物質
化してくださり、“お⺟さんのところに⾏って、こ
のヴィブーティをあげなさい”とおっしゃった。す
ぐに⺟親のところに⾏ったが、途中の中継点の街
があって、そこには⼟地勘がなかった。そこから
⽬的地までバスがあまりなかった。⼀⼈で初めて
旅して、降りたのはわりと⼤きなバス停だった。
どうしたら良いかきょろきょろしていると警官の

例えば導⼊のところでも述べられたが、グルの
御教えを理解しようとするときに最初の質問のよ
うに好き嫌いがあったならば、グルの⾔っている
ことをちゃんと理解することができなくなってし
まう。御教えのどんな側⾯に関しても空っぽの状
態で、⼀切の偏⾒なしでいるとグルが教えてくれ
る真理が⼊ってくると思う。もう⼀つは、私たち
⾃⾝が内なる真理を知りたいという関⼼をもって
いることが⼤切。グルが知識をくれるのは、弟⼦
が聞くときだけに教えてくれるもの。クリシュナ
※２には千もの追従者がいたが、ギーター※３を説
いて教えたのは⼀⼈に対してだけだった。私たち
は神や真理を知りたいという本当の興味をもって
いなければならない。今申し上げたように三つの
ことが真理を効果的に吸収するために⼤事。おさ
らいすると⼀つ⽬が完全なグルをもっていること。
⼆つ⽬は⼼に⼀切の偏⾒がなく空っぽであること。
三つ⽬として、学びに対して真実を知りたいとい
う本当の興味をもっていること」、「⾃分にとっ
ては今回の三つの質問の順番は、悟っていくまで
の段階を追っているような質問に⾒える。⼀つ⽬
の質問はどのように平静をものにするかという質
問。⼆つ⽬は絶対的にどう神を理解するか、意識
するかというポイント。神がどこにでもいると理
解したのであれば、神はどんな姿でも取るという
ことを次に理解しなければならない。

その時ほど続けることはできていない。神の御名
を唱えることが、私たちの好き嫌いを乗り越えさ
せてくれると思う」、「皆⾃分の好きなものだけ
を扱っていたい。本当に嫌いなものを扱うのは難
しい。神が好まれるような良いことを実践するに
は、練習が必要。そして神がお好きでないような
ことを、私たちが好んでしまうのは良くない。神
が望まれないことを私たちが望まないようになる
にも練習が必要。本当に神を中⼼に据えて、神が
何を好まれて何を好まれないかを識別することが、
神に⾄るのを助けてくれると思う。例えば、他の
⼈からコメントをいただいて、そのコメントが⾃
分はあまり好きでない場合には、必ずしもポジ
ティブに受け⽌めなければならないというわけで
はない。ただ、その時には深呼吸してすべてのも
のが神の創造物であるということを思い出す必要
がある」、「真理を効果的に吸収するためには、
グル（霊性の師）にアプローチする必要がある。
私たちは完全なグルを得ることができてとても幸
運。たいていグルを⾒つけることにある程度の努
⼒が必要。グルと呼ばれる⼈はたくさんいるが、
彼らから本当の知識を得ることは稀だと思う。最
初の時点では正しいグルを得るように祈らなくて
はならなかった。⼀度グルをしっかり得ることが
できたならば、本当にグルに関して変な偏⾒を⼀
切もたないようにしなければならない。
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サークルではずっと⼼を空っぽにして神様のメッ
セージを受け取ることの⼤切さを学んでいる。同
様に、⾊々なメッセージを受け取ることができる
ようにマインド（⼼）を空にしていくことが⼤事
ではないかと思う。同様に⾔えることは、例えば
私たちは、スワミが私たちの好きな⽅法で祝福し
てくれることはすごく好きだが、私たちが好きで
ない⽅法でスワミが祝福してくださるのは、あま
り好きでないことがある。私の友⼈がスワミに“将
来何をやったら良いですか”と聞いたときに、“あ
なたは博⼠号を取りに進学しなさい”とおっしゃっ
た。でもその友⼈はMBA（経営学の修⼠号）コー
スに⾏くと⼼に固めていた。結果的に⾃分が考え
ていたMBAへ⾏くことに決めて、スワミに指⽰さ
れたPhDコース（博⼠コース）には進まなかった。
私たちが固定観念を先にもっていたならば、たと
え神様がやってきて直接指⽰をしてくださっても
受け取ることができなくなってしまう。オープン
なマインドでいて、それを神様の指⽰として受容
できることが、好き嫌いを克服するうえでとても
⼤事だと思う」等のコメントの共有がありました。

また、SSSMC（Sri Sathya Sai Media Center）の
パネルディスカッション動画より関連するエピ
ソードの部分をご紹介しました。

“いや。神様が助けに来てくれるから”と⾔って
断った。その後、結局洪⽔が酷くなってその⽅は
おぼれて亡くなってしまった。天国で神様に“どう
して助けてくれなかったのですか”と聞いた。“私
はあなたに完全な信仰をもっていたのに、あなた
は来てくださりませんでしたね”と。神様が笑って
“ヘリコプターで助けに⾏ったりボートで助けに
⾏ったりしたが、それは私だったのにあなたは
断ったでしょう。そのように断ったなら、あなた
をどうやって助けることができるでしょうか？”と
⾔いました。私たちの⼈⽣においても、⼈が助け
てくれるということがあったときにはいつでも、
神様がその⼈を送り込んで私たちを助けてくれて
いると信じることがとても⼤切だと思う。それが
私たちの持つべき信仰というものではないかと思
う」、「Bro. Kが共有してくれた物語では、登場
⼈物はヘリコプター等を信じないで、神様は⾃分
の好きな神様の姿で助けに来てくれると信じて
待っていた話だったと思う。同様に私たちもスワ
ミが送ってくださるメッセージを、私たちが霊的
だと思っている⼈々や好きな⼈々を通してだけ受
け取ろうとするかもしれない。実際にはスワミが
届けてくれるメッセージは友達からくるかもしれ
ないし、敵からもらえるかもしれない。たいてい
私たちは好きでない⼈たちからメッセージが来る
と受け取ることが難しくなる。このスタディー

⽅が来て話かけられた。その警官は、⾃分が誰で、
何故そこにいて、どこに⾏かなければならないの
か⾊々なことを⾃分に尋ねた。⼦供の頃から⾒知
らぬ⼈にあまり⾃分のことを話さないように教え
られていたので気が進まなかった。でも警官の⽅
がポケットから書類を取り出すと、そこにスワミ
の写真があった。「サイラム」の挨拶があった後、
⾃分がどういう理由でそこに⾏かなければいけな
いとかを話した。そうすると警官の⽅は、このバ
スが10分後ぐらいに来るので乗っていけば良いな
ど、⾊々なことを教えてくれた。それは朝早く、
午前3時ぐらいの出来事だった。振り返って、あり
がとうとお礼を⾔おうとしたが、どこにもその警
官を⾒つけることができなかった。バスが出発ま
で15分ぐらいあると運転⼿が⾔うので、その間外
に出て警官がどこにいるのか探したりしたが、ど
こにも⾒つけることができなかった。でも実家に
帰って、⺟親にヴィブーティをわたすと良くなっ
た。スワミが来て助けてくださったのだと思う。
スワミが形をとって来てくださったと信じること
が⼤事なことだと思う。別の物語だが、ある時、
ある村が洪⽔になった時に、ある⼈が家の屋根の
上に⽴っていて神様に安全でいられるように祈っ
たことがあった。最初はヘリコプターが助けに来
てくれたが、“きっと神様が来てくださるから”と
断った。その後にボートも助けに来てくれたが、
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◉ 5/2（⽇）のオンライン スタディーサークル
は「イーシュワランマ〜⾄⾼の⺟性」について47
名の参加のもと話し合いました。Sis. Aが導⼊ス
ピーチを務めました。

スワミは、⺟親は⼈間にとって最初のグル（霊
性の師）であると、数え切れないほどおっしゃい
ました。イーシュワランマ（サティヤ・サイ・バ
バ様の⾁体の⺟）は、理想的な⺟親の模範です。5
⽉6⽇には、世界中でイーシュワランマの⼈⽣が祝
われ、彼⼥の模範的な⼈⽣を思い出し、困ってい
る⼈のために無私の奉仕活動を⾏い、神の栄光を
歌います。今⽇、私たちは彼⼥のすべての無私の
⾏為に感謝します。イーシュワランマは、カウサ
リア（ラーマの⺟）、デーヴァキー（クリシュナ
の⺟）、マリア（キリストの⺟）のように、神の
不可思議な意志によって神聖な使命と⽬的をもっ
て⺟なる地球に恩寵を与えた、まさに神の光輝で
した。彼⼥は、かつての神聖な⺟たちが経験した
のと同じような苦悩と法悦、恐怖とジレンマ、試
練と勝利、そして最終的には⾄福と幸福を経験し
ました。

クリシュナ※１が両親の第8⼦であったのと同様
に、スワミもイーシュワランマの8番⽬の⼦供でし
た。スワミが誕⽣するまでに彼⼥が経験した激動

※１ラーマ：トレーターユガにおける神の化⾝、
美徳と正しい⾏いにおける最⾼の模範。

※２クリシュナ：ドワーパラユガにおける神の化
⾝、純粋な愛の具現。

※３ギーター：バガヴァッドギーターのこと。マ
ハーバーラタの戦いの前にマーヤーによって戦う
意気を失ったアルジュナにクリシュナが説いた御
教え。
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⼈⽣には苦悩や歓喜、恐れ、ジレンマ、試み、
成功などが伴うが、神の降臨はどのようにそれら
に対処することを助けているか？私たちの⺟親の
無私の愛や私たちへの奉仕にどのように報いるこ
とができるのか？私たちの⽇常⽣活において、神
への礼拝と⾒なすことが難しい仕事はあるか？も
しあればなぜか？どう克服できるのか？等の点に
ついて話し合いました。

参加者の皆さんからは、「イーシュワランマの
本を読んだことがあるが、⼥性特有の“スワミは⾃
分の⼦供である”という意識とか家族への執着など、
⾊々なものへの苦しみがあった。でもスワミはそ
れらを否定するのでなく、本当に寄り添いながら
助けてくださったのだと思う。私⾃⾝のことだが、
スワミが神様として⼈間の姿で現れたが、神様は
本当にいると⾊々な体験の中から実感できた。信
仰⼼を与えてもらったことが⼀番⼤きなことだな
と思っている」、「⾃分の⾁体の⺟親もいつも
⾔っていたが“⼦供の幸せが私の幸せです”という
こと。そしてスワミも“幸せでいなさい”とおっ
しゃるので、幸せでいることが⼀番の親孝⾏だと
思う。この⾁体を授かって⼈⽣を歩むことができ
るのは⺟親のおかげ。神へ向かうように成就する
ことが⼀番の親孝⾏なのかなと思う」、「私の⾁
体の⺟親はもういないが、⺟のことは好きだった。

神なる主は独⾃の⽅法で⾃らの来るべき降臨を告
げたのです。
（中略：スワミの降臨時のエピソードの紹介があ
りました。また、スワミが毒殺されそうになった
事件において、その事件の回避においてイーシュ
ワランマが果たした役割についてエピソードの紹
介がありました。）
イーシュワランマは、簡素で敬虔な⼥性で、彼

⼥が⾝に着けた『宝⽯』とは、基本的に無私の愛
と奉仕でした。彼⼥は犠牲の体現者であり、愛に
満ちた⺟であり、理想的な妻であり、帰依者の幸
福のために働き、困窮者に奉仕する帰依者にとっ
ての⽣ける⼥神でした。彼⼥の3つの善意の願いは、
村⼈への飲料⽔プロジェクト、⼦供たちへの学校、
病⼈のための病院でしたが、今では⼈類に奉仕す
る素晴らしい道として実現しています。スワミは、
イーシュワランマの最期の⽇である 1972年 5⽉ 6
⽇に⾏われた御講話の中で、イーシュワランマの
思い出に捧げつつ、5 ⽉ 6 ⽇の出来事や思い出を
語られています。イーシュワランマの⽣涯を祝う
⾏事は、1977年5⽉6⽇、彼⼥の命⽇を記念して
「⼦供の⽇」として始まりました。この⽇は
「イーシュワランマの⽇」です。この⽇の意義は、
⼩さな⼦供たちが理想を思い出す⽇、彼⼥が理想
を⽰した⽇を「⼦供の⽇」として祝うことにあり
ます。（後略）

の時代は、クリシュナが⺟親の膝の上に乗る前に
デーヴァキーが経験したことに似ています。⺟
デーヴァキーの前の7⼈の⼦供たちは、悪魔カムサ
の凶悪な計画から逃れることができませんでした。
イーシュワランマもまた、残酷な運命の⼿に苦し
められていました。世界の光が彼⼥の息⼦として
降臨するまでに、彼⼥は4回連続して流産しました。
イーシュワランマの義理の⽗であるコンダマ

ラージュは、⼀族の先祖である聖者ヴェンカ ア
ヴァドゥータの夢を⾒て、準備をしておくように
と指⽰されました。しかし、⼀体何を準備するの
かは知らされていませんでした。スワミはこう説
明されています。この⾁体の祖⽗であるコンダマ
ラージュは、グニャーニ（英知のある者）であり、
未来のビジョンに恵まれていました。ある⽇、彼
は息⼦のペッダ ヴェンカマ ラージュを呼び、妻の
名前をイーシュワランマに変えるようにと⾔いま
した。それは、⾃分の内側に神聖な波動を感じた
からでした。彼⼥が神であるイーシュワラ※２の⺟
であることを伝えたかったのです。しかし、ペッ
ダ ヴェンカマ ラージュは、この名前の内的な意味
を知りませんでした。
彼は⽗親の命令に暗黙のうちに従い、妻の名前

をイーシュワランマに変えました。スワミが⽣ま
れるずっと前に、ナーマギリアンマはイーシュワ
ランマ、つまりイーシュワラ（神）の⺟となり、
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サイの学⽣の皆さんからは、「特に私が好きな
点は、イーシュワランマがものすごく謙虚でもの
すごく簡素な⽅でいらっしゃったということ。バ
ガヴァンといつも⼀緒にいらっしゃることは誰も
がご存じだったが、そのことをひけらすことは
まったくなかった。イーシュワランマはスワミを
守護するという姿勢が強い⽅だったので、イー
シュワランマのいるところで誰もスワミにネガ
ティブな思いを抱くことができなかった。これが
イーシュワランマのことに関して、私がものすご
く好きなところ。多くの機会にスワミは“あなたと
私は何も違わないのです”と⾔ってくださっている
が、スワミの多くの御教えがその悟りへと少しず
つ私たちを近づけてくださっていると感じる。い
つもスワミの御講話の最初に“愛の化⾝である皆さ
ん”とおっしゃってくださる。本当にスワミが聴衆
の皆を“純粋な愛の化⾝”と⾒なしているというこ
と。こういった事実が神も私たちも⼀つだと悟る
ことを助けてくれる」、「⼆つの例を挙げたい。
両⽅ともポイントを別のスタディーサークルで話
したことがある。『マハーバーラタ※４』に出てく
るドラウパディー※５の例で、彼⼥はパーンダヴァ
兄弟※６たちの妻。クルクシェートラの戦い※７の
ときに既にカウラヴァ兄弟※８はほとんど亡くなっ
ていた。まだその時カウラヴァ兄弟の年⻑のドゥ
ルヨーダナだけが⽣きていて、まさに死

いく⽅法が取れるのかと思う。そのような時に識
別⼒と、⾃分の能⼒がどこまで及ぶかということ
を考えることが必要。もし難しく感じる仕事が
あったとしたら、それを⾃分が打破できるような、
改善できるような能⼒が⾃分に有るかどうかをス
ワミに聞く。できると思ったら進むし、無理だと
思ったらスワミに祈って、“すみません、ちょっと
私にはこの仕事はハードルが⾼かったので、パス
させてください”と⾔うかもしれない。実際⾃分が
本当に難しいと思った仕事に関して、スワミに凄
く祈って、祈って、祈った時に、２⽇後にその仕
事はしなくて良いことになった。最終的には祈り
だと思う」、「先程、Bro. Rのお話の中にクン
ティー※３のお話があり、困難がもっと欲しいと望
んだというお話があった。困難はまったく欲しい
とは思わないが、ただ⾊々な楽しいこととか、困
難や、苦しいことについて考えた時に、苦しいこ
とや困難の時の⽅が常に神が近くにいるというか、
常に神を求めて、神と近づくっていうことが⽐較
的起きやすいと思う。（中略）

どう克服できるのかに関して、この頃何か楽し
いことが起こったとき、そういう時にありがとう
ございますと神にお礼を⾔うようにしている。お
礼だけは忘れないでいようと思っている」等のコ
メントの共有がありました。

ただ、⺟親の⾃分に対しての犠牲などが本当に分
かったのは、⾃分が⼦供を産んで育てていた時。
なんて⼤変なのだろうと⾃分が実感して、このよ
うに犠牲になりながら⺟は私たちを育ててくれた
ということが、徐々に徐々に分かってきた。本当
に分かったのは⺟が死んだ後。⺟親の無私の愛が
分かったけれども、後悔ばかりあって、何にも報
いることができなかったなと思う。ただ救いは何
かと⾔ったら、⺟が死ぬ直前にインドに⾏って、
⽇本⼈の⽅とたまたまお会いした。その⽅は⾃分
のおばあちゃんが亡くなった時に、おばあちゃん
の中にスワミを⾒ることを⼀⽣懸命、⼀⽣懸命
やって、最後に神を⾒ることができて本当に成仏
させることができたと聞いた。それで⽇本に帰っ
てきたら⾃分の⺟が危篤状態になっていた。まさ
にスワミに先例を教えてもらったのだなと思い、
⺟の中にスワミを⾒ようと熱⼼に、熱⼼に教えら
れた通りにやったら、⾃分が最⾼に光の中に包ま
れたように、⾃分は絶対に⺟を成仏させることが
できたと確信ができた。それまで親孝⾏ができて
いなかったと思うが、最後にスワミが親孝⾏を授
けてくれて。それが⾃分の救いと思った」、「こ
のような世の中なので、神への礼拝として⾒なす
ことが難しい仕事はたくさんある。（中略）もし
スワミの道具として⾃分を捉えるならば、この状
況を如何にして打破して、周りの⼈々を啓発して
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にとっても⺟の愛に対して何かお返しすることは
できない。⽣まれる瞬間からお⺟さんの⾝体から
⽣まれて、お⺟さん⾃⾝が⼦供を育て始める。そ
してそのような痛みを経たあとで、なおも⼦供の
ことを愛し続ける。⼦供のことをありとあらゆる
可能な⽅法で世話し続けて、⼤⼈になってからも
愛し続ける。私たちの⼈⽣がどういうものであれ、
⺟親がくださっているほどの愛を何かで⽰すこと
はできない。⺟親という存在だけが、他の⺟親の
愛を理解することができる。先ほどのBro. Rのお
話にもあったが、実際に⺟であったドラウパ
ディーだけが他の⺟親がどういう痛みを経験する
だろうと考えることができた。パーンダヴァ兄弟
はアシュワッタマを殺したいと思ったが、ドラウ
パディーにはそうすると⺟親がどういう痛みを経
験するかが分かった。これは⾃分の意⾒だが、そ
の⺟親の愛に報いるための唯⼀の⽅法は、⺟親、
両親を⼈⽣が終わるときまで⾯倒を⾒るというこ
とだと思う。そして⺟親から⽰された愛の道に従
い、もしくは頂いた愛を社会への奉仕にしていく
ことだと思う。⼈間にとって完全なる無私の奉仕
は⾮常に難しいこと。何故なら⼈間には多かれ少
なかれ期待があるから。それにもかかわらず、無
私であろうと努⼒をすることによって愛に報いて
いくことができるのではないか」、「神の愛は例
外として、両親の愛は最も純粋な形態の愛。

満たされることになる。復讐や苦しみは発⽣しな
い。それが神の降臨によって、私たちが公正な
ブッディ（知性）を得ることができるということ。
もし私たちが⼈⽣の中で沢⼭の良いことを得るこ
とできたなら、エゴなどが⽣じてくる。例えば沢
⼭のことを達成できて、もう⾃分は何でもできる
と思ったりするようになる。クルクシェートラの
戦いの後で、ダルマラージャ※９は王として戴冠し
た。ダルマラージャを王にした後で、クリシュナ
がパーンダヴァ兄弟のもとから離れようとしたと
き、クリシュナがクンティーに“何か望みはあるか
ね”と聞いた。クンティーは“⾃分の⼈⽣において
もっともっと困難が欲しい”と⾔った。なぜ、そう
⾔ったかといえば、いかなる困難がやって来た時
にもクリシュナが姿を現してくださるから。私た
ちは⼈⽣の中で良いことだけが⽣じたら、私たち
の中にエゴが⽣じてしまう。良いことも当たり前
のことと思ってしまうから。⼼を安定させてエゴ
を取り除いていくには、幾分かの困難が⾮常に必
要で⼤事になる。なぜなら、そこで良いことが起
ころうと悪いことが起ころうと、私たちはいつも
幸せでいなくてはならないから。どちらを通して
もスワミは何かを教えてくださろうとしている。
両⽅ともスワミからの祝福」、「⺟親の愛はそれ
⾃体の性質として神の愛に近い。神の愛は100⼈の
⺟の愛に等しいとおっしゃっている。私たちの誰

のうとしているところだった。そしてカウラヴァ
側の武⼠のアシュワッタマという⼈がいて、彼は
カウラヴァ側のグルの息⼦だった。その時までに
彼の⽗親も既に死んでいた。皆殺されてしまって
いたので、アシュワッタマはパーンダヴァ兄弟た
ちに復讐をしようと考えていた。そしてある時、
アシュワッタマがその戦場のパーンダヴァ兄弟た
ちの家に⼊り、ドラウパディーの5⼈の⼦供をすべ
て殺した。ドラウパディーは完全に悲しみに打ち
ひしがれた。これはダルマ（正しい⾏い）に反し
たことであり、10代ぐらいの⼦供が眠っている間
にアシュワッタマに殺された。クリシュナとアル
ジュナがアシュワッタマを捕まえてドラウパ
ディーの前に連れ出した。その時にアルジュナは
ドラウパディーに“ご⾃分で彼を殺すこともできる
し、私たちに殺すことを命じることもできる”と
⾔った。でもその時ドラウパディーは“彼のことを
放免するように”と⾔った。“なぜなら⾃分が⺟と
して⼦供を失うということがどれほどの痛みを伴
うのかということを知っているから”と⾔った。
“アシュワッタマの⺟親も同じように感じるでしょ
う”。5⼈の⼦供を失ったにもかかわらず、ドラウ
パディーはアシュワッタマを傷つけずに帰すこと
ができた。パーンダヴァ兄弟はいつもクリシュナ
神と共にいたが、もし私たちが来る⽇も来る⽇も
神と共にいたならば、私たちのハートは同情⼼で
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的になることができて、それによってマーヤーを
乗り越える事ができる。スワミは、このソーハム
を⼗分なフォーカスをもって⻑い間唱えることが
できれば、いつか他の⼈と話して、何かに怒った
り、⼼が動揺したりすることがあったとしても、
その時、⼼の⾃然の性質として、⼼がソーハム、
ソーハムと⾔うようになっていくとおっしゃる。
それによって、⾊々な怒り、動揺、良くない感情
などから抜け出すことを助けてくれるようになる。
また、スワミは⼈⽣の中で達成しなければならな
い⼤きなものには、それなりの対価を⽀払わなけ
ればならないとおっしゃっている。例えばスワミ
はオリンピックの100 メートル⾛を例にあげられ
る。⾦メダルを取る⼈は⻑い間ずっと練習し続け
て、最終的にそのレースに勝つ。そして、その
レースで勝つという⽬標、ターゲットを決めて、
そのためには⼀年中練習する。ハードワーク、⾸
尾⼀貫性、そういったものがゴールへ結びついて
いく。そのように私たちのゴールは毎⽇毎⽇の仕
事をする中で神の御名をずっと憶えているという
こと。本当に今スワミが何かのマジックを⾏って
くださって、急に私たちがそれを憶えていられる
ようになるということはない。それには意識的に
神の御名を唱えていくという実践をしていく必要
がある。時々それは失敗して忘れてしまうことも
あるだろう。でも失敗は成功の素。それで諦める

ずっと覚えていることが難しいのかということに
関して、スワミが美しくその理由を説明して下
さったことがある。マーヤー（幻）というものを
通しての説明だが、どのようにマーヤーを実際に
体験しているかと尋ねられた。例えば私がいつも
御講話をしている時に、あなた⽅はそこに座って
御講話を聞いている。ずっと御講話を聞いたり、
バジャンとかヴェーダとかをしているが、その間
誰にも話かけたりはしない。例えば、御講話を聞
いたり、バジャンやヴェーダをしたりする間には、
周囲とのおしゃべり等のやり取りは最⼩限でなけ
ればならない。そうすれば本当に⾃分⾃⾝でいる
状態になる。そして⾃分がその⼀⼈でいる状態に
おいては、何であれ良いことだけを⾏うように
なっている。例えば誰かが素晴らしい講演をした
として、そのような時には⾮常に感銘を受けて、
明⽇はそれを実践しようなどと考えたりする。と
ころが周囲とおしゃべり等を始めた途端に、⾃分
が何か決意したことだとか、⾃分が何かを実践し
ようとしたことをすべて忘れてしまう。それが
マーヤーであるとスワミがおっしゃっている。
マーヤーというものは、私たちがするべきことを
忘れさせる性質がある。サイ⼤学でもスワミはい
つも学⽣たちにソーハムを実践するようにとおっ
しゃる。それは“私は神である”というもの。ソー
ハムを実践することによって、私たちはより意識

親の⼦供に対する愛は本当に無条件なもの。特に
⺟親の愛というものに対して報いようと考えるこ
とは⾮常に⼤切。これまで多くの⼈にスワミは⺟
親に対して報いるようにとおっしゃっている。両
親はある意味、⼦供がいかなる形においても成功
することを喜ぶと思うし、⼦供たちはいくらかの
時間を両親とともにし、必要な時には両親に仕え
るべきだと思う。両親にとっても⼦供たちにこう
なって欲しいという⾊々な希望がある。例えば
イーシュワランマはスワミに、どうかプッタパル
ティ※10を去らないで下さいと懇願したことがあっ
た。その結果としてスワミはサイの王国をプッタ
パルティに構えることになった。どの両親も幾分
かの願いをもっていると思う。私たちは可能な限
り両親の希望を沿うようにするべき。もう⼀つの
⽅法は、社会に奉仕することによって両親を幸せ
にすること。これもスワミの⼈⽣を⾒ていくと明
らかになっていると思う。どんな両親も⼦供たち
が社会の役に⽴っているところを⾒ることで幸せ
になる。これらが⺟親の無私の愛などに私たちが
報いることができるいくつかの⽅法だと思う」、
「いつも神のことを覚えていなければならない。
本当に私たちは、そのゴールに到達しなければな
らず、そして今の現在地として私たちは完全では
ない。そして⼀⽇中ずっと神の御名を覚えていな
ければならない。なぜ私たちが神の御名を
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※５ドラウパディー：パーンダヴァ兄弟の共通の
妻。

※６パーンダヴァ兄弟：『マハーバーラタ』に出
てくるパーンドゥ王の五⼈の息⼦、ユディシュ
ティラ（ダルマジャ）、ビーマ、アルジュナ、ナ
クラ、サハデーヴァのご兄弟の総称。

※７クルクシェートラの戦い：マハーバーラタの
戦場、ここで１８⽇間戦いが繰り広げられた。ク
ル族の⼟地の意。

※８カウラヴァ兄弟：クルの息⼦たちの意、『マ
ハーバーラタ』に出てくる百⼈兄弟。

※９ダルマラージャ：ダルマの王の意。ユディシ
ティラの別名。

※１０プッタパルティ：スワミの⽣誕地であり本
拠地である町の名前。

のではなくて、トライし続けなければならない。
スワミは私たちが１歩進めば、１００歩近づいて
来てくれるとおっしゃる。私たちは意識的に神の
ことを憶えているというのであれば、その恩寵と
して、最も難しい状況においても私たちに感銘を
与え続けてくださると思う」等のコメントの共有
がありました。

また、Sri Sathya Sai Official（シュリ・サティ
ヤ・サイ・オフィシャル）の動画、「Prasanthi
Chronicles（プラシャンティ・クロニクルズ）」か
ら関連の動画をご紹介しました。

※１クリシュナ：ヴィシュヌ神の化⾝、ドワーパ
ラユガにおける神の化⾝。

※２イーシュワラ：シヴァ神の別名、主、⾄⾼の
存在、神。

※３クンティー：パーンドゥ王の第⼀王妃。パー
ンダヴァ兄弟のうちダルマジャとアルジュナと
ビーマの⺟で、クリシュナの⽗ヴァスデーヴァの
妹。

※４神聖⽢露
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か、⾃分がやっているとか、そうした気持ちをな
くしていくこと。⽝と猫の違いの話がある。⽝は
飼い主が餌をくれると、こんなにおいしいものを
くれるなんてこの⼈は神様に違いないと思い、⼀
⽅猫はこんなに毎⽇おいしいものをくれるのだか
ら⾃分は神に違いないと思うという話がある。
やっぱり感謝する気持ちも⼤事。⾃分では何もで
きないけれども神様が助けてくれるからできる、
⼒が湧いてくると思うようになると、少しずつエ
ゴが取れていって⼼が純粋になるのではないかな
と思う」等のコメントの共有がありました。

サイの学⽣の皆さんからは、「世界に起こって
いる暴⼒は、神様が⾃分の外にいると思っている
時に起きるものだと思う。宗教によっては、神様
は外にいると考えられていて聖典にまで規定され
ている場合がある。神様というものを個⼈の考え
で規定していると思う。個⼈で解釈しようとする
と、執着や感情などによって考えが定まってきて
しまう。異なる神様に従う帰依者の皆さんの間に、
考えの相違が起こる。そういった理由で、⾄ると
ころで宗教戦争が起こっている。なぜなら皆、⾃
分の宗教が神を⼀番適切に表現していると思って
いるから。それは⼈々の神への理解が間違ってい
るから。⼀番、それを解決する良い⽅法は外側に
いると思っている神様が内側にいるということを

めに、神が姿を持って現れて私たちに体験を与え
てくれたと思う。神様から与えられた体験、経験
を本当に⼤切に思って、そこから悟るということ
が重要ではないのかと思う」、「以前のスタ
ディーサークルで、サイ⼤学のある先⽣がすべて
の学⽣や誰に対しても“スワミ”と声をかけていた
ことを聞いた。それがとても良いアイデアだと
思った。⽇常⽣活の中で、会社では“スワミ”と⾔
えないが、ここでは“スワミ”と話しかけることが
できて⼀つのアイデアになる。後はどうしたら⽬
の前にいる⼈たちの役に⽴ち、助けることができ
るのかを考えていく。スワミが⼀緒に⼿伝ってく
ださると思い、すべての⼈を愛するように取り組
むことだと思う」、「難しいが、⾊々なことで御
名を唱えながら神様を⼀番にして、⾃分の欲望と
か執着を全部外していくと、純粋になっていく。
どんどん純粋な愛になって神と⾃分の差がなく
なってくると、本当に愛とか神と同じになってい
くのかなと思う」、「すべて⾃分のものは⾃分の
周りは鏡であるというのは本当のことで、全部⾃
分も神も周りも本当は神だが、神ではなく⾒えて
しまって、その鏡を曇らせている。凄く汚れてい
る部分と、ちょっと汚れがなくなっているところ
と⾊々だ。その汚れを取り除いて本当の状態を⽬
指していくことかなと思う」、「難しい問題。や
はりエゴをなくしていくことだと思う。⾃分がと

◉ 5/6（⽊）のオンライン スタディーサークル
では プレーマヴァーヒニー第36節、第37節「普
遍的な⽬で⾒なさい」、「化⾝が神の普遍的姿を
明らかにする」について51名の参加のもと話し合
いました。Bro. Kがパラグラフを選び、趣旨説明
しました。

宗教、信条の間の相互理解を深めるにはどうす
れば良いのか？私たちが崇める御姿がすべてに浸
透した姿のない存在であることをどのように悟る
ことができるのか？どのように私たちの帰依はや
がて⾃⼰実現へとつながるのか？等について話し
合いました。

参加者の皆さんからは、「スワミの本とかご講
話を聞いている時はその通りだなと思う。すべて
は⼀つの神から現れた投影。そしてすべて同じ⽅
向に帰っていくという段階を通してこの世の中が
存在していると思う」、「瞑想とか観想をする宗
教がある。⼼の中にあるものに対峙して姿とか形
がなくなるという共通点があるのではないかと
思った」、「実は他の宗教のことを少し勉強して
みると、⾔っていることは同じなのだと分かるの
で、何も知らないで⾒た⽬だけで怪しいとか思っ
ていないで、その宗教の教えも学ぶと良いと思
う」、「姿がない存在であることを分からせるた
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争が起こるかというと無知によるが、無知が何か
というと私たちが神から分離した存在だと位置づ
けてしまうから。なので、あらゆる宗教の⼈々に
対して神を⾒ることが、あらゆる抗争を避けるこ
とに役⽴っていくと思う」、「いくつかの宗教で
は姿を礼拝するというのが共通すること。別の種
類の宗教では姿は使わずに、代わりに旗とかシン
ボルだけを礼拝する宗教もある。例えばイスラム
教。どちらの場合であったとしても、何かの対象
に対して集中し、祈りを捧げる。でもスワミは幾
分かの実践の後で、対象は姿あるものから姿のな
いものに変わっていかなければいけないとおっ
しゃっている。私たちが姿を礼拝する時に、誠実
な祈りが本当に必要になってくる。祈りの誠実さ
によって、私たちが次のステップに上がっていく
ことができると思う。スワミが⾁体としてプッタ
パルティ※１にいらした時は、多くの帰依者が直接
的にプッタパルティに⾏くことができなくても、
それぞれの居場所で誠実にスワミに祈るというこ
とをしてきた。そしてスワミは帰依者の祈りに応
えてこられた。同時にスワミに直接祈ることがで
きた⼈に対しても祝福された。スワミが⾁体的に
いらっしゃらなくなってからは、⾁体的な御姿に
直接的な祈りはできなくなっているが、それに対
してもスワミは応えてくださっている。⼤事なポ
イントとしては、まずは御姿を礼拝することから

そして⼀度彼が不在の時だったが、彼の家を訪れ
たときに、お⺟さんが⾃分に話しながら泣いてい
た。お⺟さんの話によると、彼が⼆つのメッセー
ジを書き写して⾃分の勉強部屋に貼り付けていた。
彼は毎⽇、夜、部屋で勉強するときに、いつもそ
れを⾒て泣いていたとのこと。そして彼の⼈⽣が
完全に変わってきた。スワミはどんな種類の⼈々
にでも、正しいことを⾔うことを決して恐れては
いけないとおっしゃっている」、「どうして宗教
的な暴⼒が起こるかというと、⾃分の宗教が他よ
りも優れていると思うから。それぞれの宗教が分
離したものだと思っているから抗争が起こる。そ
れぞれの宗教が異なった⽂化に根ざしていて、実
践の様式が異なってくる。実際にどの宗教も基本
的な原理としては、親切でいるようにとか、真実
に従うように、いつも平安でいるようになど、普
遍的なことをすべての宗教は教えている。宗教間
の抗争を避けるためには、ちゃんと宗教を理解し
て、⽂献に基づいて理解して受け⼊れること。宗
教的な実践を尊重すること。最も⼤事なのが霊的
な実践をするということだが、同時にすべての宗
教を尊重しなければならないということ。霊性と
いうものは私たちが神に繋がることを助けてくれ
る。太陽が霧を消してしまうのと同じように、神
への愛というものが私たちの無知とかうぬぼれを
消してくれるという御⾔葉があった。どうして抗

知ること。そして同じ神様がすべての中に居ると
いうことを知ること。そうすることができるとお
互いの尊敬を培うことができるようになる。サイ
オーガニゼーションは最善な事例だと思う。私た
ちの多くが違う宗教に従っている。でも私たちの
神に対する理解は⼀つ。神が普遍であることを
知っているし、⼈類が兄弟であることも理解して
いる。だからここではそういう抗争が起こらない。
スワミの御教えを通じて、本当の神を理解するこ
とができて幸運だと思う。もし、宗教的なことに
対して攻撃的な⼈に出会うならば、ぜひ神様はす
べての⼈の中にもいらっしゃるということを教え
てあげると良い。知り合いの友達の中で、宗教的
なことになると凄く攻撃的な⼈がいた。その⼈に
対して、何か⽉も思いあぐねたことがあった。そ
の⼈にスワミのメッセージについて教えてあげる
べきなのか否かと考えた。そこでスワミの⼆つの
違うメッセージの写真を取り出した。⼀つは“Love
All. Serve All. Help Ever. Hurt Never.”。もう⼀つ
は“神様は外ではなく、あなたの内側にいます。だ
から神様をどこにでも⾒ましょう”というメッセー
ジだった。それらの写真を机の上に置いておいた。
その友達は毎⽇そのメッセージを読むことになっ
た。それから数か⽉するとその友達が少しずつ攻
撃的ではなくなってきた。変わり始めた。どうし
て変わり始めたのか理由はわからない。
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と、帰依と全託によってのみ取り除くことができ
る。どうやってそれを消え去らせることができる
かというと、スワミが処⽅されている⾊々な形態
の異なった帰依に従っていくことを通して。同時
にスワミがおっしゃっているのは、このカリの時
代※５においては最も簡単な帰依の⽅法は神の御名
を唱えるナーマスマラナ※６ということ。このナー
マスマラナという⽅法、様々な帰依の道に従って
いくことが眼の前にいらっしゃるスワミが私たち
を包んでくださっているということを悟っていく
唯⼀の⽅法だということ」、「⼈間というのは
⾊々なことを理解するのは何でも感覚を通しての
み理解することができるもの。私たちが得ている
教育も概ね同じようなもの。何をもって教育を受
けているかというと、私たちが何を⾒たか、何を
体験したかということをベースに教育を受けてい
く。そういったことを感覚とか脳でどう理解した
かを通じてのみ理解していく。本当にハートでど
う感じるかをトレーニングさせてくれる場所はど
こにもないと思う。愛というものを、感覚を経由
しないで理解することができるだろうか？それは
感覚を超越した体験を通した時にのみやってくる
ものだと思う。例えば誰かを助けたとき、満⾜感
が得られると思う。奉仕のように何も期待するこ
となく助けることができたときに、あるいはメロ
ディーのよいバジャンを聞いて楽しんだとき

“クリシュナが微笑むなら花が開くことを知ってい
ます。クリシュナの声を聞けば⿃も歌います。⼤
地に⾬が降れば、そこからクリシュナの⾹りが漂
います。このようにクリシュナ神が私たちにご⾃
⾝を与えてくださっているのですから、どうした
らクリシュナ神がどこかに⾏くということができ
るでしょうか？クリシュナ神はどこにも去ること
はできませんし、必ず私たちの内側にいらっしゃ
います”。これは理解するのが少し難しいことなの
かもしれない。スワミが私たちのためにもっとシ
ンプルにして教えてくださっている。スワミの例
えでは、⼦供が⺟親の胎内にいる時には、⺟親は
⼦供を完全に包んでしまっていて、⼦供はまだ⺟
親を探すことができない状態。どうしてまだ⺟親
を探さないのかというと、⺟親に完全に包まれて
いるから。スワミは、同じように宇宙全体が私た
ちの中にあるとおっしゃっている。スワミからす
れば、“例えば⽊とか森、⿃、⼈間をどこに探すの
ですか？すべてのものは私の中にあります。そし
てあなたは私に囲まれているのです”ということ。
なので、私たちが悟らなければならないことは、
私たちの眼の前にいらっしゃるスワミは私たちを
完全に包み込んでいらっしゃる⽅だということ。
そしてそのように悟ることができるようになるの
は、マーヤー（幻）の殻を破ったときにだけ可能
になる。マーヤーをどうやって取り去るかという

始めることになる。次に、ラーマ※２やクリシュナ
※３の御姿を礼拝するにしても、礼拝した神がどの
ようなメッセージを伝えていらっしゃるのかをよ
く考え始める必要がある。そのようなメッセージ
を⾒つめて分かることは、共通して神様がすべて
に遍満していらっしゃるということ。そのような
やり⽅で御姿を礼拝することから始めて、形がな
い存在を礼拝することができるようになるのでは
ないかと思う。繰り返すと、誠実に祈っていくと
いうことは彼等が与えてくださっているメッセー
ジに⽬を向けていくということだと思う。このよ
うな⽅法で姿のない神様へと進んでいくことがで
きると思う」、「私たちのように神の御姿を知っ
ている⼈にとって姿がない状態を悟ることはとて
も難しいことだと思う。『マハーバーラタ※４』に
おいて最後にクリシュナが⾁体を去ろうとしたと
きに、親しい友⼈だったウッダバが“あなたの御姿
に慣れてしまって、どうしたらあなたの御姿なし
にいられるのか”と⾔った。その質問に対してクリ
シュナは微笑んだ。ウッダバはゴーピカー（牧
⼥）に話をしに⾏って、“あなた⽅が⼤変愛してい
らっしゃるクリシュナはもうすぐ⾁体を去ろうと
しています”と⾔うと、ゴーピカーはただ微笑んだ。
そしてゴーピカーは“クリシュナがどこかに⾏って
しまうとでも⾔うのですか？クリシュナはいつも
私たちと共にいますよ”と⾔った。
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私たちの帰依の背後にある想いは神への愛だけ。
どのような愛、信仰かというと“⼆つのものではな
く⼀なるものだけである”という信仰。これをいつ
も⼼の中に留めておくことが私たちを助けてくれ
る」等のコメントの共有がありました。

また、第 94回御降誕祭のプログラムから
「ヴァーヒニーを学ぶ重要性その２」の動画をご
紹介しました。

※１プッタパルティ：スワミの⽣誕地であり本拠
地である町の名前。

※２ラーマ：約⼆万五千年前に降臨したヴィシュ
ヌ神の化⾝。

※３クリシュナ：ヴィシュヌ神の化⾝、ドワーパ
ラユガにおける神の化⾝。

※４『マハーバーラタ』：従兄弟の関係にある
パーンダヴァ側とカウラヴァ側の間で⾏われた⼗
⼋⽇間の戦争を背景とした⼤叙事詩。

※５カリの時代：法の⼒が４分の３失われた闘争
の時代。

⽬にした。ミーラー・バーイーはお⺟様に“誰が私
の婚約者なの？”と聞いた。その時お⺟様は何と答
えたらよいか分からず、“あなたの結婚相⼿はクリ
シュナ神ですよ”と答えた。これは、どのように
ミーラー・バーイ ーのクリシュナ神への信仰⼼が
始まったのかというエピソードだった。実際に結
婚して以降も、ミーラー・バーイーはクリシュナ
神に対して帰依を続けていた。クリシュナ神への
愛によっていつもバジャンを歌っていた。周囲の
⼈が旦那さんに“ミーラー・バーイーが誰かへの愛
の歌を歌っているよ”と告げ⼝し始めた。それにも
関わらずミーラー・バーイーの愛はクリシュナ神
だけに固定されていたので、沢⼭の試練に直⾯す
ることになった。ある時、贈り物を受け取ったが、
その籠の中にはコブラが⼊っていて“このガーラン
ド（花輪）をギフトとして受け取ってください”と
書かれてあった。取り出すと完全に花でできた
ガーランドとなった。別な時には”これはアムリタ
（神聖⽢露）です“と毒を渡されたことがあった。
それをクリシュナ神に捧げてから、実際に⼝に⼊
れたが、毒はまったくミーラー・バーイーに影響
を及ぼさずに、完全に問題はなかった。こういっ
たエピソードを⾒ていて分かるのは本当に帰依と
いうのは⼀歩ずつ進んでいくものだということ。
それは、単純に私は帰依者だと思うだけでは簡単
に起こるようなことではないということ。

に、誰かのスワミとの体験に⽿を傾けたときなど
に。なぜそれらを良く感じるかというと、それら
を通して私たちがハートの中で幾分かの愛を感じ
るから。今⽇、このパラグラフを⾒て最初に感じ
たことは、どこにも存在するのは愛だけだという
ことなので、神を理解するために最初にしなけれ
ばならないことは“すべてを愛し、すべてに仕え
る”というそれだけだろうと思った。以前のスタ
ディーサークルでも⾊々な話があり、いかなるこ
とも何も期待せずに助けていかなくてはならない
ということだった。バジャンを聞いたときに感じ
るのと同じだけの愛を、他⼈を⾒たときに感じる
ようになるなど、多くのサーダナ（霊性修⾏）が
必要なのではないかと思う。スワミがおっしゃっ
ているのは九つの帰依の道※7を通して幾分かのレ
ベルまで達した時に、感覚を通して神を本当に感
じるようになるということ。究極の神を理解する
ことをゴールとして⼼に定め続ける時に、九つの
帰依の道に従って多くのサーダナに取り組み、毎
⽇⼈間としてどう進歩しているのかを感じていか
なければならない。私たちがそのプロセスに集中
していけば、最終的に到達すると思う」、「これ
まで他のスタディーサークルで話したかと思うが、
もう⼀度ミーラー・バーイー※8のことを挙げたい。
お⺟様と⼀緒に外に出掛けたときに、4歳の⼦供の
頃のミーラー・バーイーは結婚式が⾏われるのを
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※６ナーマスマラナ：神の御名の憶持。唱名。

※７九つの帰依の道：スラヴァナム（聞くこと）、
キルタナム（歌うこと）、ヴィシュヌスマラナム
（ヴィシュヌ神を憶念すること）、パダセヴァナ
ム（神の蓮華の御⾜に奉仕すること）、ヴァンダ
ナム（神を崇敬すること）、アルチャナム（礼
拝）、ダシャム（苦役）、スネハム（友情）、
アートマニヴェダナム（⾃⼰放棄）。

※８ミーラー・バーイー：メワール王国の都チッ
トール（ウダイプルに遷都される前の都）のマ
ハーラナ（藩主）の妃で、クリシュナ神の偉⼤な
帰依者。
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